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同
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十
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金
闘
の
陸
海
軍
病
院
に
月
冷
新
刊
の
信
仰
雑
誌
「
帯
土
」
を

贈
っ
て

白
衣
の
勇
士
の
方
々
に
法
味
を

愛
楽
し
τ

頂
く
た
め
に
、
乙
の
運
動
を
始
め
℃
か

ら
岐
に
二
ヶ
年
に
な
b

ま
し
た
。

そ
の
間
金
剛
柑

々
浦
々
か
ら
赤
誠
の
能
っ
た
御
援
助
を
頂
さ
岐
に
六
千
数
百
周
余
の
御
寄
附
が
集
b

ま
し
た
。

延
駿

に

し
℃
十
寓
冊
以
上
の
浮
土
が
あ
ら

ゆ
る
軍
病
院
に
贈
ら
れ

、

勇
士
の
方
冷
か
ら
大
盤
よ

λ

乙
ば
れ

τ
を
b

ま
す
。

多
数
の
戚
謝
の
言
葉
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

そ

の
意
義
に
つ
い
て
は
最
早
賛
言
を
要

せ
ね
乙
の
聖
な
る
運
動
に
は
な
ほ
多
数
の
御
参
加
を

浴
願
以
致

・し
ま
す
。

。
全
国
陸
海
軍
病
院
の
全
部
へ
毎
月
三
十
部
乃
至
百
部
の
雑
誌
「
滞
土
」

を
贈
呈
し
τ

白
衣
の
勇
士

達
比
法
味
を

捧
げ
て
を
b

ま
す
。

AV
一
口
一
闘
二
十
銭
の
滞
財
を
御
喜
捨
下
さ
い
。

そ

れ
に
よ
っ
て
一
年
間
毎
月
雑
誌
が
病
院
へ
参b

.ま
す
。

AV
毎
月
五
千
部
以
上
は
是
非
入
用
で
す
。
少
く
も
五
千人
の
有
志
者
が
必
要
で
す。
御
奮
礎
下
京
い
0

0
他
人
で
も
、

囲
慢
で
も
、
亦
金
高
が
一
日
以
下
で
も
結
構
で
す
。

兎
も
角
乙
の
型
さ
運
動
に
随
喜

参
加
し
℃

下
さ
い
。

。
御
詮
金
は
浮
土
宗
務
所
事
鍵
部
宛
に
!

掲
載
し
ま
す

。

領
牧
の
讃
に
は
宗
報
誌
上
及
び
「
帯
士
」
に
御
芳
名
を

匡芝 ・市 京東
地 図 公 芝浮土

~ 
司ミ務

• 

所京東座 口替振
呑一一一五一



A

限
定
問
臨
ま
千
部

ム
定
債
四
間
五
十
銭

・

塗
料
廿
二
銭

品
七
八
寸
特
製
ノ
!
ト

型
。
天
金
・

十
二

ポ
総
振
蝦
名
・
約
三
百一只
・
美
麗
曲
入

品

放
荘
重
伯
に
依
る
・
・4
袈
服
、

見
返

し
、

六
十
四
業
捕
縄
門
放
瑠
阪
U

A

爾
大
家
一
致
の
想
に
な
お

豪
華
・

絢
麗
版

一
軒
併
置
法
問
問

一
名一
文
豪
佐
藤
先
生
の
流
麗
園
滑
の
文
と
書
壇
の
雄
小
移
蓋
然
拙

一
続
一
伯
の
枯
淡
風
雅

、な
挿
給
に
を
る
昭
和
h
h生
き
た
法
然
上
人
傍
1

1

ム
ヤベ

炉
…
宗
教
文
義
の
精
髄
・
千
載
に
光
彩
を
放っ

.

J
V

行
人

口

評
一
過
般
大
毎
東
日
雨
紙
に
連
載
し
、

百
寓
の
護
者
を
魅
了
し
た
る
も
の
。
俗
に
煽
び

資
一
一
一
一

噴
二
3
、
難
に
墜
ち
ず
、
作
者
自
ら
浄
土
の
信
仰
を
摘
み
、
一
篇
一
篇
悉

〈

念
仰
の
温

い-H

々
一
床
に
育
成
さ

れ
た
宗
数
文
撃
の
最
優
宏
る
創
作
。

何
版

命
国
枇



-ー

埼ご

く、~
~ 

土
十
二
月
旋
回

次
1

-
t
i
;
t

下

表
紙

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・τ
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
f

・
~.

V
7
J
J
・
-
、
.. ・
・
#

扉
-
白
衣
カ
ッ
ト

・・
・
~
・
・
・

・-f
・7
・・J斗
ん
ん・・
ンナ

-
・
・米

理
佐

~λ 
民矢世

浮

の

倫

倉上藤

隆正

従春

賢

順
(
一ご

父
母

、

に
捧
ぐ

i
ト凶

鈴
木
将
海

ハ
ご

持
村
の

‘
和
備
増
谷

の

文

雄
(
美
)

成
都
爆

撃
‘

行

腕
明
善
導
寺

同
様…

和

〆

殻

の

歌
山

石
野
喜
久
代

ハ
一z
u

股 (相!註

は

ぐ壁j 解れ

藤中安東

野

の

し =

を !仰 !
歌

. 

域
西村

生
:
ご
一
回
〉

受

承
ヘ
g
一
〉

型鼻

康
・
・
門
凶
ご

滋



穏
謀
っ
た
思
ひ
や
り

吉
野

寅
話
熊
ョ
と

』

念
悌

仁
「
吉

原

川
柳
に
つ
い
て
西

島

O

歌

兵
一
市
昨
壇
:

ド
ペ
吋
即
興
謝
野
晶
子
選

二
ご

俳

い
」J
p
v
許
制

壇
:
十
ン
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:
J
・
・
太
田
耳
動
子
選
・
ハ

i
u

麓
菩
薩
美
へ
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憧
僚

E

古
屋
登
代

子
こ
一
ハ
〉

悌
教
理
念
の
生
活
化
中
村

耕
康

二
ご

悌
這
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原
則
か
ら
見
た
念
悌
大
野
法
道

二
ご

「
帯
士
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娯

楽

、
室
・
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・
・
・
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叫
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仰
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ュ
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ス
-
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・
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縞
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ソ
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翠

幹
三

一o
v

自

t
風
見
(
臨V

丸
ハ
四

一
〉

海

l 目
次

土

十
ご
河
競

ち

も

. 



-一一____..

自

一
球
で
健
康
量

資藤新

肝
油
を
精
製
し
た

純
ビ
タ
ミ
ン

A
D

肝
油
が
効
く
の
は
ピ

グ
ミ

ン
加
と
い
町
の
震

だ
と

判
っ
て
ゐ
る
今

町
、

ん
時
掛
の
ま
L
O
肝
油
で
ず
吋
配
す
る
必
要
は
あ

り
ま
せ
ん
。
本
口
問
は
肝
油
か
ら
制
村
山地
一
耕民
し
た
ビ

タ
ミ
ン
A
と
μ
を
んW
W僻
起
の
グ
ロピユ
I
ル
球

に
牧
め
た
出
川
郡

友
製
品
l
l

肝
油
の
棋
仰
木
は
完
全

に
数
十
倍
に
強
化
さ
れ
且
快
遁
化
さ
れ
全

し
た
o

p
・
'

合
2

4
4
骨圃
a
'

・

z
r
H
E
S

F
L，
l
.
，

ぞ

譲
二
郎
ヌ
c
事

翠
ロ
防

新
響
器
研
ビ
タ
ミ
ン
球
は
、

品
主
の
ビ
タ
ミ

ン
周
帯

設
に
擦
り
、

一
日
二
球
づ
込
限
め
ぼ
完
全
に
笠
間
間
的

健
康
憶
を
滅
亡
せ
る
擦に
、

一
向
車
ビタミ
ン
A

五
千

D

一
千
閥
隙
鼠
泣
主
凶
宥
さ
せ
た
製
品
。

し
か
も

露
出
ど
の
議
で
宅

一
月
間
軍

切
の

I市

草書糧 一
夜 胃 一
盛 1-

史 す 園

六
O
球

⑧ 偲

52iB 
宅商
吾店

田昌E豊

富輝
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。
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G
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?
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一
f
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f

人
一

f
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司
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一
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世

父」

の

..... 

少1

ノtr:: u
-'+ー・ん

世 一一

航
路
酔
蹴
誕
の
臨
に
榔
臨の際
対
を
砂
げ
て
そ
の
mmm
に
猷
勤
し
て
ゐ
る

階、
制
川
和
蹴
例
制の山山
知山M
m艇
や
が
献
日
朝
し
て
ん
伊
く
磁
は
、
践

に
釣
翻
せ

な
い酔
酷
で
あ
り
ま
す
。

難
航
船
に
四
ケ
崎

、

心
傾
向
町
蹴
隙

m
wのu
hから
恥

て
も
蹴
だいぽ
艇
な
縦
で
あ
り

ま
す
。
慨
は
件
の
際
佐
佐
に
糾
民
営
一
蹴
し
て
や

艇
を
伸
た
れ
る
併
の
知
山
町
に
、

的
叫
の
叫
打
倒

m
r酔
再
と
し
て
説
書
十
附
郎
総

M
m例

制
立
官
酔
総
に
俳
刊
川
左
駅
げ

て
貯
ま
し
た
僻
蹴
よ
り
倖
た
二

、

一
一一の
邸
ひっ
き

を
勝一般
と
し

て
体
制
郡
山か
器
に
椛
し

且
げ
て
貯
た
い
と
祇
じ
ます@

Cl..) 父.1\止Y己j司t

i 何草

i 故;ぜ

j 保段

も護ご

を
要2

す

る

か

保
仰
山
に
わ作
一
即
日
開
山
引
を
供
品
世
せ
ね

ば
な
ら
ぬ
か
と
一対
ふ
に
、
体
拠
出

Mの
臨
り

e
''
d
u

ニ
仁
、
A
L

百
l
u

レ

hz

し
か

こ
え

か

レ
相
内
角い

者
一ヲ
凶υ
ん

が
制
引
は
酷
尉
の
一一
一
か
の
一
そ
占
め
て
附
り

、

然
も
園
〕
み
の
将
来bE
双
肩
に
総

ふ
も
の
で、
ル町の
抑
制
が寸
い
町
で
も
い
川

町似
す
る
か
散
か
は
猷
般の
一
対
附

臨
?
の
り
、
艇
に
蹴
?
叫
即

日ル
臨
に
恥
き
ま
し
て
は

m
W
4
川
町に
ほ
雌
艶
蹴
の
駅

母ぼ
の

捧:

ふ

P

串
ラ

，
、
b

ぽ
ラ

L
m

v
v

r
r
主
工
方
ト
二
」
沈

一

，

.
E

』

d
'
z

，

H
M
v
r

E

E
J

，

L
U
J

E
4

て ー

鈴

木

海

i手

m
wが川町ば
れ
て
同町
る際
で
、

肱酬が
艇
臨
に
は
駅
に
都
対
な
る
脈
問
慨
を
悌
っ
こ

の
併
殺
陣
配
け
、
献
m
rM時蹴
山
町
か
ら
も
却
し
て
戦
附
に
貯
せ
ら
れ
な
い
唯
川
町

即時読
を
艶し
ま
せ
ん
。
ひ
腐っ
て
併
殺
臨
に
撚
て
和し
寸
仰
の
和
尉
似
し
た

t

e
a

て
き
を

か
い
え
ひ
と

'
T

し
ん
つろ
ま

2

タ
常
が
出
来
た
と
す
る
と
、

英
の
家
庭
の
総
て
の
人
々
の
心
筋
は
大
鎚
伝
・
も

の
で
あ
り
、

対
ど
の
倣・酔
臨
のM
m掛
か-斡
艇に
す
る
か
は
鶴
傑
に
髄
り
あ
る

も
の
が
あ
り
ま
す
。践
が
特
に
は
酢
併
の
斡
臨
は
制
的
散
も
臓
も
船
か
り

し

て

骨
るか
ら
例
制
の
や一蹴
似
の
艇
に
は
が
一

し
も

職
以
を
仲
た
ぬ
と
百
一
回は
れ
る
加

も
川
市
い
で
は
め

り
ま
せ
ん
が
、

偽
し
抑制
は
府
臨
の
み
で
は
邸
脱
し
て
酌
る

b
?

5

・

d
E
E
b

ぬ
お

ほ

2
z

-
a
h
h
z
n

離
で
ぽ
沿
くM
m酢
に
山
町
る
除
曾
も
か
な
り
多

い
の
で
、

英
の
機
曾
に
隠し
恥

脱
他し
た
供
械
か
ら鶴間献
を
脱
へ
ら
れ
た
り

b

郡
山
航
さ
れ

た
り
す
る
瞬
は
絡
し

"
・

ま
E

て
無
い
と
は
申
さ
れ
ま
ぞ
ぬ

恥
脱
出
と一rふ
も
の
は
脱
獄
織の
際
な
も
の
で
お
〈
の
僻
縦
断
が
炉
慨
に
郷

J
\
仲
諒料
が俄
引
に
し
て、加郵
勧
に
鍛
る
輔
が
あ
り

、

割
問
問
な
る
舛
慨

が
や
魁
似
す
る
離
も

か
な
り
れ
引

い
の
で
あ
り
ま
す
。
僚
に
骨
ふ
「

タ
カ
リ
」



e 

1生ーーー

磁
脚
吻
酔
肘

m執
は
撃
て
「
タ
カ
ラ
」
れ
た
川
町
制
が
協
に
「

タ
カ
ル
」
と
一rふ
傑

・
陣
営
識
し
て
砕
り
ま
す
・

そ
し
て
骨
の
野
跡
が
併
特
が
わ

付
魁
に
な
っ
た
磁
に
鮮
の
つ

く
慨
に
はす
で

に
苧の
つ
け
ら
れ
な
い
慨
に
鶴
く
な
っ
て
静
る
艇
が
あ
り
ま
す
。
締
時
・
恥
魁

俗
し
た
例
制
刊

を
伊
乱
世
す
る
離
が

、

勝
り
も
酪
さ
ず
報
出
喝
な
る
併
特
を
伊
佐
す

る
叩
刊
で
、
一
般
融
齢

b
E開
艇
な
ら
し
め
舵
到
な
る
慨
蹴
を

m
mる
伊
峨
で
あ
る

輯
b
z傑
貯
し
て蹴ざた
い
の
で
あ
り
ま
す
。

賠
誠
川
山
崎
鰍
時
脈
に

仰い
て
樹
齢
ふ
抑
制
だ
け
で
も
戦

J町
内
問
一
殿
山
川
の
針
き

に
時
ひ
、
そ
し
て
制
u
m鞘
加の
慨
隣
に
あ
る
こ
と
は

、

和
慨
に
臨
っ
た
附
魁

で
ら
り
ま
す
。

-
hハ
の
和
尉
M抑
制
に
は
帝
時
五
店
儲
め

-r
出
掛
お
お
が
静
る
と

骨
ふ
載
は
撚
献
に
よ
り
ま
し
て

も
臓
か
な
載
で
あ
8
ま
す
・

ル
町
除
で
例
制
刊
を

併
静
観
抑
制
す
る
鰍
域
脈
の
諮
問
叫
を
す
れ
ば
鴎
し
い
の
で
す
が
、
抽
官
民
め
帯
都

除
問
に
換
し
勧
附
臨

し
ま
す
が
、

副
恥
抵
は
般
職
巌
轄
の
獄
欝
に
俄
び

、

例
制

-

Bの
や
蹴
他
が
}
仰
山
に
戦
加
し

、

叫
ゆ
も
捜
胞
の
訴
が
か
な
り

鈍
い
ω

に
は
部

時
で
も
炉
併
に
慨
ん
で
静
る
市
町
縦
で
あ
り
ま
す

・

総
も
即
時
は
航
跡
献
と
な
り
能
川
酪
対

t
f脱
へ、
仲
の
動
的
削
除
殿
を

b
rり

捗
る
に
は
一
仰
の
新
佐
も
山
町
さ
ず
に
榔
蹴
へ
て
前
倒

的
引
をして
は
抗
持
に
悩

笠
にM
m散せ
し
め
、

ぉ
b
w
h
k
出
誠
監
殴
に
な
る
滋
敵
献

す
る
離
が
館
街
円
猷
殿

に
蹴
せ
ら
れ
た
斡
秒
で
あり
ま
す
・
厳
殿
町
内

聞
の
能
低
と
し
て
m
w盤
叡
間
的

し
、

略
し
て
館
佐
の
臨
り
を

的
監
に
す
る
艇
が
部
燃
の
按
妙
で
あ
り

、

灘
め

唱E
Jfの
り
ま
す
・

む失官珍K f事一-("( 7 ) 

仲
傑
な
ら
ばmm椛
は
臨ω踏
で
あ
り
、
日
目
が
一
十

も
山
川の干
も
矯
しノ、、肱
ず

の
対
処W鶴
と
し
て
件
の
邸
主
に

MU含
軒
け、
明
し
く
間
持
酷
殿
た
る
の
保
比
一
白

と
斡
払Vb
v
和
す
る
も
の
で
あ
り
ま

す
。
き
れ
ば
部
ひ
に
榔
掠
け

、

腿
く
践
し

く
鳴
く院
が
酔
り
も
酪
さ
ず
、
ル
町
の

h
v叫
削
除
殿
ゃ

い勲
り
野
り
、

桃
山
肌
静
観
誕

の
対
較
に
抑
制
軒
擬

す
伊
崎
で
ゐ
白
E
J
v
h

す
・

家か i

庭ご
の

影E
響;

tl~ 

最i
も
大丸

を i
い i

ルrの
仇
〈
映
は
離
か
、
習
が
の
蹴
振
と
協
和
を
鴎
は
な
い
も
の
が
あ
り

幸
せ

ぅ
。
総
く
例
制
の
和
燃
は
一
抑
よ
り
榔
ま
り
ま
寸
が

、

現
砥
同
札
R
が
蹄
る
く

酷
し
く
智
和
ざ
る
税
に
し
て
脱
穀
邸

一す
臨
む
も
の
は
ね
に
僻
っ
て

m
p

弛
む
る
よ
り
郵
か
に
聴
し
い
こ
と
で
す

・

偽
る
に
誠同時
な
る
仰
向
引
が
や
践
に

尉
ち
た
る
に
昨
い
て
は
勘
川
引
の
酔
械
が
あ

り
ま
す
が
、

間
的
す
る
に
繋
母
、
」
劫

援
と
が
躍
も
欝
対
仕

る
償
郷b1品
川
し
て
ゐ
ま
す

。

慌
の
と
都
宮
に
「
鈴蹴
にし
て
宇
和餅
併
なか
ら
ず
、
限
慨
に
し
て
も
刊
一
帯
な

し
」
と
あ
る
滋
り、
抑
制
の
郡
部に
は
恐
献
の
税
務
が
爵
対
な
償
蹴
を
品
川
す

磁
を
部
れ
で
は
な
り
ま
せ
ん

。
こ
れ
は
ぽ
の
郡
散
も
が
協
で

あ
る
が
、

践
に

限
のh
r豚
に
仰
ける
仰
向
散
が
臨か
り
し
て
ゐ
-
れ
ば

、

4
M般に
時
脱
出
柏
市
侍
る

と
苛
ふ
抵
の
静
併
で
、
対
掠
の
知
鱗
ば
慌
に
併
障
と
縦
れ
て
慨
き

、
献
は
斡

臨
にあ
っ
て
慨
く
貯
め
に
、

日出
伐に
撚
す
る
齢
的
は
公
よ
り
踏

か

，
ド
鈍
い
も

の
を
す
。
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帥
出
織
対
や
艇
が

「同
時
制
舟
つ
ぽ
つ
て
縦
抑
制

-
」
れ
に
仰
と
と
仰
せ

ら
れ
た

極
り
、
府
隊
を
瀧
く
m
mるく
し
、

川
抑
制
の
恥
の
一
ぷ
に
も
似
の
和
蹴
込
な
く
見

A
F
P

各
局
い
し
凶
ヨ
か

にm

主
aq

岱
ゑ
A
t

認
匙

に
生
き
舎
か
さ
れ
る
臨
に民
誌
の
家
屈
が
生
ず
る
肝
凶
で
、
き
れ
ば到
ぽ
は

つ
お
ぜ
号
ね
ん
之
丞

'
M

陀
ち
必
ム司
島

ラ
a
『
§
ち
う

h
vi・

時
的
に
少
年
の
手
ポ
に
な
る
や
う日
常
の
行
動
に
注
認
す
る
と
共
に、
共
の
一

叡
二
mに
も
紙
仙
の
出
命
が
腕
践
で
あ
り
ま
す

。

山
仰
が
紙
同
仇
れ

γか
皆川抑
制
紘

峨
郎
に
臨
め
て
ぬ
ど
臨
の

"
」
と
、耐
蹴
っ
た
併
笹
川
れ
純
の
穀
甑
の
誌
秘

を
端
的

u
'
z
u

よ

し
a
3
t
令
レ
q
、
，

z
r

p

せ
句
、
-d
b

ミ

』3
1
d

ね
て
舟
て
も
ハ
審
判
所
で
は
宗政認
を
す
る
〉
名
古
監ω
似
哨
は
非
舶
に
儲

僻
叫
が
あり、
m
w掛
町
川
戸時
の
付
入
制
偽
は
酌
併
の
勲

F
b
E
M
W

っ
て
お
り
ま

ち

g
o
o

，

M
Z

け
いmレ
ん
す
号
を
ね
ゐ
ふ
か
え

す
.

こ
れ
は
此
の
地
ガ
が
非
常
に
磁
榊
崇
砲
の
念
が
能
く
紛
少
の
頃
よ

り
常

に
(
即
日
町の
齢
?に
あ
っ
て
蹴
併
を
勝
む
酷
慨
を
砂
へ
仲
け
ら
れ
て
静
る
隣
保

と
、

山
町
蹴
に
は
件
の
川
町
戒
に
は
部
か
ら
駅
川
刊
の
珠
山
町
や
併
は
が
統
帥
し
た
隣

僻
も
あり
ま
せ
う
が
、
昨
に
館
伴
の
思
鶴
が
城
山
拘
よ
り
雌
つ

け
ら
れ
プ
均
一
郎

卦
せ
ん
で
も
靴
似
の
献

に
は
悦
郎
の必携
を川
町
て蛾ず
附
が
を
下
げ
て滞
む

や
齢、か
あ
り
ま
す
。
こ
の
販
は
島
併
は
和
慨
に
成
制
し
ま

し
た
。
こ
の
矯
む

股
跡
す
る
と
一
ず
か
説
が
郎
日
目
の
艇
よ
り
出

J
説
が
山
町
料
品
る
と

し
た
ら
、
よ
り

よ
い
搬黙
が
ある
と
脱
ひ
ま
す
。

税
制
に
慰
ん
で
一
邸
の
問

、
一

艇
の
仇
も
邸
り
艇
き
闘
の
縛

り
で
あ
る
瞬
を

蹴
く
税へ
、
体
加
題
協
と
一
昨
ふ
蹴
棋
の
品

r
m
m
で
部
てm
v臨
も
必
勝では
な

宅
ん

い
か
と
存
じ
ま
す
。

却
に
お
廊
に
あ
っ
て
鉛
砂
の
や和は
似
縦
に
は
鶴
慌
の
山
町貯
ない
離脱
鍛

汚
奇
化
川

之

ιP
2

6
9
A

r
u

-』と
庁
フ

す
拾

が
重
大
で
あ
り
ま
す
。
ζ

わ
が
岱
め
に
一
家
宮
掛
柑
慨
に
招
く
取
も
州
政
して
紗

の父i~ t亡

く
は
あ
り
ま
せ
ぬ
。
抑
制
引
は
位
に
儲
ふ
ぺ
き
か
湾
問
に
儲
ふ
ぺ
き
か
怨
ひ
協

に
は
知
山
げ
を
臨
掛
し
殴
蹴
を
肱
き
、
島
脚
部
酢
ず
と
な
り

、

そ
の
総
説
鉱
山町す

る
艇
な
鰍
は
か
な
り
鈍
い
の
で
す
。

十
倒
的
想ιT附
加
す
る
駆
と
椛

じ
ま
す
・

一

」ιふ

兄亡

が
〉玄店
意:
す
，、ー

を
こ

!と

お
に
併吋刊
に
慨
し
て
は
川
町
る
よ
り
も
そ

の
説的
ず
そ
市
町
め
る
燃
に
す
る
訴
も

和
封印叫
んrの
一
蹴
と
な
り
ま
す

。

椴
川川
紋
関
心
出
が
衡
問

一
一
一
百
舗
の
齢
的
官
官
限

り
対
抗
や」慨
ち
得
た
と
一昨
ふ
一
一
蹴
に
は
、
股
間
附
訴
は
殴
?
に

h
r併
の
あ
っ
た

階
は
貯
の
恥
併
を
静
むる
献
にb
wの
必
の
誠
併
を
恥
貯
め
て

猷
に
併
併
を
誕
し

dk

h
U

偽d'
H

ζ
と
凶

FF・
4
1
d

-
』と

俗
、

た
と
号
、
か
取
で
あ
る
が
震
に

抹
ふ
べ
き
事
で
少
伊
に
くど
い
惑
は
蝉
っ
て

た
闘
が
酪
慨
に
な
り
蹴
蹴bE除
ιさ
岳
地
小
島
常
に
な
る
鋭
は
慨
す
議

も
あ
り
ま

せ
ね
。
作
円
J
艇
は
躍
も
鍛
仰
山
で
す

・

川
引
税
問
聞
紙
な
廊
抵
は
慨
に
鵡
め
ね
ば

な
り
ま
せ
ぬ
が
、

仇h一
の
併
設
協
h仏
協
椴
日
は
る
府
民
臨
に
山
町
駅
雌
例
制
の
や
尉
が

お
ぼ

ζ
と

-
pf

、
3
9

い

て
ん

多
い
富
市
は
特
に注
窓
す
ぺ
信
鴇で
あ
り
ま
す
・

践
に
例
制
に
配
し
て
は
械
に
銭
鋭
に
銃
す
る
飴
・
拾
が
川

町
酷
で
す
・
例
制
の

獄
賦
紘一伊
と
斡
し
ま
す
と
り
剛
山
叫
が
龍
一
加
で
七

、

λ
抵
鴎
よ
か
臨
ま
り
神
叫
ん
悦
四

五
一
明
日
掛
の
鴨
よ
り
蹴
郵
政
に
特
駅
縦
一
一
一
四
間
竹
山
町
駅
よ
り

ミ
ル
ク
ホ
ー
ル
や

m
m和
服に
脱
却し
、

践
に
組
ん
で
肱
鉱
炉
議
鉛
に

、

留
に
は
カ
フ
エ
ー
鍛
び

ゃ
襲
戦
に
慰
む
もので
、

艇
に
齢
賊
す
る
僚
た
お
ば
態
は
な
か

〈

蹴
肥
で
あ
り
ま
す
。
都
除
こ
れ
ら
は
品
目
俄
を
伶

ん
が
織の
判断
と
し
て
概
賦
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を
獄
す
も
の
で
あ
り
ま
す

・

き
れ
ば
新
艇
に
蹴
て
は
川
町
惜
の
刷
刊
紙

、

安
眠
の

館
協
陪
酢
を
耕
献
し
て

、

部
和
肢
な
き
閉
山
甑
慌
に
村
総
蹴
を
山
内
へ

、

監
め
て

伸
川
砕
を
得
き

、

脱
酸
此
な
絡
め
る
帯
十
郎
を
張

。
勝目
出
動
す
る
離
は
日
刊
す
滋

も

あ
り

ま
せ
ぬ
。

能
町
般
脈
融
制
加

が
か
慨
に
蹴
に
な
り
十
七

、

入
一
郎
悦
の
川
抑
制
お
で

M
m駄
七

八
十
蹴
偽の
船
山川
が
あり、
m
w臨
の
院
訟
を
離
れ
て
撚
船
の
併
協

1f
h都け
栴

ち
つ
け
ぬ
対銃そ
苧
にし
て
、

協
に
や
同
時
務
加
に
称
曲
臥

せ
ら
れ
カ
フ
エ
ー
の

燃
を
髄へ、
践
に
恵
ん
で
郁
脱
獄
に
即
刻
し
、飽
田町恥
即
時
野
に
鰐

し
-

D械
の

お
除
即
時
を
梯
ゆ
り
山
町
し

、

併
には
J
1・却で
二
十
蹴肋ぽ
の
融
搬や」m
m馳
した
と

公
ふ
影山も
慾
品
説
く
ら
・
りま
尤
そ
れ
に

臆
誠
一
は
お
一
昨
織
で

MW践
す

-航

っ
て
蹴
慨
す
る
と
一ず
中
間
蹴
酷
の
も

の
も
か
な
り
鈍く鰐加
の
慨
階
を
私
し
て

お
る
艇
は
械
に
部
骨
を
鴎

ひ
た
い
も
の
で
あ
り
ま
す
・

吃〉父官f『こ妹

ひ
と
り
ふ
り

上

う
日
ん
に
ゐ

u
r
h
v

一
人
の
不
震
は
高
人
を
害

す

持
は
獄
か
必勝
間
怖
に
除
い
て
時
しM序
て
島
た
い
と
脱
ひ
ま

す
が
、
「
姑
に
が
判

れ
ば
鵡
く
な
る
」
の
と
桜ぎの
磁り
や
尉
例
制J1
Nには
た
の
税
務いかあ
る

と
一世
ふ
説
は
献
に
椛
し
u
rげ
た
掛
り
で
、
御
邸

に
干
を
ぬ
附
つ
仇
〈
伊
と
し
て
出

品
店
す
べ
き
聴

で
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
脱
は
駅MD・な
れ
ば慌
に較
樹
と
部
艇
な

る
蹴
鍛
を
と
る
磁
も
川
山
部
と
罷
め
ま
す

。

一時
一
統
照
時
鰍
山
腕
に
服

て
附
蹴
ひ
ま
し
た
砕
併
で
、

し

か
も
即
時の蹴

( 9 ) 

鰐
とし
て
炉
併
の
セ
Y
セ
イ
シ
ヨ
y
ι古
川げき
樫
し
た
和
仰
が
あ

り
ま
し
た
・

0
0
野
UO
O
械
で
間
際
部
鮫
併
に
な
っ
て
も
雌
倣
齢
府
内
阪
の
を
齢

で
は

脳
備
も
山
w
h
r
ず
炉
問
削
に
山
内
っ
て
伊
っ

た
の
で
械
的
阪
駅

で
は
m
m畿
の
館
総
、

A
X

ゅ
の
税
制
…
蹴
(
犠
胤
一
干
判
明
暗

M抑
制
が九都
)
に一
倍
し
て
、
件の
智
一
瞥

あ
る
紛
艇
の
山V確
に
制
的
加
す
る
縦
に

な
り
ま
し
た
。

町
問問
栴
酔
の
刊
に
ニ
附
は
蹴
縦

し
な
が
ら
慨
併
や
一砂し
ま
ず
鰍
き、
伊抑
制

村
は
械
の
鍛
川
市
様
に
鯨

り
島附N
M
U
郡
伊艇
し
勲
慨
に
郎

一

九
州即位に
縦
り、
m
w蹴

税
制
叩
臨
と

し
て
税
関
よ
り
訴
訟
を
骨

け
た
の
は
貯
の
佐
山
町
も
な
い
較
で
あ
り

支
し
た・
そ
し
て
その
慌
の
憾の
恥
齢
併にも
戯
砺
を控げ
た
磁
は
舵
す
滋

内=

も
あ
り
ま
佐
ん
。

.

‘

と
ころ
が
蹴
徹
は
郵
船
町
却
明
快

に
静
止悦を
こ
め
て
蹴
き
総
統

さ
ふ
れた
と
一オ
ふ

静
観
龍
続
臨
も
峠
の村
に
た
っ
た
。
一
と

・
仰の
和
一
践
が
昨
っ

た
ば

か
り
に
既
材
と

聡
践
併
が
併
け
て
貯
て
政
け
艇

と
た
り
、

械
の麟
か
ら
伊
都
蹴
を
踏
み
即

し
、
さ
て
ば
和
町
村
に
刑
制
や
副
知

"
抑制
を
獄
み
山
町

し

峨
に
山町
て
は骨
り
静ば
し
て

カ
フ
エー
唱
にh
wMし
て
齢
賊
す
る
隙
に
な
り
、

協
に
は脇
山山駅
肢
の
歌
に

七
入
臨
も
館
開
紘

一心
「窪
」
と
一
ざ
す
~
れ
た
紙
一
守政
す
僚
に
なっ
た

の
で
あ
り
ま
す
。

件
の
抑
制
の
日
刊
に
は
慨
嘆
も
知
ら

ず
純
白
間
棋
に
臨
っ
て
説

り
、

F
mm明
、献

を
なし
、
世
げ
俄
れ
て
鵬
へ

ら
れ
、献
の
が
服に山
町
げ
佐
ま
れ
、
特mr制
強

で
一
宮
ひ
成
っ
て
鰍
っ
た

も
の
や、
者
れ
〈の
舵
を
蹄
ん
だ
貯
め
に
概
へ
られ
蹴

叫
ひ
ど
い
酢
に
酔
っ
た

も
の
も
あり
ます
.

刊
仰
の
憾
な
拠
鯨
で
強
務
職

艇
は
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伽
仲
に
対
悌
で
あ
る
か
燃
に
混
乱
広
が
部
即
時
と
椛
じ
ま
す

・

聴
に
併
筑
の
山
市
跡
、
掛
前
み
側

、

脱
船
仰
い
閉
め
盤
戦
時
計
は
や
献
の
齢
恐
を
蹄

ふ
載
が
対
拐
で
す
す
。

ふ
，
よ
ヲ
匁
仕
る

い
び
つ
よ
多

不
一
艮
を
直
す
に
は
愛
が
必
要

世 ー一一

地
問
問
蹴
柳
川
町
か

斡
のめ
町
仁
・
押
慌
の
刊
に
貯
献

し
て
、

総
釦
に
世
ふ
如
科
を

吋
材
、
う
け
て
臥
ら
聴
を
静
み
釦
併
の
鶴
織

の
匙
ら
ざ
る
こ
と
の附且
め
そ
静

び
、

問
符
廿
一
字
情
蹴
一

M山
叫
が
斡
慌
の
あ
る
町
平
安
札
即
時
せ
ず
に
齢
制
雪
山
抑
て
鶴

欝
し
「
時W
M慨
に
し
た
慨
に
、
野
山
ぽ
が
能
艶
の
除
討
を
地
て
一
一
心
に
離
む
な
ら

ば
紗仲
仁
和
魁
な
る
併
帆
と
艇
も
、
鋭
ず
や
聡
部
蹴

載し
旭-
恥wh町
一
例
日
明
と
す

る
曜
か
伊
知
一
伊

る
も
の
と
俄
じ
ま
す
・

件
の
同
協
は
干
を
持
つ
和
い
の
れ

A砂
に、

附
加
に
骨
の
聞
に
卸
鴎
ひ
却

し

た
い
と
椛
じ
ま
す

.

般
の
問
む
の
腿
さ

は
勲
般
で
あ
り
ま
し
て
、
似
て
の
ゆ
ぎ
と

し

貯
け
る
憾
に

酌
織
して
枠
り
ま
す
。
「
悌
砂
の
き
玄
す
磁

の
蹴」
と
部
から
の
鰍
が
あ
り
ま

す
。

出
品
田
被
慌
に
附
出
せ
裁
へ
た
識
で

、

舵
ひ
略
し
た
は
げ
/
、

、
の
仲
械
を
酔

た
併
の
畷
四十五
、

ム
ハ
齢
偽
の
研
一
帥
仰
が
十
七

、

入
齢
ぬ
のM
m崎
宏
世
れ
て
、

、

お
叫
が
友
ゐ

'
u
m
'
a
z
q

訓
'
申
@

を
ろ
/
\
な
が
ら
「
御
齢
ひ
に
参
り
ま
し
た
」
と
均
界
女
流
し
な
が
ら
、

説

ね
て
説
りま
し
た
。

問
削
除
縦
が
関
節
献

な
の
で
耐
齢
す
る
と

、

持
め
艇
な
倣

訴
を
し
ま
した
b

(
MM
?伊
予

区〉~ ~ K よ宇一- (. 

E

窓

店
、

h
v窓

泣
く
に
泣
け
な
い
母
の
悲
し
み

限
抑
制
は
総
崎
山
町

o
o
mに
世
み、
町長
胤
ひ
を
敵
し
て
骨
る
た

み
干と
斡

し
、

抑
制
刊
は
魁
一
と
て
開
制
十
八
総
で
川
抑
制
刊
誌
と
し
て

、

開
峨
のO
O
締
お

叩
械
の
阪
航
h
r鶴
訴
とし
て
路
蹴
村
と
一

rふ
離
で
す
。

即
時一令
官
み
離
し
、

四

ケ
服
部
で
仇
ん
の
即
時
故
は
酎
仰
が
郎
で
干
慌
を
燐
む

/
\
と
-
Tひっ
h
協
に一
一
一

十
一
能
を
一
排
と
し
て
m
r
d
し
ま
し
た
・

献
は
郡
山
町
あ
ま
り
和
世
を
し
た

の

で
誠
九
世
が
鶴
く
府
開
午
前
と
な
り

、

対
く
較
も
山
町
貯
ず
鰍
く
聡
も
山
町

h
rず、
脚

仙
町
仁
蹴
鮮
な

働
時似
・
も
対
Jh

hい
仰
のm
m院
で
はM
W仲
す
る
磁
も
山
町営
'
、
山
ぽJ却
に

容
れ
て
耐
仰
の
山
町

、
を
溜
り
僻

け
ま
し
た
。

山
間
酢
搭
が
い

r飴
艇
で
ゐヴた
の
で
そ

め
撤
放
に
蹴
一
止を
町
四
っ
て
前
て
L
も
も
ふ
離
に
な
り
ま

し
た
。

強
出
山
知
山
由
皆
の
線
放
の
鰍
説
が
現
猷

b
w
J
m
っ
て
山
町
燃
の
鼠
一

b
z弛
酔
り
に

h
rまし
た
。

十
鰍
店
か
の
平
傑
を
停

っ
た
山
泊
予
砂
献
が
J1仰
の
干
砂
防
胤

さ
れ

て
や
か
逝
っ
た
と
一
宇
中
部
か
あ
る
が
鵠
ら
か
に
闘
っ
て
晶子'
匂魁
一
を
島て
、

b
L
P
S

も
溜
る
お
痔
愈
ふ
己
必
〈

6

し
ん
にK
-
e
?
山wa
-
­

こ
れ
が
別
れ
で
あ
る
か
と
舷っ
た
母
殺
は
念
に
心
が
防
く
冷
り
深
刻
な
愛
着

が
む
ら
/
\
と
働
い
て
誌
に
断
つ
き
ました
・

そ
し
て
伴
の
階
か
ら
れ
い
鑓
を

し

て
も
叫ず
前て
る
と
湖
、
似
し
ま

し
た
@

そ
し
て
二
十
八
持
の
う
ら
部

い
対

の
印
刷
艇
で
干
傑
ゃ
ー
蛾
い
た

倣
却
のMb
u仰の
部
し

み
は
鶴
僻
肋
民
で
あ
り
ま
し

た
。
御
山
川
は
干
瞭
際
だ
と
か
除
静
だ
と
鰐
ひ

、

蹴
に
~
伊
け
と
献
め
た
り

、

干

慨
を
ぞ
れ
と
駅
伝
す
る
執
も
あ
り
ま

し
た
.

総
し
山
山
川
引が
蝕μ引
に一
昨
っ
て
も



i止 一一ー

倣
妓
は
似
し
も
取
も
儲
け
ず
に
一
は
や
蹴
に
慨
い
て
蹴
き
ぬ

き
ま
し
た
。

臨
が
m
m酢
対
政
十
二
一
明
九
郎
一
回
の
あ
の
対
位

向ル
の
蹴
に
徴
掠
の
h
rんで

ゐ
た
磁
は
開
山
田
に
路
れ
て
山
九
時

の
仰
向
に
一ば
仰
に
配ま
れ
て
山V僻
ひ
、
倣
援
は

一
一
広
々
の
も
卸
織
と
尉
一
を
酢
針

っ
た
ま
L
静
脈
脱
に
遡
れ
た
も
の
へ
静
脈

融
も
飽
い
と
の
範
で
践
に
川
創
れ
た
が

、

酌
併
が
鮮
の
つ
い
た
鴫
に
は
毅
の
暫

は
刊
剣
勝
け
ち
H
Aれ
、
封
抗
艇
ケ陀
に
対
即
闘
を
お
ひ

、

ほ
ろ
の
僻
紙
を
さ
れ

て
鼠
一
と
対
に
就
航
の

υ
0
舵
昨
脈
の
世
帯
に
な

っ

て
静
ま
し
た
。
鮮
の
つ

、

い
た
ぽ
臓
は町泊予
山
町
献
の
mw粧
を
静
い
て
欝
ん
ど
の
も
併
刷
出
は
ゐ
り
ま
せ

f/.::J 

b
rの
併
、
般
の
却
は
ニ
ム
ハ
即
村
一
昨
る
に
時
た
っ
て
は
瞭

・

m
Hる
に
は
獄

の
殿
町
と
な
っ
て
説
し
、

b
rの瞥U
Uは
な
み
が
艇
で
は

あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
部
諒
す
れ
ば
す
る
酪
公
踏
と
干
傑
と

の
慨
仰
向
は
鰍
れ
て
来
る
も
の
で

、

臨
れ
ぽ
隣
る
関
紙
嫌
に
な
る
の
は
干
に
献
す

る
献
の
邸
機
で
せ
1

あ
の
対

島
泌
を
概
ひ
m
m・
へ
て
脅
か
宇
b
bい
て
悌
磁
し
て
酔

た
限
搬
は
敵
ほ
と
な
〈

貯
う
け
ら
れ
た
が

、

干
傑b
1山
甘
い
た
知
鱗

の
蹴
は一科
斡
に
し
て
一
れ
パ
も
船
協

す
騒
が
山
u
h
r
ま
せ
ん
で
し
た。
「
却
は
脱
し
さ
れ
ど
献
は
臨
し

」
と
皆
ふ
読
駐

が
ゆ
め
る
が、
殿
にM
M一
の
献
の
雌
ぎ
を
一

rふ
の
で
せ
う
。

総
し
ル
町
の
献
の
腿
り
冷
き
母
、
一
放
な
ら
ぬ
昏

脱却
は
都
に
対
踏
に
除
し

、

郷
僻
な
尉-
M
m
哨
に
は
似
し
も
蹴
じ
ら
れ
ず

、

鶴
間
開
脱
線
強
は
献
っ
て

M
m
}

そ
・
恥
一
階
に
儲
け

、

問
山
特
艶
時
よ
り
和
即
時

ω
炉
鋭が
山
町
た玖で
、

慨・貯
か
問
機

島
知
の
践
の
献
で
即
き
鵬
し
ま
し
た
。
議
長
飾
れ
ず
空
襲
に

父f!l: 事転く 11 ) 

抑
制
脈
し
ま

し

た
。
限
織
は
踏
磁
せ
ん
ば
か
り
に
訴
し
み
ま

し
た
・

そ
し
て
ば

の
叩
眺
め
で
ポ
閥
幹
践
に
も
構
蹴
じ
、
戦
総
艶
に
も
蹴
ひ
山
町
ま

し
た
・

そ
の
隊

に
・
恥
…
貼
附
昨
は
以
内
戦

の
紛
廊
が
畑
山
い
酎
搬
一
仰
と
貯
て

、

ボ
ひ
ら
に
鍛
ひ
山
町

し
に
来
る
慨
に
な
り
ま
し
た
。
協
に
は
般
の
踏

U
Wや
剛
山
の
も
卸
総
滋
も
静
ち
即

し
て
ね
践
す&
に
な
り、

惑
は
M
m
m
含
す
る
ま
で
に
な
り
ま
し
た
。
ぽ

即
時
は
た
ま
り
和
ね

、

協
に
伊
佐
の
叫
問
機

に
翫
峨
肱
を
範
ね
て
ね
市
た
騒

が
わ
が

り
ま
し
た
。
和
伊慨そ
除
い
た
税
は
伴
の
餅
い
出
品
臓
に
蛇

し
て
蹴
臨
の
附
慨
を

悶
て
例
制
誠
一
の
炉
の
が
そ
刊
日

山州
け
ま
し
た
。

知
山
町
脱
獄
僻
と
宇
中
山
W繊
の
村
に
訟
の
協
な
骨
が
あ
り
ま
す
。
「
市
町
の
秘
め

て
瞥
み
し
協
は
献
の
艇
部
の
如
く
冷
り

し
に
、

干
を
郵
ふ
こ
と
齢
制
と
な
ら

ば
犠
放
ち
際
手
。
子
艇
を
恥

の
お略
、

料
の
嬬
き
諜
の
砕
に
聴
け
る
憾

に
干
を
酷
し
、
蹴
ほ
へ
る
臨
に
回
れ
附
す
。
干
は
改
の
ぼ
る
に
陪

し

、
搬
は

お
〈
の
拾
に
隙
す
と
も
、
宇
山
出
ら
制
ひ
蹴
ぎ
て

、

貼
艇
を
陵
中
磁
な
し

・

能
併

を
瓜
に
猷
み
て
は
お
な
非

の
干
にm
mは
さ
ん
に
、
部
き
搬
は
間
ら
即
剖
み

、

協

き
慨
は
山
町
き
て
賊
ふ
。

h
rし
干
蹴
く
伊
く
あ
ら
ば
鰍
り
て
非
の
間
島
る
ま
で

は
昨
っ
た
り
つ
、

た
れ
が
牒
ひ
、
骨
て
も
さ
め
て
も
お
そ
部
ふ
。
協
が
獄
あ

る
慨
は
干
の
蜘
げ
に

m
wり
ん
と
ぞ
鋭
ひ
、

国
れ
が
泣
す
し
仰
向
は
干
の
・
知
を
醗

ら
ん
と
ぞ
蹴
ふ
。
出
引
M.

」
と
。

、

1

・
3

一
一
』
事
と

ま
M
-

ま
e
s

出w
H掛
な
い
、

.

世
も
冷
い
官
舶
を申
し
上
げ
ま
し
た
が、

い
き
L

か
な
り
と

も
怖
の
鈴
伊
に
献
げ

、

川
出
て
伽
仲
裁
判
仇
に
艶
し
得
た
と

し

た
ら
慨
に
斡
説
・
と
椛

じ
ま
す
。
・
ハ
筆
者
品
以
来
来
春
剣
厨
少
年
保
時
間
司'
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館
山
店
、
織
か
一
般
般
の
蹴
を
院
は
鱗

し
み
に
し

て
剤

慰
し
て
ゐ
る
が
、

そ
の
村
に
脱
僻
鰍
世
の
お
艇
が
酔

だ

L
r
hに
の
し
盈

立
っ
て
優
れ
て
ゐ
る
の
か
ー
い
っ
か
ら
か
党
総
す
る

や
う
に
な
っ
た
。

斡
日
む
よ
り
概
航
バ
却
に
も
融
問
舵
肢
に

ほ
ん
弘
明
うや
号
、
耳
ち
%
ラ
誕

も
-
一
段
昂
揚し
た
袋
地
に
在
る
と
こ
ろ
か
ら
生
れ
た

臨
が、
齢
酌
や
悦
訟
の
仰
い
も
の
で
な

い
こ
と
は
時

記
ん

e

ら
う

p
k
U

ゆ
す

然
で
あ
る
が、

な
か
に
は
朗
k
翁
し
て
捨
て
が
た
い

←ほ
ど
m
m蹄
の
時
く
か
の
総
い
も
の
が
あ
る

。

縦
はそ

, 

u
a
-
-
-
-
-
u
-
a
a
-
-
-
-
n
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・銅
剣
副
m
wM町
田
・・
・
・
・
・
・
・
"
・
d嶋
崎
飼
.

.

.

.

.

.

.

.

.

.
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Z玉

野

室
ロ

れ
恥
ず
の
閉
山
宏
一
踏
め

て
野た
い
と
戯
っ
て
ゐ
た
が
、

信

鴎
は
か
ら
ず
も
蹴
耕
慨
蝦
併
の
離
を
波
ら

れ
て

一一
一
低

し
、

部
に
畿
を
と
っ
て
即
時
け
脈
融
そ
龍
み
て
み
る
俸

に
な
っ
た
・

十
郎一生
伊
、
ラ
ヂ
オ
と
供
糾
列
市
は
、
そ

の
献前

回
伊
に
四
川
儲
対
刊
し
や
帯
情
械
を
わ
が
総
統
的
船
出
敵

陣
か
ね
町
肱
し
て

、

縦
一一
一十
一
勝ー
を監
す
に
あ
げ
、

践
に
麟一冊
用
機
へ
熊
眼
し
て
間
際
艇
搬
や
}
儲
械
し
て

叫
が
げ
た
加
担
問
総
蹴
ぶ
り
そ
腕
っ
て
踏
蹴
し

、

聴
に

そ
の
腕
瓢
に
獣
し
て
、

獄
筑
知
町
殴
と
蹴
戟
載

M
W
W
亦

同
時
の
h
rを
助
て
融
制
臨
の
獄
せ
ら
れ
た

こ
と
を
縦へ
て

ゐ
る
・

こ
の
際
底的
恥
磁
の
炉

­

慌
時が
、
ん
世
醗
に
齢
に

一

や
さ
し
い
郎
副
山
崎
で

あ

し

る
こ
と
を
知
る
も
の
は

抗
日
現
俄
の
甑
艇
な

ち
ゐ

砂
E

地
佼
に
あ
る
た
だ
か

ら
、
利
鈍
は
し
ば
ら
く

時
四
〈
が
、
砂
慨
を
服
蹴

と
踏
し
、
持
を
開
削
し
拠
を

m
mる
こ
と
で
、
山
町
と
は
瞬

静
の
慨
械
で
あ
る
-
m蹴
耕隊
即
時
は
、
四
位
臨
緋
邸

既
に
際
し
即
時
に
一
つ
の
齢
酔
を

m
mへて
ゐ
る
。
そ
れ

-
匂
き

に

は
同
町

、

制
十
一
府
四
伊
の
即
時
静
掛
艇
に
、

m
v
w
な
自
問

を
接
げ
た
蹴
位
都
住
殿
即
日
的
般
の
叩
品
購
を
靴

M
Mんが

た
め
、

帥
山
一
昨

h
r
d
M
の
渡
っ
た
恐
動
乱

γ協
和
.
民
邸
か

ら
蹴
勤し
て
、
ね
ん
ご

ろ
に
併
諜
し
た
こ
と
で
あ

る
。
こ

の
難し
い
殺
慨
は
蹴し
い
臨
ひの
砂
に
あ
っ

て
、

ど
の
悦
山
川
の

MUを
酢
か
せ
たこと
で
あ
ら
う

か
。

献
耕
慨
腿
の
艇
は
こ

の
伊
に
恨
ら
れ
、
郡山五
伊

帯
情
蹴
で
隊
惜
に
按
ら
れ

た
も
の
で
あ
る
。

一
ニ
十
部

修
者
ヤ
，
、
し

あ
ま
り
の
も
の
で

、
い
づ
れ
も
佳
作
で
あ
る
が
、
紙

ふ
l
l

久

代
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表吉

都

事
曾

S
3
e
い

b
s
b

か
わ
か
も
@
き
づ
に

'
M
b

秋
の
朝
成
都
に
向
ふ
若
者
に
授
け
し
任
務

か
た難
く
も
あ
る
か
な

E堅

雌
駅
地V慨
は
動
離
に
隊
し
て

、
野
捕
し
て
民
蹴
飴

の
瓢品川
を
野
け
旬
、

い
づ
れ
も
山
町
艶
を
砕
す
る

も
の

な
〈
、

時
慰
を
帯
鶴
し
が
た
い
か
ら

、

d
h
pの
船
長

の
教
す
艦
と
艇
は
、
鮮
訟
の
蹴
を
館
ん
で
、
即
断
念
つ

〈
や
う
に
栂
磁
さ
れ
る
も
の
だ
と

叫
附
い
て
ゐ
る

・
そ

し
て
路
け
る
僻
併
は
、
い
つ
も
栴
慨
に

廠
臓
な
も
の

ば
か
り
で
あ
る
。

J民臨
は
部
舗
を
h
rしみ
い
た
は
り

つ
L
-
t
p
」
の
敵
献
な
が
使
夫
厳
艇
の
貯
め
に
路

ゐ

ナ
ペ
し
巳
刷
物

珍
フ

け
ず
に
は
居
ら
れ
な
い
。
全
て
の
私
備
を
波
し
、
た

だ
d
eに
斡
ず
る
対
紙
一
献
の
み
が
、
野
く
る
料
、
臨

け
る
都
に
徽
即
僻
し
て
ゐ
る
の
だ
あ
る
・

i議行の一一敬( 1'9 ) 

, 

字じ山Z
tc }JI! 
飛どの
ぶ迂う

快~ íî余よ
2 曲F
さ折さ

に
か
カ注

は
ら
す事
民主

文E

, 

服
?
に
は
即
協
和

'出
の
対
い
な
る
榔
れ
が
駈
蹴
と
し

て
つ
づ
ミ
郡
鹿
た
る
四
川
の
叫
が
は
で
も
な
〈
滋

っ
て
ゐ
LVe
山
町
民
的
V隊
な
ら
そ
れ
を
睦
ゆ
る
だ
け
で

え
う
い

ら
Jっ
く
し
か

-
z
a
-
'
a

も

容
易
沿
傍
若
で
は
な
い
。
併
し
線
上
に
あ
る
身

は
、
そ
れ
ら
の
山
市
献
に
か

L
は
ら
ず
除
一
対
ゃ
に
間

雌
ゆ
へ
静
び
酔
え
て
伊

〈
と
と
が
山
町
貯
る

。

一
一
一
郎
も
鰍
駅
の
阪
も
艇
伝
ら
デ
わ
が
縦
隊

は
目
白
ょ
.

，
ぞ
伊
〈

棋
判
明
な
一
一
娠
の
邸
付
刊
さ
な
陣
織
な
ど
は
概
寧

c

れ
て
し
ま
ふ
と
-
Yふ
磁
税
制
部
が
蹴
し
く
て
、
殿
献
は

四
町
内
相
械
の
邸
字
削
間
百

m
mが
向
山
煎
で
、
艇
を
民
総
に

あ
い
告
匁
し
た
鷹

aヲ

ひ
『き
上
げ
る
と
云
ふ
所
も
、

は
る

か
下
の
ガ
に
パ
ノ

径
が
へ

ん
た

h

従
事
，
、
乏

ら

ラ
マ
の
や
ヨ
に
眺
め
て
、
わ
が
編
隊
は
堂
k
と
安
か

ら
回
開
館
に
魁
訴
す
る
と
一
ず
ふ
の
で
あ
る

。

て
ι
L
ん

こ
む
普
い
す

な
か
ぞ
む
吾

、u

お

天
心
は
紺
申
一
刊
に
澄
み
中
控
除
絡
に
持
せ
て

そ
の
刊
は
畳
間

ゐ?こ
る秋霊歌2
. ι) (/) 
鏑普通言
のり
上告 ;で
2民設雲
の問竺
笑?を
し嬰号
さし
がな
息苦い
ひと
や息苦
らふ
れが
る， 、

の晴憾
でれ

見み中ま

ゆ 2さZ
街主 tて
の ?と
家ただ
見みよ

ゆふ
雲t
の

隙喜
間ま

よ
わJ 
萄与

， の

は1;

笥n、s
の J 間ま機盆
山'; iJミ It
.らめ

鈎与 下主ざ
のそす
家史 観号凶
k( .$.. Jl I~ 
主 ζ 省若
lll.> 1;:' 

るま入E
. さつ

し fこ
く
見己主2A
ゅの
る聞と

もざ
々し
はた

闘主主号を
大ぷの
に !山主
し ] 事
てき

ま
で・

も
耕雲
せ
担
大合
人E
知L

ら
す写

こ
の
蹴
に
は
践
が
み
的
る
。
ハ
や
慌
時
離
て
斡
特
陳
猷

s
*

に
島
み
と
く

り

を
食
づ
守

切

の
山
の
叫
相
さ
れ
た
る
を
見て
闘
力
の
貧
し

き
ゃ
唆
ふ

い
し

か

'
こ
う

い
あ
ふ
句
髭
ヘ

ヒ
お
ん
く
偲

と
云
ふ
〉
併
し
李
鴻
掌
よ、

お
前
砕
い
自
分
の
闘
が
そ

白
崎
也

ρ

ま
ニ
凶

a
a
以

栓
，
、
.
訴
も

ん
な
に
民
対
な
の
を
誇
っ
た
が
、
今
回
見
る
四
川
省

の

M
M叫
が
同
時
ま
で
山
糊
さ
れ

て
ゐ
る
の
を
知
ら
な
か
っ

一

た
の
か
。
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突与雲i!
如f の i

B 火ひ去E1
1 を来t i

ふす i
く る.

爆?天z
i 撃1 地句

成一一

ら雲t
れ の
征伸 峰主
け湧む

ぽ き
杢モ立k
路古つ
も ー さ

築2 ま
し の

を
j� 

o し
き
に
提守

都

部
都
た
る
山
山
織
を
柱
、
え
る
の
で
あ
る
か
ら

、

開
酢

も
餅
叫
即
時
く
勝
る

も
の
で
あ
る
ら
し
い
.
献さ
に
智

く
銀
特
で
は
あ
る
が

、

髭
昨
れ
て
日
間
裂
が
あ
ち
こ

ち

に
も
く
も
く
と
餅
きr
っ
て
ゐ
る
日刊を
常
ゅのは
→

宇
た
のし
い
が静
が
す
る
と
一
昨っ
て
、
除
問
山
間
μ引
の

と
こ
ろ
を
品
川
し
た
悦
酷
い
縦
で
あ
る

.

爆理主行の一ー歌

悲主わ
し カZ

そ苦ド
の下か

上之 の
を 一
行ゆ機き

くと
の
智士

る

自己

爆空
せ
し
梁寺
山Z

慌鰐
の山Z 本2
tJ!i後で五問
を白捻 玄
再守燥t 月喜
びし三
菊iU':こ 十
Tこ . 日正
にオピ2 わ
し日':i :6; 
悲沙そ音f戸
痛2 の下か
に畏まは
堪定上え今E
へ唱さ限工
な泡I~ -pｭ
い 治主に
。 k 早&

え
哀去る

ナ 白ぜ
べ雲Z
もに
あ張警
ら力主
んあ
とら
ぞば
思Z そ
ふの

J二え
に
渡担

と
る
l~ 

だて
も 、 見み

のふ渡主
でと す
あ雲品限寄
るのり
. 上主み
にた
嘗司 ê'

1二り
Z わ
して た
とる
思車 窓色
ふの

心Z 海2
をを
詠よllJ~
んめ

n円、 た

み戦5
傘2 の
物2 場E
とと
れは

見与

え
ず守

萄き
の
歓喜
雲t
と
l1rr 
と

こ
れ
が
陣
僻
砕
の
挺
山
町
胤
域
で
あ
ら

う
か
。
時

ーは

対
か
の
動
け
さ
に
そ
び
え

、

民
は
し
づ
か
に
諜
必
し

て
、

加
閣
の
械
の
疋
静の
安
し
さ
限
り
な
し
、

慨
し
和

が
縦
隊
は
や
が
て
駅
蹴
の
厳
に
鋭
る
の
で
あ
ろ
。

て 零E
つ十
く 度ど
燥守越こ
懇Z え
の し
とと
きお

l宏、

し
機e

中宮
皆主
既3
I亡
はし

い
ざ
牒
鴎
に
脱
ら
う
と
し
て

、

戦
術
を
す
る
瞬

、

時
く
裁
は
』
静
併
を
し
て
貯
た
の
で

、

一
知
蹴
は
鴇
?
十

ピ

ミ
金
ち

h
y

伐
と
と

抵

僚
を
も
越
え
た
ら
し
い
。

蝿
問
中
の
もの
は
殆
ん
ど
凍

り
つ
い
て
し
ま
っ
て

、

腕
一
誌
の
船
出
世
白

も
J1
U川で
あ

‘, 
'.> . 

お
り
そ
い
で
だ
き
穂
美
も
あり
参

一

を
眺
め
即
断
艇
に
い
か
る

一

〈
抑
制
の
伊
つ
酔
い
ん
は
一
位
酷
蹴
の
た
琉
ひ
な
る
ぞ
叫

一

し
て
伊け
)
と
聡
っ
た
お
告
も
あ
る
偽
で
、
わ
が
船

一

応
の
一
議
一
に
閉
め

v午
、
-
鶴
の
僻
一
町
と
卦
へ
ど
も

、

一

む
と
し
〈

は
せ
ぬ
.

お
し
い
た
だ
か
ん
ば
か
り
厚
紙一

蹴
な
は
悌
ち
で
賊
ひ
て
ゐ
る
の
で
あ
る

。

砂
丘
か
ら一

般
創
出
す
る
階
も
腕
お
は

、

む
だ
艇
を
観
酔
に
抑
制
れ
つ

一

つ
し
み
、

ζ
の
阪
に
あ
る
や
う
に

、

ど
う
ぞ
m
m師
側

←

に
併
特
さ
せ
て
子
c
い
と
一
酔
脱
臼
こ
め
て
か
ら
、
鶴

一

し
ゃ

べ
加

レ
、
、
、
、
、
、
、

­

射
す
る
兵
士
も
あ
る

の
で
あ
る
。
お
守
り
を
い
た
だ

一

山
口
伊
川

u
pい
川町引
を
鰐
桜
紙
に
慨
し

て
は
やザな

一

ぃ
。
恥慨に
機
桜
山
町
な
品
目
酔
を
も
っ
て

、
店酔
の
班一

れ
る
船り
を
つ
て
し
て
、

践
に
北
九
献
の
加
診
を
航
る

一

凶
宅
金
品th
h

h

一

務
誠
の
あ
ら
は
れ
と
解
す
べ
き
で
あ
る
.

一

ち
じ

、
，d
弓

し
ゃ
令

ん
と
う
き

は
な
ま
せ
い
と

一

地
上
掃
射
わ
が
戦
闘
機
花
を
倣
き
成
都
の
一

そ
ら

主
亙

­

{全
を
美
し
く
す
る

一



山
市
民
す
れ
す

れ
に
ま
で
庇
鎖
骨
精
を
聡
惜
し
て、

酔
蹄
鱗
航
船
を
し
て
、

艇
の
は
識
を
鰯
か
ら

し
め
て

ゐ
る
の
は、
わ
が
蹴
醗
酔
砂
隊
で
あ
る
。
そ
の
除
館

の
h
kが
栂
の
や
う
に
和
え
て

、

出
町
静
の
滋
を
照

し
く

館
ど
っ
て
ゐ
る

。

成 一一

全主英ま!
機雪震と i
d諦E に 1

1 還b散: i
i の吋華町 l

i 歓i し
i ぴて

都t暴

M
z
V
封
印
竹
対
照
の
と
と
れ
件
酵
を
判
明
ぽ

ん
と

h
H

苦
心
ザ

て
我
れ
も

散
華
す

霊長行の

M
T
m
v

説
明
掛
川
用
は

、

限
秒
十
四
明
十
)
白
川
四
伊
の

こ
と
で
、

院
と
椛
こ
そ
か
は
れ

、

脅
さ
し
く
四
伊
は

献
俄
説
副
知
山
町
併
燃
が

、

成
叫
昨
刊
N
R
h
γ
静
情
械
に
蹴
て

酢
慨
し
た
制
民
で
あ
る

.

こ
の
併
問
に
は

と

税
駒
山
U蹴

の
品
目
鮮
を助
て、
砂
隊
を
ひ
き
ゐ
て

、

出
動V
蹴
筒

、し
た
が
、.

即
時
に殿即
併
鰍
の
掠
艇
を
臨
め
ん
た
め

、

鋲
特
よ
り
潜
の
叩
仰
を
勝
蹴
に
付

へ
て
一
時
で
船
い
た

と
一
昨
ふ
の
で
あ
る

@

一一 級( 16 ) 

k
e
・

包
置
く
た

A
Wヘ
a
p
u
b

を
が

わ
が
お
は
ζ

と
に
白
保
ナ
丸
m
m寺
僻
し

拝

さ
ん
げ

み
つ
ゆ
散華
す
る
か
な

m
m鱗
の
高
い
お
慨
に
獄
れ
た
舘
山
引
で
あ
る

.

山
仰
げ

脈
融
を
践
し
な
い

、

船
臥
と
摩川
制
し
て
い
た
必
き
た

と
の
襲
安
の
必
の
率
と
てrk

も
し
れ
レ

持
た
せ
て
お
と
せ
し
司
令
官

M
T山町瞭
昨
折
紙
野
抵
の
た
め
蹴
耕
民
裂
か
ら
伽
附
い

た
紙
曹
は
酢
併
の
邸

ひ
つ
ぎ
で
は
な
い。

儲
鮮
に
あ

る
か
地
の
無
法
山
叫
が
併
識
に
と
鶴
山
町
し
た
も
の
を

、

慌
に
鴎
い
時
併
飴
の
は
か

ら
ひ
で
、

酢
併に
さ
う
し

て
弥
れ
と
渡
っ
て
拠
た

も
の
で
あ
る
。

h
rび
山
仙
の
悦

持
ち
と、
静
却
下
殴
の
臨
時
と

、

山似
脱が
山
町
の
恐
慌
と

が
こ
の
ニ
闘
に
は
踏
れ
て
ゐ
る
.

ま
く
う

し
ど
ほ
り
，
、
。

E

ぷ
う
申
ぜ
い

ぞ
ろ

百
室
の
慌
の
上
を
眠
風
に
梁
り
勢
揃ひ
し

か
へ

て
師
る
う
れ
し
さ

〈
廓
路
はい
、つ
も
順
風
全
機
師
還
す
)

企
明d
u慨
は
ね
炉
悦

h仙
一
刀
蹴
掘
を
牒
め
て

、

し
か
も

わ
が
戎一
砕
の脚
け
た
る
も
の
も
な

く
、

M
4叫
昨
←
僻

m
v

酢
m
rにつ
い
た
。

防
さ
へ
鵬
郎
で
践
に
え
宇
に

W
あ
げ
た
徹
酔
の
酔

裁
で
あ
る
。

こ
の
山H拡
慌
の
蹴
鵬
仙
官
隊
問
じ

く
um
m仙
ぽ
ザ
批

W眠、
V
H儒
桃
山叫隔rd川
判
明
に
齢
船
伊
離
を
批

明

っ、
野
自
炉
一
勧
縦
断
の
嶋
、

M
h
v
春
き

一新
に
禦

側
主え
そ
O
悦
わ
が
市
て
し
舛
特
舵
剣
山

?e

u
ヲ
た
れ
ば
、

の大と
駒室陸，!
との
光Eλ官
り日F
何J 照て

~1.. ~ 
ぞ映惟

ゆ
汝な

カZ
樹監

て

し
砂
ふ

間山
棋
の
鰐
を
酔
む
と

、

M
m識
が
郁
て
た
川
抑
制
帥
肺
訴

炉
内
の
町
山
村
部
殴
の
対
阪
府
艇
の
僻
瓢
を

、

和
慨
に
麗

ば
れ
、
わ
が
こ
と
の
や
う
に
臨
脚
か
せ
て
静
ら
れ
る

梯
慨
が僻
ば
れ
る
。

か
か
る
臨
し
く
も
船
い
鱗
慨
に

開
くま
れ
て
、

わ
が
獄
蹴航
郡
山
勘
の
犯
り
は
儲
川
部

僻
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
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食?

倫;

の

h
rmNの
脱税
は
、

時
制MUU
Mの
酪
川
町
の
戎
聞
で

、

持
し
い
賠
訴、
場

へ
放、
離し
本
つ
ま
り
併
ま
で
の
と
は
潜
っ

た
縦
断
を川
町駅と
す
る

や
う
に
な
る
・

隅
伊
の制m
Eを
骨
て
与
野
町
へ
の
船山町一を
館
滋
す
る
の

で
あ
る
@
倣附砲と
て
も
や-き
て
ゐ
る
M
蹴
の
判酷
で
あ
る
か
ら
、
臨即
以
も

す
れ
ば
蹴
殿
も
する、
そ
れ
に
-
同
和
酔
時前は
な
い
.
告
は吟
偉
その

時
で、
針
路百
般
に
つ
いr
て
の
税
~
放
が
践
航

さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
即
酔

に
珠
っ
て
ゐ
る
・

偽
し間
口
航
さ
れ
て
み
れ
ば
、

苅
放
は
か
う
・た
る
の
が
齢
り
献
で
あ
っ

た
と
税
へ
ら
れ
る
も
の
と
か
、

か
う
な
れ
ば
よ
い
と
隣
って
ゐ
て
も
、

蝕
引
な
附
猷
や
併
秒
や
拠
能
の
た
め
に

、

な
か
な
か

慨
躍
さ
れ
なかっ

た
の
が
、

慨
服
さ
れ
る
や
号
に
な
っ
た
も
の
と
か
で
、

加
蹴
械
に
慨し

い
と
い
ふ
も
の
も
た
い
ゃ
う
で
あ
る
。

間
協
とい
ふ
も
の
は
、

一
駒山脇

あ
ん
い

を
と

ち
が
a
w

〈
法

か
w
a

げ
た
り
安
易
に
L
た
り
す
る
と
、

外
か
ら

力
が
加
は
る
の
で
な
い
限
り
、

駅
び
そ
れを怠
へ
設
へすこ
と
は
鱗
砂でな
い
。
館
四
郎
川
駅
民
な

も
の
ま

理j

佐

藤

賢

!眠

で
が
、
臨
蹴
とか制
鰍
と
か
に
な
っ
て
、

錦
く
は
障
の
命
中
献
が
M
Mはれ

て
、

山市
慨
に舵Lしし
て
こ
び
句
つ
い
て
〈
る
@

そ
の
恐併で
の
脚
部
仰
…

的
酬
が
、

関
際
さ
れ
る
や
'
Z
Lな
っ
た
の
主
的
る
。

也
つ

mm
お

o
b

a
'
Mし
つ
亡
L
Z

L
ら

で
あ
る
か
ら
、

貸
は
新
し
い
と

い
ふ
よ
り

は
、

寧
ろ
ポ
閥抗的
な
、

俣

の
山
口脇へ
意
った
と
い三
万
が
一時溢
憾
で、
開
持
続
齢
制
の
他
山
町
も

hr況
に
き
う
い
ふ
蹴
枇
艇
な

、

叫駒山
船艇で
き
へ
あ
る
関
陣
在
仲
つ
て

ゐ

込
岬
仲
旨

惇
均

セ
・
2

2
し

t

h

革
A

出ワ

る
・

議
街
へ
の
自
動車
の
立
入
り
禁
止
と

か
、
.

五
回
以
上
の
業

磁
の
一幡
町

し

.

n
aヲ
之
ん
ひ

と
ι
1

し

ん
や
M

k

h
m

止
と
か
そ
、

農
村
の
I
A-K
が
新
聞
で
讃
ん
だ
ら
、

今
ご
ろ
こ
ん
な
こ
と

お
を
ふ
し

M
E

--
も
ち

い
だ

が
問
砲
に
な
っ
て
ゐ
る
の

か
と
、

恐
ら
く

不
思
識
な
気
持
を
抱
く

の
で

は
な
い
か
と
郡
山。

抗
出の
日出郡
山
肌
町
出
の
も

G

一
つ
の
慨
陣
は

、

伊
併
に
側
聞
か
雌
で
あ
る

h
a《
也

信
い
ま
ヘ

ー

か
ヲ

泣
い
，、
q
，、
出
子
、
こ

ζ?

と

い
ふ
こ
と
だ
。

わ
れ
/
\
の
幾
世
代
前
か
の
曾
て
の
性
活
蹴
が
復
興

せ
い
し
'
M1

6

建
い
，
、9
・
日
，

、
h
ζ

さ
か

の
ぼ

さ

れ
て
ゐ
る
と
い
ふ
こ
と

だ
。

勝
紳
的
hu
v生
活
削
慨は
、

過
去
に
遡

っ

て
敷
川
町
時
献
か
ら

の
鉱
山
叫
が
掛
ん
だ
践
に

、

対
艇
が正毅
め
和
紙
を
救
め
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し
て
二
関
の
税
へ
放
が
な
さ
れ
て
ゐ
る
。
一
つ
は
械
な
踏
ん
じ
て
ほ
を

鷲
ん
ず
る
裁
へ
放
で

、

店
開
は
蹴
ビ
よ
っ
て
担
却
さ
れ
な
い
と
い
ふ
即

鰐
で
あ
る
。
安
ぺ
倣
に
つ
い
て
も
、
髄
り
こ
れ
に
協
は
れ
る
こ
と
は

一

勧
の
砕
麟
主
抑
制
へ
る
こ
と
が
針
く

、

艇
が
釘
い
て
も
科
鮮
な
換
を

し
て

ぜ
切
だ
よ
ぷ
し

〈

t
b

h
」
と
そ
隅
撲
に
も
出
さ
な
い
の
が
良
い
と
さ
れ
た
φ

「
武
士
は
食
は
ね
ど
商

館
予
」
で
あ
る
。
「
漉
よ
り
峨
?
と
い
ふ
併
説
も
あ
る
が

、

椴
っ
て
そ

れ
ば
訟
に、砲
丸
比
づ
る
隣
府
な
脇
町
附
を
『
可
ロ
ひ
捌
加
は
し
て
ゐ
る
砂
儲
の

戒
が
鋭
い
。

も
一
つ
の
税
へ
加
は

、

槻
そ
蹴
に
倣
と
恥
字
、
こ
れ
に
は
令
出
版

し

て
船
る
動
放
で
、
仰
向
よ
り
も
ぽ
を
説
ん
ず
る
概
航
劫
訴
が

、
こ
の
や
う
な

岱
協
慨
を
戦
〈
の
で
あ
る
が

、

仰
向
は
牒
み
と
し
て

、

た
ど
の
J
1
h
k

の
店

ゆJ
Mの、
炉
艇
の
ぽ
の
お
協
や

、

識
は
も
っ
と
鴎
い
骨
県
で
の

、

島
燃

と
か

一社
静
と
か
の
お
蹄
に
よ
っ
て
賊
へ
ら
れ
た
帥
駒
郡
と
し
て
鴎
く
の
で

、
、

め
う

り
ご
と
苦
し

6

・
旦
宏

あ
る
。
そ
れ
は
お
影
と
か
冥
利
と
か
い
ふ
言
演
が
示
し
て
ゐ
る
巡
り
、

お

aT

m仰
や-蹴
な
る
械
と
野
る
の
で
な
〈

、

或
る
や
き
た
も
の
L
般
か
酢
に
島

山
日
し
ゅ
ぜ
い
仰
し
ん
己
主
店
陪

え
ぬ
力
と
し

て
環
き、

一
留
の
精
神
的
な
醐
き
と
し

て
受
け
る
の
で
あ

る
。
安
ベ
械
と
て
も

4
N
2
の
携
で
限
っ
た
も
の
は
一
つ
も
な
い

、

い
づ
れ
も
北
川
和
島
問
の
一
蹴
の
蹴
縦
に
よ
っ
て
綿
ば
れ
た
蹴
で

、

船
山
仰

で
あ
り
戚
仰
山
で
あ
る
。
醗
幣
の
慨
傑
雌
な
島
仰
向
鵬

、

側
肌
同
蹴
が

、

岳
山
胤

E

比
ん
げ
ん
か
ら
ふ
え

品

H
ら
く
り
よ

弓

仇
♀
、
き

を
粧
股
し
こ
れ
を
人
間
の
幸
福
や
快
祭
の
た
め
に
利
用
す
る
の
を
目
的

だ
い
凶
ま
ま
あ

H
U

M
mま
川

J
b
く

と
し
て
ゐ
る
の
に
翻
し

て
ハ
と
れ
も
々
の
場
合
、

六
さ
つ
ば
な
比
較
を

-、

環惣1::;i耳宮宝柑:f.;;:~;~~~ 、

る
よ
り
般
に
傑
し
放
が
な
い
た
め
に

、

択
肢の
航
中
町
一
郎
部
は
献
が
ら
飯

・一
一
u
M叫
な
慨
慨
を
州
市
び
て
く
る
の
で
あ
る
。

u
i

t

!

"

!

;

;
i
f
pt
h
 

こ
れ
ら
の
事
情
か
ら
、

釈
し

い
働
理
は
抑
制
砕
に
務
総
闘
な
出
榔
を
持

た
ね
ば
な
ら
ぬ
が
、

そ
し
て
そ
の
品
目
勝
で
結
都
雌
で
き
へ
あ
る
と
も

争

』
-
z
z

お
も

は
れ
る
の
で
あ
る
が
、

禁
慾
附
と
思
は
れ
る
の
もJ従
腐
の
生
活
臓
が

鍛
り
に
斡
熊
楠
既
雌
で
あ
っ
た
慨
訴
か
ら

、

鵬
〈
は
併
に
臨
へ
る
し
」
い

ふ
ま
で
L
、

甑
慌
の
即
肘
が
郷
郵

し

て
時
開
眼
さ
れ
た
封
協
に
酔
れ
て

し

ま
へ
ば、

そ
れ
が
齢
縦
で
あ
る
こ
と
に
鮮

伊
〈
で
あ
ら
う
し
、

臨
時
そ

あ
官
隊

'M
ヒ
ハ
し
ゅ
r
o
b
u

と
く

の
ガ
が
よ
か
っ
た
こ
と
を
旅は
ふ
の
で
あ
ら
う
。
全
世
中
出
義
倫
理
の
特

蝕
は、
骨
川
の
鍛
舗
の
桜
島
な
る
牒
慨
を
紫
腿

し

酌
節し
て
、

対
聞
の

憾
鍛
をm剛
院
と
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、

そ
の
品
店
h
wで
骨
川
に
と
っ
て
は

蹴
読
な
紫
節
目
U協
b長
持
す
る
げ
も
館
山
川
な
の
で
ゆ
め
る
。

~.;.料品晶持議官点構内榔き必蛤:時æ.zw間協ゐ~.，;;.Htお主主

か
う
い
ふ
こ
と
は
獄
践
の
前
ポ
慨
に
酪
っ
て

骨
へ
る
こ
と
で
あ
る
が

こ
L

で
は
獄
協
の
将
で
も
駿
も
静
砕
雌
な
転
憾
で
あ
る
ん
配
ふ
こ
と
の
制

"

主
に
私
っ
き

E

ん
せ

T

母
品

ω

か
に
り
ゐ
り

母
、

食
物
党
中
心
と
し

て
の
生
活
問
た
け
そ
諮
ら
う。
こ
L

で
倫
理
な

ど
L
い
ふ
一一部勲
を
偲ρば
苅
叫
が
斡
に
限
え
る
け
れ
ど
も

、

会
ふ
こ
と
は

そ
れ
だ
け
が
慨
献
に
骨
併
が

み
る
わ
け
で
は
な
ぐ
、

M
U協の
対
憾の仙

融
の
川
町
へ
蹴
匙
ん
で
朝
一
へ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
で
あ
る
か
ら

レ
よえ

m

心
り
堂
』

n
f

食
の
倫
理
と
い
っ
て
も
脊
梁
で
は
な
い
答
で
あ
る。

h
wが
臨
で
は
、

対
ざ
っ
ぱ
な
一世
ひ
加
で
あ
る
が

、

か
撚
よ
り
搬
に
鍬
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十
る
よ
り
ル
民
の
鮮
械
が
た

い
が
〉
野
が
臨
の
そ
れ
は

、

島
燃
に
般
加

担
よ
み

Z

量
生

い

し
そ
れ
と
一
如
仁
な
ら
う
と
す
る
と
こ
ろ
に
特
色
が
あ
る
と
管
へ
る。

野
君
附とか
持
酢
鰍
艇
と
か
封
叫

と
か
い
ふ
障
時
仁
躍
る
に

し
て
も、

や
ま
拘
加

そ
れ
は
w
m砂
で
も
傭
船
で
も
な
〈

、

日
刊
の
艇
に
銃
献
す
る
た
め
で
あ

り

争
時
そ
のもの
が
斗
つ
の
舵
蹴
な
る
働
総
に
沿
っ
て
ゐ
る
の
で

、

山
附
し

て
勧
附
鮮
併
や
倣
般

的取
か
ら
で
は
な
い
。
と
の
や
う
な
岳
山
町
に
献
す
る

舵
貯
の
翫
持
雌
な
鋭
り
は
、

市
町
へ
仰
向
に
獣

し

で
も
蹴
ら
か
に
間
関
さ
れ

て
ゐ
る
。

蹴
幣
の
前
町
酔
は

、

前
町
鮫
や
そ
の
併
の
飯
器
そ
腿
ふ
ま

与
に
税
問
却
さ
せ

る
の
で
、

酷
幣
艇
の
郵
猷
で
は
ま
ぶ

し

い
越
のγヤ
シ
デ
リ
ア
の
淵
の

明
日
で
、

腕
や
か
に
裁
で
ら
れ
る
統
制
が
そ
酔
き
な
が
ら

、

部
に
蹴
臨
な
く

概
鰐し
な
が
ら
飴
酔
を
す
る

。
と

れ
は
航
跡
に
和
っ
て
勝
った
砂
山
仰
を

日
山
脇
町
で
す
ぐ
さ
ま
仰
を
野
さ
時
世

し

て
散
臨みを
hwち
寄
ぺ
伊
ひ
蹄
り

ん
吋
口
っ
た
ゆ
艇
で
は
な
い
か

。

ま
た
、

船
艇
と
秒
間
航
と
が
臨
っ
て
伊

っ
た

戒
が、
そ
の
ま
L
蹴
伊
で
腕
枠
を
馳
ふ
た
め
に
い

Wを
狩
き
齢
を
幣
ら

し

蹴
仏
ザ
一作
っ
て、
勝
山V磁
っ
た
脱
獄
の
ぬ
町
駅
で
は
た

い
か
。

抑
制
ど
も
は
干

慌
の
鴫
は「体
慨
を
安
べ
な
が
ら
麟
ヅ
て
は
い
け
な

い
」
と
鈍
さ
れ
た

も
の
だ
が
、

俄
に
な
っ
て
か
ら
は
「昨
慨
は
一
駅
踊
っ
て
附
憾
に
統
鰐

し
な
が
ら
安
べ
る
も
の
だ

」
と
仙
附
い
た

。

俄
の
戒
は
臓
か
に
蹴
幣
隙
の

飴
酔
の
倍
能
が
砂
川
九
さ
れ
て
か
ら
の
こ
と

で
、

蹴
山
町
山
別
紙
、
骨
ぺ
伽
に

慨
す
る
蜘
創
が
時
間
軒
に
能
っ
て
か
ら
都
知
蜘
を
骨

け
た
M
川
に
砕
か
さ
れ

た
こ
と
で
あ
ら

う
。

煎
誠
で
は
飴
恥
ず
に
つ

い
て
は
川即し
て
斡
鍛
版
な
鮮
針
を
持
た
沿

い
や

う
に
統
へ
て
き
た

。

安
ベ
械
を
鶴
み
と

し
て
、

h
w腕とし
て
鴎
〈
の
は

島
町
燃
と
離

し

み
思
い
和
が
臨
の
殴
僚
出
と

、

僻
艇
の
蹴
ザ
齢
と
が
鱒

び

つ
い
て
同
国
い
臨
に
蹴

J
mと
獄
践した
麗
し

放
で、
た
H
Aそ
れ
託
け
を
酔

っ
て
み
て
も
、

嵐
官
除
い
て、
似
一
郎
の
M
U脱
帰
戦
却
が
い絡
に
苅
き

か
っ
た
か
を
鶴
傑
で
き
る

。

和
が
猷
で
は
、

安
ぺ
叫
慨
は

、

酢
川
町
が
麟
い

て
儲
け
た
錦
で
、

際
宇
に
恥VM川
が
軒
町
べ
た

い
も
の
を
野
っ
て
き
て

、

ι
r

M
が
A即
断
にh
rべる
の
だ
、

と
い
ふ
僻
蹴
は
な
か
っ
た
。

→
粧
の
料
も

腿
u
m執
瞥
とし
て
郵
勝
る
の
で
あ
り
「鴎
き
ま
す」で
あ
る
。

飴
酔に

慨す
る
か
ゃ
う
冷
徹
釘
は

、

日
出
掛
討
艇
に
即
時
、
か
な
る
砕
ぬ
窓
際
へ
て

、

融
一齢、
島慨
に
蛇す
る
鴨
蹴、
勝
酬
の
鋭
、

触
っ
て
そ
れ
に
m
m議
岱

勝
一命の
借へ
と
斡〈
の
で
あ
る
。

山
酬
を
恥
悌
と

し

て
郵
勝
る
こ
と
は
、

械
を
併
蜘
に
し
な
い
こ
と
で
あ

り
、

和
殺
に
す
れ
ば
「殿
山
作が
醜
い」
と
と
に
な
り
「献
が
猷
っ
て
酢

が
つ
ぶ
れ
る」
こ
と
に
沿
る
。

併
の
仇W
M
U
に
構く
こ
と
に
な
る
。

と
の

か

叫旬
、h
r
h
w

が
臨
の
酌
仰
向
献
と
鰐
揚
に
儲

び
つ
け
て
「お
流
部
憾
の
慨
が

も
た
ヘ

ラ
げ
ん

蛍
る
」
と
い
ふ

、

や
う
に
表
現
し

た
こ
と
も
あ
る
。

鋭
戦
献
の
一
一一
服
。
佑
側
、

持
静
へ
仲
っ
た
院
に

、

開
併
の
郡
部
総
誌

と
ド
っし
ょ
に
、

町
勲
一
間
ヘ
観
一
蹴

し
て
、

郎
監
一
服
で
静
約
締
砂
を
常

へ
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た
こ
と
が
あ
っ
た
。
蹴
政
り
の
臨
に
偵
を
魁
り

の
結
概
が
繋
し
か
っ

た
。
こ
』
の
緋
即
は
、

臨
時
前
と
か
佐
蹴
と

-
hい
ふ
燃
は
加
と
し
て
、
服

;
リ
5

・

n
E
q

切

そ
料
理
の
師
時
に
はた
れ
る
こ
と
の
で
き
難
い
も
の
で、

批
判
理
と
い
ふ

よ
り
は
一
一蹴
の
都
瓢
で
あ
る
。
そ
の
叫
に
「

艶
肘
」
と
い
ふ
料
山
町
が
あ

っ
た
。
そ
れ
は
対
一
肱
や
店
載
な
ど
お
附
誌
の
蹴
一
胎

h
cへ
え
蹴
悌
で
あ
る

搬
に
和
て
ず
に
あ
結
。
に

し
た
も
の
で
、
監
肘
と
は
「
献

窓
肘
バ」
の
肱

砂
な
の
で
あ
る
。
蹴
賠
で
は
ケ

Y
チ
y
mと
い
ふ
対
棋
や
山
川
敏
ゃ
っ
m
u

金
ざ
し
る
ち
と
惜
陸

う
な
ど
を
細
〈
挑
ん
で
入
れ
た
汁
が
あ
る
。

あ
れ
も
元
は
わ
ざ
わ
ざ
刻

む
の
で
な〈
、
伊誕
の
蹄
一
陣
の
蜘
て
る

べ
き
を
捨
て
ず
に
蹴
協
な
ど
を

た
れ
て
出にし
た
の
で、
慰問問
宇
の
郎
官
で
待
っ
た
の
が
縦
ま
り
で

、

蹴
按
字
情
の
臨
部
で
あ
る
と
い
ふ

。

そ
れ
と
腕
一
…
縦
で
あ
る
。
ぃ

一つ
れ

に
も
搬
と
館
と
に
献
し
て
蹴

し

い
ほ
叡
し
が
鶴
せ
ら
れ
て

、

傑
憾
の
澱

ひ
を
さ

へ
餓
へ
るでは
な
い
か
。

館
に
配
す
る
紙
戯
な
齢

仲町
と
蹴
搬
な
船
艇
の
一
つ
の
鰍
は
醗

艶
の
飴

巴
き

5

2

5

5

2

匂

t
t

t

z
t

t

b

較
で
あ
ら
う
。
去
る
一
即
市
句
の
恕
長
寺
の
掛
川
制
対
按
心
に
ゑ
加

し
た

階
の
偲
臨
で
あ
る
が

、

即
慨
に
な
っ
て
、

加
利
ポ
幣
る
と
、
醗
艶
で
掛

っ
て
ゐ
る
窓
杭
畿
は
離
か
に
虫
民
っ
て
儲
の
搬
に
酔
せ
で
あ
る
飴
砕

(
抑
制
〉
を
砕
っ
て
ぷ
刊

し

く
撃
で
駅
げ
る
や
よ
し
て
一
殉
に
践
ぶ

一
時
蹴
が
対
戦
と
な
っ
て
執
川
と
飴
艶
に
苅
っ
て

、

較
を
一
刊
に

し

て
即
き

伊
っ
て
割
る
。
一
k
加
利d
v儲
昨
で
艇
を
樫
ぶ
の
で
瓜
を
き
〈
こ
と
は

一
販
制
さ
れ
な
い
。
h
v悦に
館
ん
で
あ
る
ま

L
島
併
の
献
に
骨
き
和
問

そ
m
w〈
@
飽
和
と
い
っ
て
も
械
が
却
材
一
一
つ
、
鵬
慨
り
に
偲
へ
る
蹴
の

難
が
一つ
。
そ
れ
を
殻
ね
てM刊
さ
い和
問
で
住
ん
で
範
を
僻

し
て
あ
る

こ
れ
が
飴
鮮
の
瓜
て
ピ
あ
る
。
臓
な
ら
ば
船
蹴
時
艶
な
ら
ば
聡
郷
町
同

そ
問
団
へ
、

服
部
以
鱒
ザ
献
し
、
五
勝bE齢
む。
服
て
飴
献に献
す
る
山
間

対
は、
と
の
飴
を
山
町
〈

b
に
慨
す
る
や
設
や
を
悶
都
し

、

般
を
献じ
哉

令
齢
せ
ん
が
倖
め
に

、

ま
た
部
川
勝
を
俄
ち
鵠
引
の
川
山
川
と
持
に
側
部
を

湾局
、
ヒ
合
レ
瓦
ラ
一

レ
6
F、

と
凶
別
室

蜘
ぜ
ん
が
儲
に、

こ
の
貸
を
受
く
る
の
で
あ
る
と
一
k
食
そ
取
る
窓
議

μ
同
L'
E
3

拘
る
拘
主
レ

レ
4
ζ
MU
，

を
骨
察
す
る
。
そ
れ
か
ら
蹴
〈
容
を
と
る
と
い
ふ
￡
と
に
な
る

・

食
裂

が
綴
れ
ば
械
は
酢
併
で
滋
っ
て
そ
の
蹴
っ
た
砂
ま
で
併
み
ほ
し
て

、

訟

の
髄
り
に
依
ん
で
錨
鎖
町
聞
を
臨
ヘ

、

苅
っ
て
き
た
蹴
の
や
う
に
銚
か
に

概
鰐
に
鰍
る
の
で
あ
る
。
飴
酔
の
献
の
能
併
出
、
識
は
慨
能
的

Wは
慨
も

}
-
あ

ん
ぷ
ヨ
ナ
う

}
'
u
ょ
た
pb

『
t

敵
部
に
蹴
っ
た
こ
と
で
は
な
に
と
う
に
斡
吋
郡
山
抑
制
鉱
で
削
除
序
正
し
〈
払

は
れ
た
もの
で
、

h
r
mの檎
訟
が
あ
る
だ
け
で
併
も
術
劇
持
避
の
併
慌

で
あ
る
。

郵
館
主
蹴
に
俳
た
骨

h
rの
蹴J
V-停
宏
山
町
献
に
鴎
へ
る
こ
と
は

、

前
耐
を

癖
じ
て
M
b協
封
臨
に
骨
き
や
3ざ
とし
た
跡
麟
を
賊
へ
て
、
緋
蹴
の
般
討

と
耕
一
命
の
郡
山
臨
と
へ
戦
く
に
潜
ひ
な
い

。
航位
協
甑
艇
は
繁
郎
一
時
蹴

山
町
雌
山
町
一
蹴
の
ぷ
に
鱈
か
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
こ
と
税
制
で
あ
る
が

、

岱
践
と

!

"
v

ん
"
も

し
で
は
こ
れ
に
船
酔
が
慨
は
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
倫
理
を
感
る
と
す

れ
ば
、
償
十
r雌
に
紛
が
酷
殿
山
協
の
蹴
慨
に
蹴
敵

し

た
も
の
に
般的蜘し、

と
の
蹴
に
砕
ふ
て
ゆ

く
よ
り
雌
に
践
は
な
い

。
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℃
柄
拘
あ
習
が
た

C

さ
ず

J
E
M
』
述
ん

お
手
紙
有
難
う
御
座
い
ま
し
た。

丁
度
O
O
織
に

説
加
の
た
め
よ
雌
欝
戦
附
で
間
山
制
さ
れ
て
ゐ
る
臨

に
、

お
苧
縦
を
芯
お
し
ま
し
た
の
で

、

白
川
蹴
恥
町
村
の

協
の
ぷ
で
散
防

り
訟
し
/
\解魁
い
たしま
し
た
。

仲

昨
も
な
が
ら
の
件
降
慨
と
砕
靴
捌
な
倖
部
品
目
の
蜘

J引

に
は
、

ま
さ
に
蹴
隣
瞬
静
際
献
で
騎
践
し
昨
っ
て
ゐ

便前

り線

誹
っ
た
駄
ひ
や
り

手て 前1

紙記線支

を

た
こ
と
L
て
何
一貯
ら
の
こ
と
、

そ
の
一
つ
一
つ
が
併

に
し
み
て
蹴
ぜ
ら
れ
ま
唱
し
た

。

献
隣
は
鵬
誠
に
恕
み

、

際
艇
を
酔
っ
て
賠
侍
ゃ
う

し
ん

u
Z

品
噌
ち
畠

4

え
い

や
〈
新
占
領
地
O
O
に
宿
管
い
た
す
こ
と
に
な
り

!

ま

し
た
。
す
っ
か
り
獄
鰐
し

た
酢
併
の
般
都
に
〈

ト
ハ

卦
つ
で
も
か
貯
に
離
を
誠
一
べ
た
も
の
主

9
が
)
処し

跡
り
に
榔
配
を
か
い
て
み
る
と

、

部
に
持
加
の
お
苧

慨
が
はm
h
w
の
説
倣
た
れ
に
馳
つ
で
あ
る
こ
と
が
蹴
ひ

健
ど
よ
か
へ

6

陪
42創

出
さ
れ
て
、
い
ま
一
度
読
み
返
し

て
ゐ
る
う
ち
に
懐

し
さ
が
こ
み
あ
げ
て
静
ま
し
た

。

酔
り
酔
へ
ずEm
v

か
く

5
3

を
警
ぐ
こ
と

に
し

ま
し
た
。
一
苦
蹴
出して
か
ら
こ
う

し
て
織し
い
僻
散
に
砂
ち
つ
い
た
熟
成
は

、

服
、」
り
く，

?
a
e
v
，
、

h
h
v

弓
れ

お
も
レ
よ
ろ
り

館
跡
凱
ぜ
ね
ば
判
ら
ぬ
絡
し

さ
.
穴
とw
uひ
ま
す
。
勝
利

会本ロ
盟UJ.ラ

シシ後ご

迭? の

り
~ . 

‘せ
フ

J bi 
の

連Z

り

の
勝
島
田
と
で
も
骨
ひ
ま
せ
う
か

、

制
山
町
欝
は
陥
伊
ま

〈
ら
Eう
わ
す

で
の
苦
努
止
を
ま
るで
忘
れ
て
し

ま
っ
た
や
ろ
に
|
|

い
や
艶
は
嘗
携
が
対
き
か
っ
た
だ
け
に
射
即
の
部
び

も
対
き
い
の
で
せ
う
が
|
|
脇
れ
を
知
ら
ぬ
や
う
な

恥
ま
取

c
a
p
s

調
を
し

て
皆
せ
っ
せ
と
働
い
て
ゐ
ま
す。

野
郎
の
苧
慨
を
て
斡
ら
に
酔
せ
て
川
町
め
て

ゐ
る
と
、

へ
ん
首

か
い
ま
い
ま
恥

VMG

こ

の
返
事
が
書
け
る
と
は
今
の
今
ま
で
考
へ
て
ゐ
な

盆
ま
に
つ
笠

か
っ
た
こ
と
に
気
が
つ
き
ま
し
た
。
こ
れ
で
又
次
の

さ
く
ぜ
ん
や
く
た
ま
二
色

作
戦
に
は
お
役
に
立
つ
の
だ
と
い
ふ
静
ら
し
げ
な
気

‘
ち
た
れ
へ
や
尽
か
ひ

t
c

ね

持
に
沿
っ
て
、

訟
も
ゐ
な
い
部
屋
の
中
で
溜
り
胸
を

限
っ
て
み
まし
た
。

お
苧
慨
に」る
と
附
ゆ
で
も
印
刷
と
魁

っ
て
和
た

射
で、
お
慨
柿
刊
さ
っ
て
ゐ
る
阪
は
秘
麗

仲
仲
も
郁



般
い
と
蹴
っ
て
ゐ
ま
す

。

た
だ
開
山
京
、

そ
の
勝
鍛
が
酪
に
苅
き
い
と
斡
さ

掌
iけ
加
せ
つ
め
い

'
R暗

む
む
た
ら
ラ
と
た
よ

が
何
ん
冷
に
な
っ
た
か
、

責
処
に
説
明
さ
れ
て
も
ピ
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

率
ひ
私
蓬
の
受
け
取
る
使
り
は

γ
と
併
な
い
も
の
が
あ
り
ま
す

。

賠
賊
の
こ
と
艇
のト
，

L
h
j
~
W
A
f

v
勺
J
U
へ

hJP
&

叩j
ν
t
l
y
e
-
b
q
e
m
d
v

t
w

，

こ
と
宏
忠
れ
切
っ
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
一
い
、

J

，
VJ
，

p
，

J
に

つ
の
こ
と
を
脱
ひ
仰
す
に
は
斗
宇
都
へ
な
け
れ
ば

蹴
‘

F

ザ

4
4

4 ，

d

』

E
b

g

-
L

ん
で
来
な
い
もの
が
あ
り
ま
す
。
簡
も
知
ら
な
い
私

R
二

の
干
慨
が
も
う
阿
誌
に

な
っ
た

の
で
す
か
ら
併
砂
も

、

あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
鵬
艇
を
酔
ひ
/
\
し
て
協
に
こ

z
p
F

U
た
A
m

h

ま

で
来
ま
し
た
が
、
ま
だ
r
\

私
達
の
な
さ
ね
ば

e
b
-
-
L

事
晶

包
ヲ

な
ら
ぬ
こ
と
め
前
訟は
誼
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
賞

際
慌
ひ
は
静
だ
こ
れ

か
ら
で
あ
る
ふ
」
い
ふ
こ
と
与、

島
砂
の
隙
さ
と
は
こ
れ
椛
附
昨
で
は
献
鰍し
縦
い
艶

蹴
だ
と
脱
ひ
ま
す
。
川
町
滋
は
艇
を
麟
鰍
蹴
慨
す
る
の

z
ι

目
だ

￡
五
、

が
但
務
で
す
か
ら
、
そ
の
た
め
に
多
少
な
り
と
も
お

俄
に
世
て
ば
柑
即
時

で
す
。
賠殺
の
と
と
を
裁
へ
た
り

黙
のこ
と
を
疑
じ
た
り
す
る
問
め
は
あ
り
ま
せ
ん

。

秘

法
は
艇
が
劇
的
る
ま
で
と
与
を
麟
れ
ら
れ
る
わ
け
が
あ

り
ま
せ
ん
。

a

し
か
し
総
選
は、
時
ゅの
M
.
Mが仲
う
あ
っ
て
も
一

ま
ゆ
A
V
2
D
b
u
z吻

よ
い
υ
は
税へ
ま
せ
ん。
い
や
そ
れ
よ
り
も
問
調
銃

鮮
の
対
と
い
ふ
も
の
が
、
山
町
議
献
慨
に
開

。

艇
・
恥
静
な

い
や
賠斡

設 一一竺コた.忠7J. や一一ーり( gl ) 

し
て
ゐ
る
こ
と

、
航慨
に
轍
ぜ
ら
れ
る
や
う
な
や
ほ

倖
の
執
は
配
く
一
酔
の
裁
に
ゆ
ま
ず
艶
慨
に
は
船
齢

一
ら
ぬ
こ
と
鞍叫で
あ
りま
す
。
機
っ
て

縦
甑
の
趣
耕
は
齢
蹴

じ
ゃ
う
に
「
ま
す

ま
す
苅
勲
一
隅
で
戦
秒
に
概
蹴
し
て
ゐ

る
」
こ
と
だ
け
で
、
似
に
散
す
べ
き
転

席
が
な
い
わ
け
で
す
。

恥
叩
酢
バ
却

の
醗蜘
で
こ
そ
賠
就
と
こ
』

郎
轡
と
で
は
識
〈
鵬
れ
て
ゐ
ま
す
が
、

開
じ
間
雌
に
附
っ
て
蹴
敵
し
て
ゐ
る
縦

だ
ち

$
4
H
ち
た
よ

淫
で
あ
り
ま
す
か
ら
、
内
地
か
ら
の
便

り
が
磁
路
川
町
欝
に
脱
獄
す
る
こ
と
は
都

縦
で
あ
り
ま
せ
う

。

能
開
館刷
機
の
件

M
m献
の
係
り
が
い
w
m
w
践
的
問
訟
を
場
つ
け

て
貯
た
か
、
齢
り
税
へ
た
こ
と
も
あ
り

ま
に
唱

A

」
ら

ま
せ
ん
が
、
実
均
な
も
の
だ
っ
た
と
信

じ
ま
す
。

こ
こ
で
一
つ
酢
?
に飴
対
す
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
れ
抗
議
駒
郡
艇
の
帆

に
和
斡
の
あ
っ
た
砂
館

、
そ
の
こ
と
を
山
町
議
に

か
〈

し

し
て
知
ら
せ
ぬ
こ
と
が
あ
る
ゃ
う
で
す
が
、
こ
れ
は

蹴
慨
に
あって
、

封
m
vが
封
か
と
も
歎
の
と
と
は
叫
眠
い
ら
ぬ
こ
と
、

m
mゅ
の
川
内
川
引
は
儲
悦
を
一
つ
に

L

却
を
儲
せて恥
臨
時

、、



( e~ ) 

鰐
蛇
に
い
ιめ
て
仰
し
い
こ
と
で
す

。

川
川
町
鵬
知
山

叫が
酔

恥
げ
を
m
wいた
と
か
、

」
っ申た
隠し
た
と
か
の
一
一
即

時
慨
ひ
で
あ
れ
ば

、

わ
ざ
/
\
秘
欝
に
知
ら
せ
る
必

携
も
あ
り
ま
す
ま
い

。

ぞ
れ
に
こ
ち
ら
で
苧
慨
を
郵

と
と
誌
な
鷹

取
っ
た
時
に
は
、

す
で
に
億
っ
て
ゐ
る
こ
と
も
あ
り

詮
せ
う
し
、
こ
の
臨
酢
な
ら
「
川
町
し
ば
か
り
苅
鮮
が
叶

っ
た
」
配
除
で
せ
う
か
ら
慨
臨
に
も
な
り
ま
せ
ん

。

ヒ

g
L

P
U
ω

し
陰
ハ
と
極
限
心
度
，
、
，
、

2

世
し
家
人
の
死
劃し
た
時
は
全
駅
別
で
す
。
こ
の

砂
討
に
は
沿
る
ベ
〈
斡
く
知
ら
せ
て
伽

し

い
と
蹴
ひ

h
m

a
t
m
v
u
抗

L
m
也
ん

し
凶
E
h

ま
す
。

皆
様
が
考
へ
て
ゐ
る
や
う
に、

家
人
の
死
泌

を
知
っ
て
制
服
慨

す
る
や
う
な
載
は
齢
昨
に
は
斗
幻
も

.
尺
尺

ら
凡
川
が
傍
匝

ゐ
ま
せ
ん
。
長
い
間
外
地
に
ゐ
る
の
で
す
か
ら、

家

は
'
h，
わ
白山
く
?

、
北
畠
ヲ
ぜJW
ε

し

の
方
に
鑓
化
の
あ
る
の
が
話
併
で、

た
い
の
が
不
思

斡
な
俄
で
す
。
蹴
腿
駒
山
仙
の
同
町
蹴
に
配

し

て
は
一
鮮
の

ぜ
く
お
も
こ
ヒ
ん
と
も
丞
も
句
忠
ん

穫
に
思
ひ
故
人
を
明
ら
ふ
気
持
は
十
分
に
あ
り
ま
す

が
、

そ
の
た
め
に
俄
和
に
陥
る
や
う
な
裁
は
献
じ
て

2

り
」
人
も
ゐ
ま
せ
ん
。

そ
れ
が
殴
蛇
に
紛
刈
の
や
斡
を
知
ら
な
か
っ
た
と

し
た
ら
、

そ
れ
こ
そ
俸
を
慈
し
ま
す
。
秘
訟
は
斡
制

あ
伊
い
の

ち
お
も

明
日
の
生
命
さ
え
あ
る
も
の
と
は
思
っ
て
ゐ
ま
せ

ん
。
静し
秘
蔀
が
掛
郡山
川
仇
ず
の
や
斡
を
知
ら

ぬ
ま
与
に

設 一一てコTこ思.ひや一- !J 

, 

栓
ん
し

i

倣
死
し
た
と
し

た
ら
仲
う
す
る
つ
も
り
か

、

こ
の
勝

。
か
へ
し

の
つ
か
ぬ
鮎
慨
に
配

し

て
知
ら
せ
を
滋
っ

た
執
は
斡
れ
に
お
帯
び
を
す
る
つ
も
り
な
の
か

、

そ

れ
と
も
川
町
議
に
は
協
同
町
す
る

こ
と
も
な
い
と
税
へ
て

ゐ
る
の
か
唱
、

と
寄
っ
て
慨
蹴
し
ま
す

。

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
の
駒
郡
鰍
そ
コ
つ
静
げ
て

、

区
内
ち

:

ひ
と
孔
T

ま
ち
が

U

て
き
お
も

内
地
の
だ
々
の
間
蓬
ひ
な
指
摘し
た
い
と
思
ひ
ま

す
。
掛
る
蹴
秘
は
掠
蹴
お
の
お
地
と
い
ふ
必
か
ら
働

霊
い
く
ん
ま
う
ラ
と

の
妻
君
の
弔
報
を
受
け
取
り
まし
た
。
そ
れ
に
よ
れ

ば
、

郎
は
そ
の
欝
税
が
一
純
特
ば
か
り
献
に
は
臨
賊

ゃ
く
せ
を

t
-
h，

h
b
L
回

、

フ

の
た
め
察
石
効
な
く
他
界し
た
の
で
あ
る
が
、

一
周

盆

d

も
る
し
拘
も

忌
も
融
問
ん
.
た
の
で
、

或
ひ
は
知
ら
ぞ
て
も
よ
い
と
思

ふ
か
ら
海
艇
な
即
除
に
椛
岐
に
い
市
せ
て
〈
れ
と
い
ふ

の
で
す
。

抑
制
は
す
戸
、
そ
の
砂
に
働
な
酔
ん
で
諒
秘
の

僻
脚
仇
さ
れ
た
間
知
ら
せ
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
倣
は
酢
併
の
諒
説
が

、

そ
の
時
ま
で
伽
…

酔
に
訴し
て
ゐ
た
と
品
川じて
ゐ
た
わ
け
で
、

時
開
苧

縦
ー
を
や
り

、

訟
の
こ
と
に
つ
い
て
の

m
p
V
も
し
て
や

っ
て
ゐ
た
わ
け
で
す

。

す
る
と
倣
の
宇
縦
に
獣
し
て

ち
ゃ
ん
と
儲
臨
翫
酔があ
っ
た
の
で
す
。

川
川
縦
鍛
脱

が
踏
ふ
の
で
山
山
鍛
な

こ
と
は
蹴っ
て
ゐ
ま
し
た
。

L

か
し
そ
の
諒
説
は
肋
就
か
ら
批
艇
が
醜
い
の
で

、

誠

ひ
は
限
に
つ
い
て
ゐ
て
静
け
ぬ
の
だ
ら
う
と
税
へ

て

ゐ
た
わ
け
で
す
。

そ
れ
が

「艶
は
諒
説
は
川
町
帥
仇

し
て
ゐ
た
」
と
い
ふ

こ
と
宏
一
例
特
も
世
ぎ
て
概
め
て
知
っ
た
の
で
は

、-i-

一
臨
倣
の
待
機
の
叫
に
勘
き
あ
が
る
も
の
を
仲
憾
に

も
い
い

ま
し
ん

持
っ
て
行
っ
た
ら
よ
い
の
で
せ
う
か。

今
ま
で
信
じ

昨
っ
て
ゐ
た
侍
掛
を
恥
設
に
諮
問
山
ら
れ
て

、

摘
に
蹴

っ
て
怒
っ
た
ら
よ
い
の
で
せ
う
か
。
儲
の
待
機
は
榔

か
あ
仰
包
う

し

い
と
か
、

可
動
想
と
か
い
ふ
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん。

こ
れ
樫
倣
に
と
っ
て
の
が
邸
な
開
臨
を
知
ら
せ
て

く

れ
な
か
っ
た
こ
と
、

ま
ん
ま
と
鍛
ら
れ
て
ゐ
て
も
対

骨
の
苧
え
な
い
こ
と

、

九r併
蹴
宇
す
ぎ
る
附
ゅ
の
必

川
引
の
鮮
践
に
作
ち
の
め
さ
れ
た
縦
で

し
た
。

総
は
秘

の
献
で
郎
…
伊

し
さ

の
飴り
腕
っ
て
世
っ
て
ゐ
ま

し

た
。

そ
れ
で
も
働
は
そ
の
佐
の
佐
和
に
蹴
る
や
う
沿

と
と
も
な
〈
、
続
め
て
的
鮮
な
協
を

し
て
ゐ
ま
し
た
。

し
か
し
縦
り
と
一昨
へ
ば
府
川
部
刈
の
憾
な
い
船
酔
の

F
附
し
さ
に
、

都
併
は
引
川
知
の
山
町
な

い
の
も
酔
放
の

な
い
こ
と
で
し
た
。

d

m
A伽
山
の
→
つ
の
鰍
は

、

0
0
の
た
め
隊
踏
に
砕
鉛



う
」
舗
と一
昨
っ
て
酌
叫
臥

し
て
ゐ
た
も
の
で
、
和
し

h
r

叙
が
あ
っ
て
献
れ
た
ら
宇
山
内
と
一
織
に
説
す

の
だ
と

脱
却
仰
向
附
で
の
干
間
際
棋
で
あ
っ
た
の
で
す
。

そ
の
備
が
砕
畿
す
る

じ
と
子な
り
、

総
選
と
針
れ

( BS ) 一-1J宇t)'思?とら課一一
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て
周
回
い
腿
魁
を
僚
出

h
が
叩剛
山
町
に
蹴
っ
て
情
臨
し
て

ゐ
る
鵬
、
総患
は
仇
胞
が
秘
め
て
鶴
貯
と
ん
宇
品
は
仲

ん
な
で
あ
ら
う
と
識
し
伊
っ
て
ゐ
ま
し
た

@

そ
れ
か

ら
除
問
酔
っ
て
抑
制
践
は

、

あ
れ
樫
ま
で
に
官
邸
が
っ

て
ゐ
た
対
の

.

貯
が
そ
の
時
す
で
に
こ
の
院
に
は
ゐ

一な

か
っ
た
こ
と
を
知
り

ま
し
た
。
し
か
し
倣
は
腕
蹴
す

る
ま
で
獄
貯
の
舟
を
知
ら
な
か
っ
た
の
で
す
。

開
帳
に
献
っ
て
か
ら
の
徹
は

、

貯
溺
へ
る
腿
蹴
同期

し
た
で
あ
ら
う
慰
肌

んを
ほ
に
榔
い
て
、

そ
の
こ
と
ば

か
り
税
へ
て
ゐ
た
で
せ
う
・

そ
れ
が
随
臨
し
て
艇
に

献
っ
て
榔
め
τ
叡
貯
の
舟
ん
で
ゐ

た
こ
と
、
し
か
も

特
続出
市
民
も
献
に
伽

帥
仇して
ゐ
た
こ
と
を
知
ら
さ
れ

て
は
、
開
館
だ
っ
た
妃
け
倣
の

鰍
眼は
苅
き
か
っ
た

に
備
知
あ
り
ま
せ
ん
。
総
議
は
御
の
回
っ
た
蹴
蹴
ば

こ
の
野
山
町
の
砕
を
川
市
ら
な
か
っ
た
た
め
だ
と
蹴
っ
て

ゐ
ま
す
。
そ
し
て
税
滋
併
で
も
備
の
穀
店
や
お
ほ
潜

r限
り
ない
い
慨
ほりを
蹴
じ
て
ゐ
ま
す
。

こ
れ
や
の穏と
殴
献だ
っ
た
ゆ部
の
艶鰍
も
骸
崎

あ
り
ま
す
が
、

特
す
ま
で
も
な
い
こ
と
だ
と
裁
へ
ま

す
。
叩
闘
が
対
炉
問

問
き
ま
した。
新制
に蹴
悩ず
る
五
位

の
誌
は
が
殴
な
ら
で

は
と
腐
は
れる担
割
配
さ
で

す
・

佼
取
は
民
が
あ
る
の
で
き
っ
と
聴
総
が
鍛
で

せ
う
・

(吉
野
翠
軒
)
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善
導
寺
の

望与品
寸

のu、

関
山
は
二
租
鎮
西
上
人

11 一一- tι 

栄
町
肘
滋
仰
向
山
刀
山
仰
の
猷
酷
を
腔
い
で
、
般
酢
た
る
叫
開

設
加の
む
町
時
昨
の
獄
一
川
町

b
E抑
制
い
た
放
は

斡
す
ま
で
も

モ
ら

j
v也
E
nh
t
z
ん
お
く

ご
忠
心
、

号

沿
〈
二
納
銑
西
上
川
明
、
あ
る
。
そ
し
て
筑
後の
議
淑

也

ら
ん
怪
い
恥
ゐ
巴
ん
砂
ら

，
に
ら
レ
宮
ほ
ん

寺
は

、

縮
図
卜

γ八
の
お
聞
き
に
な

っ
た
寺
で
、

上
人

ひ
ゐ
陀
一
ど
し
う
ろ

が
こ
a
s
で
際
く
浮
土
宗
を
お
締
め
に
な
っ
と
こ
ろ
と

2
;

2
2
2

，

U

念

I
f
-
-
u
:

し

て
こ
の
事
は
祥
引
で
、H
h向
帯
E
枇
h
h
v
容
認
す
る

ひ
と
白
白
和
ぽ

'

人
か
多
レ
‘

1; 、

ぱ
城 ( れ

生

東
封
勝
宇は
一般
附
側
三hr秘
説
戦
中
ず
慨
に
あ

る
。

川
内

対
蹴
「誠
戦
山ず問
問」で
刊
一軸し、
収
法
制
八
万
ゆ
く

と
、

?
」
に
は
二一蹴俳
端
の
臨
時
hvが
あ
っ
て
、
か

桜
山
町
慨
が
鈴
勘

九

織
の
や
う
な
位
和
句
慨
を
除

っ

て
磁
昭
一
千
併
に
磁
日
中
七
鰐
仰

剛院
が
踏
を蹴
ぺ、
一

が
脱
出ι昨
み
た
れ
ると
お
的か
ら
部
航
の
鮮

が
み
な
ぎ

り
摘
で
も
脱
は
ず
併
説

せ
ず
に
は
ゐ
ら
れ
な
い
鮮
が

年記 す
の ど'7~ ~ 
f::Á宝か 。
主民主ら
凶ま凡主
上告 そ
人:t -じ
が百
主主主 l但
野A 十
の餓よ
座ts段
を両日E
Z産ゆの
行E こ
せ と
.， 、

れ ~L
て久雪
lJ二

る
と
、

根
J
F
L
あ
た
っ
て
対
一
仰
の
誠
に
船
一
伊
に
都
く

拠
品
川
帆
が
あ
り

、
そ
の
あ
た
り
に
静
賓
が
た
な
び
き

、

説
臓
の
総いて
ゐ
る
の
を
乙隠
に
なっ
て
、
「
こ
れ

こ
そ
桝
総
和
紙
の
ゆ
な
り

」
と
お税
へ
に
な
り
、

術

館
蔵
却
の
と
蹴
ぎ
ザ
越
さ
れ
た
と
訟
は
れ
て
ゐ
る

。

間
釦

b
r
m
制佐
の
鶴一秒
に
恥
恥
町
北
川
部
鶴
間

門と
い
ふ
必
が
あ
っ

て
、

そ
の
載
町山間門と
と
も
に
総
く
鍛
臨
民
刈
に酢
肘臥

し
て
ゐ
た
と
こ
ろ
か
ら
、

むず川
町
を
m
r激し
て
三
十
六

印
加
を
酔
て
、

対
蹴
を
恥
昨
日
川
す
る
鞍
し
て

、

こ
の
載
の

h
f砕
を
抱
い
た
。
そ
の
時
に
は
鄭
附
だ
け
で
賠
猷
七

，

m
‘
慨
披
荒
峨
も
あ
え
臨
燃
は
隠
は
駒
山
昨
同
町
駅

儲

か
ら
配
は
件
酔
械
に
致
る

服
そ
入
峨もあ
り
、

献
は

勤
閉山
附
般
か
ら
根
は
鍛
佐
川
に
磁
っ
て
服
そ

二
十
三

日
明
が
宇
操
に
厳

し
、

州
内
服
百
二
十
豆
町
を
慨
し
て
ゐ

た
と
一rは
れ
て
ゐ
る
。

善
導
大
師
の
》
迎
え
で

鍛
邸
成政
が
五
十一
抵
の
時
腕
ち
蹴
即
断
出

一純
一
一
一

m
m十一
一
一
時
の
こ
と
蹴
舵
猷
械
で
一
駅
蹴
の
村

に
J
U

・

の
献
艇
が
磁
れ
て

、



善 一一

「山町、
航
慌
に
制
品
川
町

ιゐ
偽
情する

が
憾
に、
撚
は
殺
り
て
部
慨

す
。

撒
は
か
れ
酪
の
報
抑
制

な
り
、

町
村
〈

搬
を
概
少
の
世
に
遡
へ
に
殺
れ。
」

支
b
z

恒
毎
回
ん

き
っ

と

市
さ
れ
た
の
で
、

上
ん
は
早

川
郎
に
そ
の
袈

輯
蹴
少
の
貯
に
停
か

-R
ヲ
ほ
ら
ひ

L
G

れ
た
。

そ
し

て
そ
こ
の
松
原
で
一

り

a
c
'
E
S

ぺ
つ
ま

人

の
憶
に
出
遇
っ
た
が
、

別
に
策

に
も
と
め
ず
践
に
猷
ん
で
蹴
慨
に

山
町
て
、

甘
酢
配
向
山
村
の
舶
が
あ
っ

た
の
で
、

そ
の
臨
時
山
駒
山
仰
に
鞘
ね

ら
れ
た
。す
る
じ
航
路
制
約
郎
の
卦

ふ
に
は
「仰
向
訟
が
拠
貯
の
臨
を
踏

ま
ん
ル

E

ひ
と
り

舵
し
よ

う
と

し
た
時
に
、

一
人
の

和
備
さま
が
貯
て
か
動
そ
の
艇
に

耐用せ
て
伊
け
と
砕
防
部
な

さ
れ
ま

力
会

e

盆

し
た
の
で
、

お
乗
せ
申
し

て
来
ま

2

hhv

, 

し
た
。

そ
の
利
向
さ
ま
は
た
っ
た

併
船
主
限
り
て
山
間
際
の

戒
に
伊
か

と

い
ふ
こ

と
で
あ

‘時#寺の\(、11 一一ーれ( fe5 ) 

れ
ま
し
た
。
」

っ
た
。

. . 

/ 

4u

, 

u
h
q
Zん
さ
ま
』
均
金

'
'

そ
こ
で
上
川
へ
は
対
い
に
憶
き
、

そ
の
和
備
さ
ま
は

郎
ず
や
鋭
戦
対
僻
の
砕
伽
抗
に
慌

mぜ
な
い
、

酌
併
が

府
関
で
山
町酔
った
携
が
そ
れ
で
あ
る
と
税
へ

て
、

酌

仁
川
げ
き
獄
し
て
儲
慨
を
覇ねら
れ
た
け
れ
ど
、

骨
斡

沼
紛一
つ
貯
蹴
せ
ないの
で
、

山
店
店
は
「般
の
傑は

す
で
に
区
か
に
寄
ら
去
の
だ
あ
ら
う

か
、

そ
れ

包
mw
!山w
e

e
hv
&
'

担n
b
h
'

に
し
ーで
も
足
が
恥
描
ぎ
る
が
・
」
と
思
ひ
な
が
ら、

備
陣
酔
を
島
郡
し
て
ゐ
る
し\

一
殺
の
齢
の
除
の
刊

に
誠
鵡
対
伽
の
蹴
傑
が
た
っ
た
一
瞥
断
院
か
け
て
例

措
し
て
ま
し
ま
す
の
札
総
則
し
た
。

凶
ぷ
肌
川は
苅
い
に

sf3

25

<

1122

憶
く
と
同
仲
に
対
い
に
窓
ば
れ
、

恭
町
時
揮
し

た
館
、

こ
れ
を
伸
、
う
て
従
佐
に
献
り

、

や
聞
に
勝
監
を
酔
て

b
u

h

c
ι
も
ζ
S
P
ヲ
い
ま
お
湿
完
心
け
い
し
や
た

L

記
位
し

た
。
こ

の
御
木
像
が
今
向
島
骨
言
者
の
絶
え

ぽ
-
MU手
伝

W
L
f
e
ヲ
一

二
，

、
同一
つ

ぬ
者
潟
大
幅
削
助
国
(
国
賓
〉
で
あ
る

。

ふ
立
い
た
と
的

H
VMr
ラ
宮
ず
ゐ

「
船板
の
御
名
競
」
の
奇
瑞

岨
と
民

尻
p
g
炉
宮
古
』
ぬ'c

'
w

と
の
載
が
あ
っ
て
間
も
な
く、
か
の
舵
長
妙
政
が

ν
"
h
z
L
N
S

い
在
ヤ
だ
ち

し

M
N
の
と
こ
ろ
が

]訪
れ
て
云
ふ
に
は
、
「
弘
蓬
が
支

貯
の
臨
を
皆
っ
て
か
ら

、

献
は
却
特
臨
ほ
ど
炉
ま

し
た

際
に
航
船
仲
間
か
に
能
っ
て
、
配
肱

h
r慌
に
山
町
内
結
モ
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お
に
鋭
戦
中
γの
や
臨を
附
閉山
す
れ
ば、

川
町つ蹴
m
m

f
1純
一一一m
mに
抑
制
縦
お
隣
ふ

た
。
融
制
に
倖
蹴
酢
苅

凶器
の

術
院
に
は
抑
制
郎
防
と
な

り
、
対
徹
二
特
目
前
に
は
「問

機
織
か
配
被
燃
秘

」
取
び
「一脈蘇
」
の
一
一
艇
を
麟
ふ

h

b
e
ヲ
'旬

、

p

g
u
tM

e

え
お

た
。

期
〈
寺
遥
は
い
よ
/
\

隆
盛
に
沿
っ
た
が
、

廷

判
刈
コ
弘
明
応
対

に
肥
っ
て
館
宇
の封献
が憾
姑し
た
の

国

C

な
l
v
'旬
ゆ

く
わ
や
く

あ

を
秘
め
と

し
て
、

そ
の
俊
何
回
と
冷
〈火
厄
に
逢
つ

ば
れ
、

脈
問
跡
滋
は
恥
ム
ぎ

た
ぷ
惜な
〈
服川
線
叫
と
し

し
は
の

て
ゐ
ま
し
た
。

す
る
と

あ
の
支
那
か
ら

お
乗
せ
し

た

和
時
さま
が
、

俄
ザに
酔っ
て
蹴
慨
に円一伊
蜘…陣
恥W

E

E

-

巴

〉

2
2
1

陀
仰
と
が
ん字を
お
罰
百き
に
沿
り
、

皆
の
者
に
勧
め
て

常
併
伸駒
山貯併
殺
廠
へよと
恥
さ
れ
ま
し
た
。

一
聞

は
部
川
町
貯
に
な
っ
て
臨
献
に
とお鋭
似
そ
概へま
し

ふ
し

r

向、
ふ

h，
陀
b
t

や
こ

zう
た

一ヲ
し
J
2

た
。

す
る
と
不
思
議
に
も
腿
風
忽
ち
止
み
洪
鵠
静
ま

り
、

そ
し
て
蹴
の丘
に
は
対
やが憎
か
に
一
服
れ
ま

し

怜
u
h

レkm
u
R
M
wh
pゆM
W
L
に

L
L
3b

た
。

そ
の
字
の
形
が
船
板に
う
つ
L

て
留
ま
り
ま
し

た
。」
と
融
附し
、

聴
に
訴
をつ
い
で
一昨ふ
に
は
、

K
3

忽
ζ

や
ゆ

め
は
か

az
ん
だ
う
一
低h
し

「
賢
は
昨
夜
の
こ

と
で
し
た
。

行い
の
中
に
善
措増
大
仰

さ
ま
が
聴
は
れ
て
、

般
の
蹴
融
を
併
が
舵
鰐
に
締
め

酌
き
て、
持
山川の
粋
践
に
僻
えよ
と
僻
せ
られま
し

た
の
で
、

抗
出
その
紘
一慌
を抑
制服い
た
し
た
〈
鼎
つ
。

て
劇
的りま
し
た
。」
と
の
こ
と
で
し
た
。

こ
れ
が
脈

融
「牒
搬の
体
符
牒」と
加
附
し
て

問
中
ず
に
脈
麟
せ
ら

す
り
号
フ

o
h
nE
tq
包
い'
Lq
し
ゃ

れ
、

と

れ
を
摺
お
し

に
し
た
も
の
が
海
上
牛
居
者
の

象
も

お
守
り
と

な
っ
て
ゐ
る
。

て
ゐ
る
。

蹴
併説
戦
中ず
は、
際
伐
特
特
に
応対
のた
め
鴎
叫
均

し
た
L
め
鍬十
-
慨
艇
や
臨時
が対
蹴十
二
一
明
に
郎

伝
砕
け
て
僻
併
に
盤
り
、

一
昨
蹴
僻
し
た
と
こ
ろ
で

ヒ

ハ
乙

ハ
民

b
h

ヲ
，、
g
b
ヒ
ら
ま
広
島
有
し
ゆ
と

っ
-
ろ

せ
つ

あ
る
。

完
成
十
二
年
に
は
筑
前
霊
視
減
あ
戸
次
渇
零

が
お
釈
斡ひ
て
割
問
的
宇
鰐
館
念
館
端

、
した
の
で
、

獄

せ
ハ

吃
ハ

之

を

r
し

ハ
ム
P
M

U
怖
が

い
也

ん

十
九
位
力
陣営和
町
以
F

四
十
九
名
が
官
官
せ
ら
れ
、

善

問和対
伽
誠
に
脈
同
備

は
宇
艇
の宇
に
よ
り儲〈
離
を

郡
れ
た
と
と
さ
へ
あ
っ
た
。

そ
し
て
こ

の
こ
傑
を一

回

ピ
し
ま

n
U
L
F
、

ち

沿
jM
v
bつ
を
ん

ν
事
令
レ

a
a

時
間
闘
に
臨
匿
し
た
。

そ
の
地
を
念
仰
悶
と
潟
し
阿
賀

あ
山M
色

旗
vhd

ヨ

だ
h
え
い

〈

そ
こ

に
安
置
申
し
た
の
で
あ

っ
た
。

次
い
で
大
永

十
六
特
に
は陪ゃ
を
献
脱し
て
脈
問三百
五
十
純
一昨

そ
僻
し
た
が
、

郎
町間
五
慨
に
な
っ
て
部
即
戦
時
が燃

し
、

.

し
ょ
“
r
aJ
玄

￡
白

躍
し
て
ま
た
諮
堂
を
耐
鐙し
て
し
ま
っ
た
。

し

か
し

詳 一一ー耳事寺のIt、11 一一- ~~ 

必
貯
の
m
Jいい
一
がの
船艇

附
も
な
く時間、
対
鼓
陥、
肌仰い
ぽ
鰐
、

隣
町駒
山
引
を
mm

c
z令
官

金

興
す
る
こ

と
が
出
来
た
。

J)
球
的刊
九
制一一
一
郎
に
は
殿
れ

鈍
く
も
佐
川
川島
町
一
抗日
出よ

し
い

り

ん
じ

ふ

た
広

り
紫
衣
hu
倫
旨
ι
r・
賜
ふ
た。

そ
の
佐
附
狩
散
山
川蹴の
時
蹴、
部
訟
を
な
し
て
、

げ
ん
ざ
加

ま

'U
M
--つ
一

定

h
kら
か
ん
お

く

ゆ
往
け
ん

湾
ん

現
在
の
ボ
堂
(
関
口
十

一合
問
、

奥
行
十
四
間
半
)
は

，

℃
ん

ゆ
凶
ね
ん

e
g

湾
問，
こ
ん

天
明
六
年
三
月

の
脅
川
建に
か
hふ

る
も

の
で
あ
る

。
そ

の
般の
川
剛山町
叫
に

は
、

=一酔
抑制、
思
即
時ー

船
齢、
三

町、
臨
齢、
防
除、
品掛
ず
盤
、

散
開、
宇
和除、
配

蹴
腕、
貯
勤
、

鉱
山町、
殺
鼎
川
町
、

蹴
即
日
白
戦
が
磁
を

怒
ら並

べ
て
ゐ
る
。

(怠
鈍
は
瞳
官
埴
専
寺
境
内
)

ひ士ベ で合量 、 の胃J 日雪fr-合 く 、 E 

(芯御 食タ き 時

壁品夜曾 E をキ 霊 午+ 一
のにがな滅洲こ 月 ノ日』

洋き 方 し 時 八
~ ~ て ら へ ( 目友 い l土議 そ 赴 重 ( 例舎
~ 勿の任) 第

の 生 し 惑鈎巴l の行 せsf 曾 v o~l wr を ら
幹 を !注れ

開 ん ま

事 お きにす
誘まナ の
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北
海
お
花
回
顧
往

と
盆
な
が
-
一
ラ
ヨ

h
怖

い
つ
し
か
と
時
の
流
れ
に
移
さ
れ
て
我

み
お九
河
も
老
い
と
な
り
に
け
る
か
な

m
附
師
同
一-

向
山
人

位
向
仰
の
臓
に
あ
り
て
臨
蹴
ふ
弼
き
や
さ

忠
す
ら

e

し
き
鋒
良
野
し
の
ぶ

栃
木
勝
大
輪
一
再
海

昨
め
て
そ
とmwけ
ゆ
く
鋭
を
憾
む
れ
ば

ロ
し
忽
や
ま
定
ち

脅
か
宵
〈山
の
町
と
な
り
け
り

京
都
市
西
山
容
人

M
m
p
争
も
蹴
ぜ
よ
と
一
世
ふ
官
酔
の
あ
り

こ
〈

3
1
u
u
a
b

尼
』
引
く
ヲ
位

刻
K
泊
る
時
代
の
安
祭

京
都
市
望
月
久
次
郎

み
お
ろ
へ

く
も

け
さ
説

モ
ら

闘
闘
の
上
た
ゆ
た
ふ
雲
の
今
朝
見
え
ず
径

の
時
れ
つ
つ
越
さ
加
は
る

東
京
市
川
叫
回
初
枝

問W叫
を
こ
め
て
政
り
し
一
献の
砲
に
も

静
ま
ふ
ま
す
ら
を
の
と
も

祭
良
勝
寺
田
定
俗

蜘
…
鮮
よ
り
の
龍
り
し
賦
は
蹴
け
れ
ど
酔

ぷ
ヨ

併
E

仰
に
か
ろ
〈
病
い
え
た
り

・

東
京
旅
結
子

島
墨
込
ぷ
む
の

u
v
，
、

雄
K
し
〈
も

み
い
く
さ
隊
に
乗
組
み
て

‘
-
み

い
づ
こ

フ
色

み

治
は
何
時
仙
の月を
見
る
ら
ん

大
阪
市
山

下

館
お

酔
臨
す
る
郡
に
む
か
へ
ど
榔
島
れ

ど
一
昨

ま
む
霊
山
貯
は
な

し

と
牒
ひ
ぬ

東
京
市
縫
林
貞
子

怠
だ

旬

'
M
E

川
肌
ざ
は
り
ま
ど
か
に
う
れ
し
林
繍
と
り'

昼
、
と
略
伝

少
女
の
ご
と
〈
ほ
ほ
え
み
て
目
見
ぬ

三
富
町
同
大
野
歩
行0・

a
aゆ

U

ほ
ほ
え
み
て
つ
み
と
ら
九
し
か
山
百
合

の
と
の
は
な
ぴ
ら
に
戯
ひ
こ
も
れ
る

京
都
市
掴
島
孝
治
郎

山
内
っ
く
に
の
伽
鋭
そ
恥
り
で
つ
く
づ
く

と
紳
し
い
た
だ
き
ぬ
習
隊
の
略
的
貯
に

朝
鮮
四
国
江

八
年
坊

い
の
ち
あ

生
命
も
て
逢
は
ざ
ら
め
や
も
も
の
の
ふ

曳

F

か
へ

t
n

り
く
し

は
待
て
ど
僚
ら
ず
ト
刃
陵
に
死
ぬ

大
阪
市
部
大
八
一

臨
が
駒
市
に
船
せ
る
搬
ら
も
駿
あ
り
唱

し

あ
ふ
ち
う
じ

3
9

色

く
仰
ぐ
仲
秋
の
月茨

城
脱
伊
臓
は
る

弓
れ

司
令

&

あ
り
が
た
や
護
ひ
持
つ
身
も
し
た
し
み

て
職
へ
つ
つ
き
く
織
主
のを
し
へ

北
海
道
押
野
山
間
秀

た
α
h

諸
島
噛
ぜ

A
J

わ

モ
ゐ
よ

訟
を
想
ふ
切
な
き
我
れ
の
心
ゆ
ゑ
夜
ご

と
の
郵
に
停
職
を
妙
る
ら
ん

東

京

江
崎
孝
殴

能
敏
の
関
川
剛
た
ふ
り
き
り
感
抵
の
瀧
き
機

能
に
出
品
貯
は
ん
町
み
け
ん

一
は
が
き
に
一
回
=
首
以
内
と
し
一

一投
稿
規
定
「
悌
土
」
信
一
腕
部
歌
的
保
串
t

一

一

に
還
る
と
A
.

. 
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菩
薩
美

~ 

の
憧
慢

美
し
さ
は
善
業

i主: ーーーーー
.三週

、

仲
間
対
九
割
臨

、

開
川
山
知
和
地
と
一
昨

っ
て
、
か
ぶ
礼
聴
聞
を
降
は
ず、
関
城
の
や

れ
川
ば
保
て
猷
帰
で
あり
、
倒
的
脚
で
あ
り
、

蹴
砂
で
あ
る
や
う
卦
ひ
な
さ
れ
て
砕

り
ま
す
が
、

黙
し
て
腕
楠の
勤
〈
は
ほ
の
動〈
と
櫛
殴
し
、

m
m蹴
の
馳
は
隊
部
の
臨

ろ
む
ゆ
っ

E

υ
に
レ
ハ
悔
し
ま
レ
し

の
露
出
で
あ
る
と
き

ま
っ
て
厨
り
ま
す
で
せ
号
か
。
私
は
以
下
瞥
ら
〈
、

m
庇
の

九
可
能
勲
腕ち
敵m
m勤
〈
と
一
世
ふ
こ
と
に
除
い
て

、

鍛
っ
て
船
酔
い
と
蹴
ひ
ま
す
。

静
酷い
づ
れ
を
仲
は
ず
、
間
柄
敵
対
の
時
酷
か
ら
は
、

知
て
鍛い
開
中
脱
な
砂

喰
っ
さ
ん
レ
か
急
こ
ん
お
ニ
む
と

Z
〈
巴

W
3

カ
が
波
紋
さ
れ
ま
す
。
然
し
、

既
婚
と
未
憾
と
を
問
は
ず
、
か
L

る
肉
臨
塾
〈則

う
民
生
ヲ
忽

M
F

包
匹目'
y
t
+

う
ね
ん
さ
ハ

げ
つ
ヒ

む
こ
ら

2
1u

ち
容
色
奨
は
、

長
く
も
附
品
々
十
数
年
の
歳
月
を
傑
つ
こ
と
は
酎

雑
で
す
。

一
二
十

誌
や
狩
く
れ
ば
、
収
脚
叫
ん
炉
開
%

の
「械
の
位
はうつ
り
に
け
り
な、
い
た
づ
ら
に

弘
よ
一
』
か

し
η
A
L
V

サ
ヲ

わ
が
身
枇
に
ふ
る
な
が
め
せ
し
ま
に
」
の
古
敵
Jb

偲
ば
れ
、
如
何
に
化
粧
に
憂

訟
お
よ
う
し
と
う

お
く
い

9
2

弓
ま

Z

き
身
を
や
っ
し
で
も
、

な
ほ
治
ひ
っ
か
ぬ
容
姿
の
凋
落
に、

失
唱
し
秘
め
るで

せ
う
。
偽
し
、
明
献
の伽
慨を
降
は
ず
、
開
雌
山
総
雌
に
態
即
さ
れ
る
す
叡

慨
惜
胎
そ
、抑
制
動の
ぷ
に
加
は
さ
う
と
す
る
蜘
副
都
へ
の
桜
山
町
と

、

川
川
山
肌
動

〈
を

際美ザ、、のt世•- ii': 

の

蓄
積
て

古

登

子

代

屋

山
町
ひ
対
む
る
附
別
院
な
慨
騰
と
は

、
鰐位
の
や
艇
を
艇
幽
し
た
齢
砂
な
即
搬
で
あ

り
、
そ
れ

は
俄
ら
に
蹴
慨
を
詐
践

し
て
貯慌
の
お
蹴
勢
な
ど
』
は
銭
〈
飽
き
を

け
だ
か

b
ん
び
ん
弓
ち

也

、
、
、

ε
t
u
u
u

・

異
に
し
た
、
気
高
い
人
口聞
と
な
っ
て
、
内
に
燃
ゆ
る
ま
こ
と
、
と温
か
い
滋
悲

叫
と
が
鱗
炉
、
か
ら
蹴

し
山
町
さ
る
干
も

の
で
あ
り
ま
す
。
腕
ち
h
rは艶
の
範
と
特

す
と
際
協、
脱臨
は
伐
の
餓
ら
沿
い
毅
で
あ
る
こ
と
に
は
づ
か
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

こ
の
山
川
椴
勲
の
瞬
き
こ
そ
は

、

紙
器
開
問
対
の
普
加
な
ぐ

、

川
蹴
とし
て
慨
ぽ

い

も
慨
燃
の
憾
と
な
す
べ
き
で
あ
り
ま

す
が
、
践
に
百
陪
幣
鶴
一
が
を
留
め
て

、

一

山
仰
は
枇
椴
日
野
賊
ち
ね
ず
臨
勤
〈
へ
の
磁
い
際
関

こ
そ
、
山
叫
M
U聡
融
の
山
町
一
間
で
な
〈

て

は
な
ら
な
い
説
を
規
融いた
し
齢
い
の
で
す
。

ぷ
2
hk
h

ぷ
9
f
uう
た
-z

よ
ヘ
ラ
一
げ
ん
治
ま
さ
つ

3

ほ
ハ
景

i
p
-
-

一
ヲ

か
の
俳
壇
、

的
帥
刷
協
等
に
依
り
表
現
さ
れ
て
居
る
菩
薩
美

、

鄭
母
マ
リ

ヤ
等
の

龍
艇
を
避
し

て
腿
き
即
さ
れ
て
同
町
ろ
製
部
な
る

姫
限
帯
黙
の
献
に
は

、

戦
献
の



~岨-

首一一

一
十
嵐
に
し
て
臨
に

、

佐
の
銀
融
甑
備
の
船
僚
に
献
脱
し
て
砕
ら
れ
ま

し
た
し
、

一叫
抑
制
の
縦
僻
の
酔
民
に
は

、

飢
同
世
恥
除
問間
際、
ル
倍
強
が
腕
縦
と
叩
附
い
て
枠
っ
た

一ら
う
と
邸
は
れ
ま
す
。
ル
町
の
慨
か
し
い
靴
搬
勲
は

、

献
に
は
能
郡
山
川

の
怖
に
も

一
み
い
だ

ζ
と

わ
串
認

し

ぜ
い
れ

ω
色
ラ

ち
定

A
-

一
花

一
見
出
さ
れ
る
事
も
あ
り
、
或
は
名
も
な
き
市
井
の
ん
の
中
に
も
間
々
見
出
さ
れ

一
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が

、

税
の
時
い
蝕
蹴
を
混
じ
て

、

指
封
に
鰍
椴
勲
を
知
伸

一
し
て
お
は
し
ま
し
た
と
、
臨
れ
針
く
も
鰍
し
ま
つ
り
ま
し
た

の
は
、

一
開
酌
沼
町
民
の
砕
掠
艶

と

限
甑
艶
対
原
の
酢
眠
鶴
で
あ
り
ま
し
た

。

特
す
も
か

一
し
こ
い
聴
な
が

ら
、

品
川
臨
り
ま

し

た
蹴
川
町
の
卸
諜
宏

、

件
の
酢
品
加
し
く
獄

し

一
一
静
ま
し

た
治
艇
と
船
曹
は
船
齢
税
の
部
れ
倖
な
い
と
こ
ろ
で
俳
酔
い
ま
す
。

一
明
暗
の
軒
町
、

孤
島
鴨
川
の
勲
、

同
開
猷
かの帯、
船
義
的
統
制
問
伊
的
ら
ゆ
る

一
勲の
叡縦
を
概す
る
執は
、

こ
れ
ら
服て
に
mmり
た
る
、

郵
備
特
の
郵
僻
た
る

一
ぺ
き
刈
蹴
の
村
に

、

勲
を
野
叫
す
」
と
に
閣
制
も
腿
い
腿
慨
を
持
つ
が
都
慌
で
あ

一り
ま
す
。
ラ
フ
ェ
ー
ル
の
僻
艇
や
伊
ら
な
い
滋
も
、
脱
に
磁
作
つ
脈
問
な
部
殿

一
一
知
府
の
村
に
も

、

あ
る
ひ
は
し
払
叫
に
峨
宇
和
つ

、

つ
L
ま
し
や
か
な
和
刊
一
足
の

一餓
誠
に
も
、
靴
m
m勤
〈
の
れ
蹴
を
野
附
す
こ
と
が

め
り
ま
す
で
せ
う
。
澱
和
制
伯
母

一
二
狩
戟
叫
に
鶴
む
事
院
轄
の
村
に

、

m
m版
元
の
恥
w
m
h
裂
の
儲
っ
て
静
る
り
を
島

一蹴
し
て
併
し
帯
み
酢
い
や
う
な
悦
静
ち
に
な
る
と
と
も
あ
り
ま
す

で
せ
う
。

一

-

n
院
や
ま
く
ち
色

E
b

怠
広

一

勝
こ
そ
深
山
が
く
れ
の
朽
木
沿
れ
む
は
犯
に
な
さ
ば
な
り
な
ん

一
と
か
時
弘r蹴
慣
は、
臥
一
協
な
い
械
の
対
持
に
離
さ
や

一町
議
さ
れ
た
階
、

総

一
…
腕
島
都
と
し
て
蹴
っ
て
砕
り
ま
す

。

こ
の
は
織
へ
と
そ
は
館
駅
な
慨
鰍

M
U協を
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P
M陣
窃
色
刀
告
と
ヒ

管
ん
で
行
か
う
と
する
お
に
と
っ
て
は、
最
も
対
切
な
こ
と
で
あ
り
ま
し

て
、

持
除
か
ら
こ
そ
、

僻
裂の
や酷
叩
明
白
旗
歯
し
た

、

…
民
間
帯
な
ん
即
刻
も
鵠
れ
山
町
る
も

‘

2t，
、

Z
L

ぽ
ゅ
よ

し
今

ふ
》

Z

の
で
あ
り
ま
す
。
俗
に
、

川
町三
似
七
と
呼
ば
れ
る
や
う
冷
醜
婦
で
き
へ
も
、

川

-

何

h
a
u
ιを

も
し
弓
也
ん
し
た
よ
と
く
ま
う

の
悦
食
器
き
つ
け
な
い
で
は

置
か
な
い
魅
力
を
持
ち
、

袋
入
の
慕
ひ
寄
る
徳
望

を
な
ゐ
》
と

グ
フ
守
弘
己
と

尚
も

あ
と
怠

れ
じ

こ
う
せ
い
ひ
と

を
航、

へ
て
骨
る
い
ん
が
、

州
配
し
て
齢
〈
な
い
感
影
監
ひ
合
は
す
時
、
私
ば
後
枇
い
ん

の
抑
制
傑
に
僻
っ
て
榔
き
即
さ
れ
た
隣
世

、

お
郎黙
の仰
剛
附
伽
が
繰
り
に
野
間
切
に
世

ぎ
は
し
ま
い
か
と
さ
へ
蹴
ひ
ま
す
。

F
r伊
都
干
の
艇
に

，

鍛
鋭
や
御
併
な
れ
ど
酷
世

b
T貯
は
野
間
切
に
お
は
す
都

u
r抵
か
な

と
す
山
の
が
あ
っ
た
ゃ
う
で
す
が
「
御
僻
な
れ
ど
」
と
あ
り
ま
す
の
は

、

僻

様
だ
が
な
ほ
勤
〈賊
に
お悔
し
ま
す
と
卦ふ剛山
砕
か
、
そ
れ
と
も
、
帯
殿
で
お
は

し
ま
す
こ
と
に
慨
す
る

部
隅
の
轍酔
で
ある
か
、

艇
ら
〈
は
併
棋
の
訴
は

、

能

棋
に
あ
る
の
だ
ら
う
と

成
ひ
ま
す
。

帆
仰い
げ恥
貯
は
、持酔
烈
か
ら
貯
て
も
伊
ひ

凶Z
W

ぴ
，

だ
ん
し
し

立
ち
か
ら
申
し
て
も
、

或
は
m
m怖
の
美
男
子
で
あ
っ
た
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
そ

し

て
耕
静の
臨
川町と
し
て
、

は
抗
持
に
シ
ン
メ
ト

リ
カ
ル
丘
町
四
封

な
献
m
m
a勢
を

即
断Wし
て
酔
ら
れ
た
も
の
だ
ら
う
と
も
蹴
ひ
ま
す
が

、

山
町
端
臨
時
服
店
に
と
り
ま

.

し
て
は

「腕
と
そ
勝
時
が
〈
れ
の
桜
ね
な
れ
」

の
や
う
に
、

叫
が
けみ
つ
で
憾

に
も
併
に
也
な
り

、

砕
み
伊
〈
吋
軌跡
栴
鵬
ち
静
聴
鍛
の
ん
ヂ
説
に

よ
っ
て
、

訴
膨
の

擦
な
も
慨
へ、
持
密
接
備
の
議
2

勝
し
静
ま
す
こ
と
は

、

ど
ん
な

に
』
川
町
い
娩
献
と
な
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん

。

山w部
に
慨
とかし
て
均
一
n隠
勤
〈
へ
の

関
慨
を
仲
酷
似
す
る
や
う

M
U
V
け
ゃ
う
で
は
あ
り
ま
せ
んか
。
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出
品
側
同
州蹴
闘か
ら
開
封
仰
さ
れた
験
開
臨
儲
鍛
「凶

仰
向
山
』
山

川砂
蹴」
を
秘
は
二
関
加
持

し
て
ゐ
る
。

一
械

は
そ
の
都
昨
「間
判
ご
や
~郡
じ
て
芯
持
し
た
も
の
で

、

和
総
際
匙
の
般
に
勝
け
ら
れ
て

、

出
仇
と
持
に
部
僻
附

底
抗
桐
山

t
a

o

慕
の
念
い
よ
/

\
深
い
も
の
が
あ
る
。

龍
叫
加
は
愉
偵
の
お

b
w僻
に
麟
ん
で
、

悌
協
な
縦
蹴

し
た
島

り

伊
一
読

に
で
も
仕
士
て
L

貨
は
う
か
と
も
考
へ
た
の
で
お
っ

た
が
、

そ
ん
な
ポ
蹴
に
対
し

た
蹴
府
もな〈
、

h
xつ

z

ν
t
n

匂

寸
フ

訟
を
あ
り
も
立

し
令
し

h
b
u
E

さ

不
純
な
私
は
紙
同
有
ム
ロ
せ
の
色
紙
阪
叫
に
納
め
て

、

っ

こ
ん
と
る

い
今
配
ま
で
そ
の
ま
与

に
な
っ
て
ゐ
る
。

ー- ç'

殻ら

藤

月完ぬ を

野滋

と
こ
ろ
が
いげつ
と
は
な
し

に
艇
の
蹴貯の
縦
や
-
昨

け
た
臨
腕
のその
蝕
併
問
慨
が

、

は
山
崎
の
鰍
腕
に
は
い

ヴ
??
山り
のも

の
だ
と
臥
ぜ
ら
れ
る
や
う
に
な
っ

て

貯
て、
併
で
は
蝦
っ
て
千
宇
な
も
の
を
雌
へ
な
く
て

よ
か
っ
た
と
純
は
嵩

ん
で
ゐ
る
。

'

己
k
u
~

《

九似
た

a
'
ち
レ
肘
勾
憎
め
ん
辺
広

MF
ゐ
り
き
ゅ
味
、
し

一
昨
年
の
忍
に
、

営
地
正
安
寺
の
永
弁
立
荻
附
か

ら
れ
仰
は
ま
た

こ
の
「出
燃
山4
m
m
w
隊
」
を
膿
献
し
た
。

そ
し
て
そ
の
ま
L
対
慨
に
馳
ヴ
て
酢
い
た
の
で
あ
っ

ζ

と
レ
定
一

"
E

h屯し

C

ひ
と
り

た
が
、

今
年
の
宥
た
ま
/

\
私
の
教
へ
子
の
)
人
か

ら
位m
w蜘
を
献
ら
れ
た
の
で
、

れ
仰
は
斡
援
こ
れ
に
二

関
取
の
は
品
川
川
伽
脱
な
た
れ
て
二
…
協
の
昨
馳
に
砂

け
る

こ
と
を
腕
ひ
附
い
た
。
信
除
の
蝕
緋
船
は
ポ
脱
で

、
怖

紙
P
の
も
の
で
あ
っ
た
が
、
ね
ん
酔
り

よ
く
俳
村
口
っ

た
。

1 

a
じ
さ

か

い
わ
か

そ
こ

で
私
は
雌
め
て
斯
う
云
ふ
こ
と
が
分
っ
た
の

で
あ
る
。

梢
併
せ
の
位
糾
般
に

M
M川
の
働
総
を
は
め

て
島
て
、

そ
れ
が
よ
く
誕
併し
た
の
は
川
即
し
て
縦
酌

批
の
苧
憾
で
も
な
く

、

そ
の
他
糾
船
の
腕
臓
や
館
館

z
nん
也
-
ヲ
U

F

じ
い
h
q

の
せ
い
で
も
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
関
融
無
磁
の
上

川
仙
の
蹴
棋
は
そ
の
時
酔
の
あ
ら
ゆ
る
恥
側
と
郡
和

し

t
e
h
n
b

p
唱
し

給
ふ
こ

と
を
私
は
激
へ
ら
れ
た
の
で
あ
っ
た。

践
に
N
1
J
と
つ
れ
町

は
燃し
い
勝
則
をし
て
、
か

つ
醗

a
LZ

知
広
も
の

き
か
っ
喜
ん
だ。
と

い
ふ
の
は
、

同
じ
物
だ
と
ば
か

り
航
じ
て
ゐ
た
こ
の
こ
械
の
伽
仰
い
は

、

m
r紙
に山町
駅

し

て
貯
る
と
封
縦
陣
}
で
は
な
か
っ
た
か
ら
で
あ

ぎ
レ

E
E
L
P
E
S

喝

2
2

る
。

盛
臨
の
艶
に
懸
け
ら
れ
た
ガ
の
は
岳
地
の
鼠
包

が
h
w
h
r

殻
つ
℃
ゐ
る
せ
い
か

、

開
制
し
た
体
船
艇
の

ど

ζ
a
m

ゑ

だ
凶
は

ふ
代
u
f

A，
一

T
2

何
回
胞か
に
智
恵
第
一
の
松
山
然
坊
とい
っ
た
鋭
い
と
こ

ろ
仙
川町

主
マ
ナず
み
レ

A，
、

L
」
ヨウ

ろ
が
綴
は
れ
る
。
た
ピ
務
訟
の
一
色
に
統
一
さ

れ

て
、
音
は
う
や
う
な
き
か
官
蹴
の
村
に
部

い
船
酔
の
伽

/ 



野
か
う
ち
慨
が
れ
る
の
で
あ
っ
た

。

山
町
は
悲
し
い
龍
山
ー
か
ら
臨
舶の
出燃
凶一店
慨を
駒

山
町して
そ
れ
ん
\

の
戦
聴
に
蹴

げ
ら
れ
た
時
じ

砂
蹴
を
臨
時
へ
て

み
た
。
そ
し
て
、
掠
叡
抑
制
働
俳

慨
の
もの
は
む
し
ろ
献
棋
に
越

え

艶
…
別
館
斡
腔
臓
の
邸
側

此

同州
政
慨
の
そ
れ
に
は
能
棋
の

お
蹴
き

が
あ
る
こ
と
を
知
った。

そ
れ
脚部
総
は
都
民.

MM川

体
制
民
である
こ
十
五
時
の
搬

に
は
峨ず
二
附
に
政
っ
て
、

m
r

般
に
ゆめる
鰍
艇
に
も
蹴
献
を
脚

必
き
ぬ
こ
と

に
し
て
ゐ
る
。

を.I.. ら ク
以2 よ否喜 ロギ
て り度予ピ フ ツ
そ もニ トジ
の 、 ート の y 

ttし む年記 手品 グ
事E し の記を の
にろ昔宅を へ
淡雪 創ミ に謬t :/ 
頭告 作t な しリ
し にるた イ
Tこ 近主 。 の
話42 い私H:tラ
時u 苦~ (士 、イ
の し 慨5 今注
感主み露T か
説lk'，i とと
を 曜まき い
終k び
生t と

毅 一ーを股一-("

X 

'" 。
Y

帽
、
・s
b

主
包
凶
胴

η
併
を
い
胴

忘
れ
る
こ

と
が
曲
家
な
い。
時
苗穏
を
逃
れ
出
て
、

異

聞伽
に
時
散
し
た
蹴
を
附
め
る
た
め
に
斡

か
な
野
山
川
の

@

来
栄
様

ひ
と

僧
‘

が

ハ
く

ほ
と
り
に
濁
句
作
ま
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
こ
と
が
鍵

( 91 ) 

4訴.;巴 _. タ ザヨ た R'F，..

T 妥結主判 も』
ため 日5 つの /
。 く或t たー納\
つ必官 。 吹2 あ
て要号 がつ
ゐヵ: 私を た
るあ の ・
う つ 」すみそ
もて 内主 れ
に 久宝 にほ

. し 緯官ど
和、 振ぷ k { す
慣とり と で
~に 感土 に
の翠 -tf 関

節きの 瓦 作き
にペ た者与
再ま 1 の ，の

「・
・
酌
併
の克
服に
は
併
山
田
雌
な
船
山〕栴
織
の

館
が
が
ん
甘
か

っ
た
ゃ
う
で
あ
る・

平
山内
の
峨
も
対
的

に
即っ
て
か
ら
九
島
併
は
酢
併
の
ゆ
山
宇
に
践
は
れ

た
織
や磁
の
寸
つ/
\
に
榔
り
匙
ん
で
貯
た

。

ど
ん

な
昨
砂な
撲で
も
酢
例
磁
の
叫
抑
制
山
の
僻

蹴
を
雌
めた

も
の
は
な
か
っ
た
。

帯
、
そ
れ
忍Wる
た
め
に
酌

抗
躍
脚
針い
伊
叩腕を
骨け
な
か
っ
た
。

仙W山間
作
た
れ

た
り
1

膨
ら
れたり
し
た
L
か
-
h
wた
れ
て
や
っ
と

喜
界
に
恕
っ
た
か
と
蹴
ふ
と

J
一
酎
戸
、、ま
た
酌
併
は
も

う

一
酢hwた
れ
て
献し
い
ポ
へ
山
町
掛
け

て
い
っ
た
。

E

ヲ

さ

い
か

一

公
債
買
っ
て
一

た

止

ぜ
ん
ぜ

ん

一

空
前
市
し



た
傷
兵
を
守
り
ま
せ
う

るとやそ
忠、宮 つし
ふ て て
」 もそ

と慌れー
云い気霊 l士宮C
.è.の同雪私ち
ゃ綬3 氏しの
うか一事E
なた務f~ に
美子 いの 宥Z
味みの率き及ま
でが直 し
あこざた
つのを倒か

た男u与l~ ~主主
と (J) -c iJ; 
記念飲宮「 あ
f.trt 1蹴 {椛 る
すだを

け
れ
ど
も
銃
似
獄
協
に
苅
っ
て
か

ら
齢
制
酔
つ
う

ち
に
、

こ
の
秘
の
的
協
に
も
誠
監
似
が
酸
っ
た
。
た

ど
へ
ば
、

器
官
二
千
六
百
制
の
ん
千
続
は
税
に
とって

紫
脳
鯨
弘
明
h
rに
棟
僻
する。
ま
た
税制川
勝
蹴
を
蹴

め
て
か
ら
も
い
つ
の
昨
に
か
ニ
タ
鈍
を
匙
し
た
。

却
も、
こ
れ
偽
の
「
静
鴎
」
を
慌
に
勝

っ
て
能
成

山
町
に
拠
能
を
器
す
る
な
ど
宇
中
酢
般
の
な

い
、

h
w山
間

ホ
ち

んO
ん
い

た
る
呉
下
の
阿
務
部
で
あ
る
こ
と
は
勿論
言
ふ
ま
で
も

な
L
泊
。

.

こ
ん
ど
と
つ
ほ
ん

u
b

-
E
ら
，
、
炉

ら
ら
の

コ
ハ

今
度
突
然
私
が
築
制
問
な
閑
地
に
遣
い
た
こ
と
に
肱

( 82 ) 

『
邸
隙
雌
な
が
蹴
に
恥
い
購

」
「た
と
対
却し〈
瓜
そ
鵬

く
川
選
か
ら
酌
一
加
は
皆
は
れ
た
。

「
駒内
時』だ
と
l
l

陪
酔i
i
m拘
くの
肱
…
淑
郎
な
誌
は
一
ず
っ
た
に
潜
ひ
な

B
3
2
h
h
u

ζ
ん

は
師
走

4

せ
っ
と
く
わ
』

ぃ
。
そ
し

て
脚
段
階
自
分
が
憂
い
附
折
に
宮
ん
ど
過
去

を
蹄
渡
っ
て
貯
る
路
に

、

島
併
で・肋
併
を
昨
酷
だ
と

邸
ふ。
鵬
か
に
掠
倣
弐b
F
M
拘
に
搬
ら
ず
対
艇
の
必

に
昨
叫
附
さ
れ
た
掛
る
時
館
を
俄
つ
戒
を
蹴
微
か
ら
島

抗
はm
wいて
ゐ
た
。

:
:
」

二
十
特
肋
蹴
縦
は
磁
の

一
銭
猷
を
帯読す
る
も
の

だ
と
宇
中弘
知践
で
こ
れ
を
叡
脱
し
た
。

叫

\>Å 一ーーを)Jfl; 

ﾗ 

二
十
特
佐
の
慌
時
、
こ
の
札
判
官

の
劫刈

一命
と
ほ
ピ

開
じ
偽
の
制
献
に
部
酷

し

た
都
駅
び龍
叫
臥して
島

担
U
h
w
k
ν
b

し
ん
こ

く

嶋
崎，
、

て
も
、

私
は
こ
れ
を
私
自
身
の
告
白
、
だ
と
し
て、

こ

b

，
、

内
、
ど

し
う
凶
芭in

-
P
2
乙
う
と

の
ま
L

一
字
一
旬
と
蹴
も
修
忘
す
る
川
崎
努
を

z認
め
な

い
の
で
あ
る
。

ほ
ん
や
く
よ
宅
デ

こ
の
際
議
が
世
に
出
国る
こ
と
に
な
っ
た
ω
ば
会
〈

開
織の
知
識や
何
回
鰐
献
血
町
の
減
引
な

ら
ぬ
航
艇と
服

代
ん

た
ま
も
の
ま
ヲ
し
吃

A
ほ
心
さ
ヨ

娩
の
賜
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
が

、

同
氏
の
鏑
何
加

酔
か

の
限
鍛
総
の
仲
除
か
に
、

僻
停
の
部か慨か
の

院 一一一一ー

で

園
を
守
つ

l( 

ま
や
・

ρ

を
L

》
と

て
、

ま
.
た
円
十
い
と
云
っ
て
惜

ん
で
く
れ
る
い
ん
よ
り

も
、

山
山
の
倖
め
に
む
し
ろ
説
ん
で
ル
れ
た
対
掛
や
ゆ

加
の
戒
が
翻
か
に
鈍
か
っ
た

。

村
に
は
出
樹
脂
ド
山
下
位

を
仙
附
い
た
鮮
が
す
る
な
乙

L
同
川
勝
競
り
に
務
ま
し
が

っ
て
、
字
削
宏
容
性
し
た
酔
刈
の
掠

帝
都僻
さ
へ
あ

っ
た
偽
で
あ
る
。
批

し

い
つ
も
の
秘
ら
し
い
昨
麟
酔

な
併
麟
に
み
ん
な
が
蹴
献

し
て
く
れ
た
の
に
は
、
m

z

り

2
2
2
E

そ
三
つ
の
理
闘
が
あ
る
の
だ
と
思
ふ
。
一
つ
は
、

私

U
F
Z

つ
凶
引
き
い

し

ろ
と
今
ま

よ

の
や
う
な
男
が
覚
に
妻
子
を
路
頭
に
迷
は
せ
る
こ
と

だ
け
は
し
な
い
で
、

強
み
た
り
に
も
閣
総
の
除
く
朝

礼
い

お
と
n

っ
と
あ
と
か
く

宮

齢
ま
で
大
人
し

く
勤
ゆ
上
げ
た
の
は
、
兎
も
角
貸
め

く
ち

だ

い

て
や
っ
て
い
L

こ
と
だ
と
、
口

に
出
し

て
こ
そ
雷
は

な
い
が
、

鵡
欝
品
名
械
を
蹴
じ

た
か
ら
に
潜

ひ
な
い
。

も
う
J
1つは
、

こ
れ
は
配
く
M
m艇
の
対
法
だ
け
で

は
あ
ら
う
が
、

蹴
附
酬
の
慨
に
寸
つ
静
聴
鰐
仰
が
附
臨

￡
-

n
記
しν
μ
M
L

や

し

て
ゐ
る
の
げ
た
。
開
削
ち
私
が
こ
れ
か
ら
何
か
治
る

だ



.1 

• 

ぉ
‘

a
s

唱a
h丞
ヨ

ら
う
と
思
っ
て
ゐ
て
く
れ
る
の
で
あ
る
。
私

の
挨
拶

慨
を
駒
郡
し
た
誠
川
嵐
に
慨
し
て
協
が
鶴
い
姑
訟
を

b
i
M
M

ヨ
ヲ
也
監
ヒ
ハ
ハ
吃

感
じ
た
と
同
時
に
、
さ
う
し
た
期
待
を
掘
い
て
く
れ

る
配
地
位
ず
州
艇

の
対
地
の
献
に
総

は
慌
川
町
の
創
に
骨
へ
な
い
も
の

が
あ
る
。

殻一一

x 

邸
酔
械
は
慨
は
し
い
艇
酔
か

ら
は
m
m
挺
さ
れ
た
。
こ
れ
か
ら
、

加
併
の
掠
詐
を
続
へ
て
さ
へ
島
町

れ
ば
貯
づ
→
瀦
り
の
斡
刷
出
の
酌

む
と
い
っ
た
識
で
も
あ
る

。

舵

し
叫
仰
が
陳
謝
鯨
一
蹴
を
明
暗
い
た

の
は
、
加に
伊
きな
脇磁
をし

た
い
と
か
、
概
し
い
御
前
艇
を
縦

め
た
い
と
い
ふ
や
う
な
嚇
麟
な

麟
酔
か
ら
で
は
な
か
っ
た
の
で

也

つ

い
さ

an

あ
る
@
貿
を
一吉田
へ
ば、
た
H
A紘

抵
の
総
選
m
m
昨
の
脱
獄
に
伊
藤
を
儲
せ
て
ゆ
け
な
い

の
で
あ
る
。

都
蔀
と
か
間
観
と
か
に
勝
っ
て
伺
っ
た

体
献
と
山
町
邸
と
の
蹴
酔
鮮
に
砂
へ
ら
れ
な
ぐ
な
っ
た

す
に
渇
ぎ
な
い
の
だ
か
ら
。

が
そ
れ
は
撃
も
向
、
秘
は
訴
に欝い
艇
を
鵬
帯
て

, 

.~ヨ
o 

u
u
-

s
a
vむ
う
へ
也
か
ん

ヨ

へ

た
の
だ
あ
む
。

私
が
気
持
の
上
に
も
、
時
間
の
上
に

よ
ゆ

ヲ

え
ま
ち
が

も

、
徐
裕
を
得
てゐ
る
こ
と
だ
け
は
間
準
ひ
な
い.

そ
し
て
慨
か
し
ら
械
に
滞
陣
し
た
こ
と
を
胤
ゐ
な
け

ば
冷
ら
沿
い

一
蹴
勝
に
際
齢
し
て
ゐ
る

の
で
あ
る
@

。
詑υ
D
K
M

き
う
だ
私
は
府
な
り
に
、
か
ね
ん
\
」
つ

.

の
創作

慨
を

撤
い
て
ゐ
た
の
で
は
な
か
っ
た
か
@

を股( 3S ) 

x 

い
ま
岬
ゆ
だ
包
阜

E・

今
こ
そ
そ
れ
を
果
す
べ
き
機
曾
で
は
な
い
の
か
。

税
は
も
っ
と
f
I
滋
縦
民
ぽ
に
馳
鈍
し
た
か
っ
た
の

だ
。肢

は
仙
の
い
み

じ

ぎ
酷
蹴
のhr獄
に
践
に
/
\
瀦〈

h
w概
し
た
か
っ
た
か
ら
な
の
で
あ
る
。
た
E

悦
し
、

銃
併
の
郎
副
政
ザ
遡

る
秘
の
即
時
は
こ
れ
ま
で
あ
ま
aヲ

に
も
昔
日
月
と
し
て

、

滋
聡
ば
かし
貸
っ
て
砕
た
。

m
m
よ
り
も
税
嬬
き
船
艇
の
執
は
鵬
山
内
側
四
都
品
九
件
く
鎚
僻

を
市
ず
るこ
と
か
ら
山
町

酪
さ
な
〈ては
な
ら
な
い
の

と感i^: i!. 
とつだ
はでか
な居ゐら
し、て ， 、

のも私E
で、の

あそ家た
るれの
u ら 号室

。ミ~ _r:;;,.; 
しに
で上告

智伊
ぎ仰
る影と
と:Ò~
L 、 二二

ふ聴、

ハ
橋
本
職
高
壷
)



-、
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一
日
ん
の
ζ
っ
た
お
鰐
さ
ん
の
黙
小
野
佐
世
男

一

担

必
宇

レ

Z
2
9

叫肌慨
側
?の
鰍山
川
蜘
晶

、

械
が
の
心は
制
限
の
御
敬
へ
の
中
に
も

あ
り
在

し
た
。

務一一土t晃策ー一 室

2雪 印工
面席。ミ
罫i 崖守

暑の〈
へ 3図P
生 面0;，こ
L. "もん

だ 桓2

山
崎

議
日

企会ぜ
ニ表Aラ

話k

(
制
加
駒
山

川V

社
に何
が
い

』‘

あ
る
叫
川
町
官
官
に
苅
っ

た
載
が、
蹴り

が
甑
燃
と
し
て
臨
で
限
れ
て
ゐ
る
の
に

鮮
が
つ
い
てソ
ヲ
ト
対日
引
を
中
ん
で
帯

,L て ー 封、 ね
や | 云い す香E 汚主 | ま
る | ひるいい I . し
の 何iJfé まと L ぢねた
がも し女2 のやえ
一云ハ た中E かな君主
審J:'l は 。 t士 5 wll~ ぃ
で ず グヘ治通こ
すに Y てねこ
わ他よ ト 《。の
。店モ 館主 れせ半l}~
に をなめ湿り
い ひいて場ぼ
ら そか何E も
つめだ臨

ハ
埼
玉

-
q

生
)

大

あ
ん
曳
ラ
ら
ん

t
aラ

暗
中
の
大
観
闘

人E
ti. 君主
か の
り家2
:6~ Iこ
し否反ζ

'てる
ゐ 途と
た中雪
ので
きね
。、

暗主 黒主
〈 山Z
て ゆ
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-cヤ
告 y

き (
た 打う
ヲち
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ん
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稽f

古ニ

'
を
ぎ
原
賢
次

大f
乗ト 」

建1の -z億7

u、

ーー・ち

JLt';_; 設三

浮一一土娯祭一一室
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きイイ 士了
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し イア担と
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二 2 震2 時 一
し ρ在神h
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き< ''_': Vg"""{WI 
もれ ... r/;,J-;\ 
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いて ーJ
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対
晦空
白 湯川

の

IJI 璽と
崎 積層

養 護;

9
yヲ
ぷ

γ
。

「
お
父
ち
ゃ
ん
は
朝
か
ら

、

と

と

に
ゐ
る
ん
だ
ヨ
・

・

ホ
ラ
ネ
・
・
・
・
」

は生ま
常Z活さ
に は
朗府高文
ら 平交
泊、 l と
l と 、 乙

μ企主

わ
か

た
加

よ
〈

は
判
ら
な
か
っ
た
が
、

こ
れ
は
大

監h
T
」
と
が
あ
る
に
潜
ひ
な
い
と
蹴

っ

て
、
僚
も
設
い
で
そ
の
艇
の
戒
に
仲

っ

て
み
た
の
き
。

艇
の
日
刊
か
ら
臨
引
と
詑

酷
の
細
川
り
が
も
れ
て
ゐ
て

、

鈍
か
ら
は

抗
六
日
川
の
臨
磁
の
部
執
が

、

ま
さ
に
〈

“
ぬ
い
ら
ん
と
う
ま
っ
さ
い
督
ヲ

ん
ず
ほ
ぐ
れ
ず
大
飢
闘
の
民
最
中
な
の

が
貯
え
た
。

僚
もハ
ヲ
ト
概
略
き
、

裁
っ

て
仲
っ
て
み
た
ら
ね

、

仲
ん
と
そ
の
家

、

は
挺
鶴
の
部
様
だ
っ
た
の
さ
。

ハ
東
京
・

回

漂

泊
、J

ハ
開凶島
・

A
・

B
・

c

u

信
品
て
も
の
転

昨
ルり
の
幣
脈
皆
さ
ん
が
特し
た
。

ι
o

T
9
 

-

「
あ
の
ム
さ
ん
に
は
弱
り
ま
し

た
よ
。
洋

少
、
吃
ハ
も

ι

い
ど
こ
。

般
向
を
一
文
も
入
れ
ず
に
何
廃
か
に
引

き
睦し
て
し
ま
っ
た
の
で
す
か
ら
ね
。

や
今
守
、

だ
が
せ
め
て
も
の
こ

と
は
、
そ
の
洋
限

付
を一説
まけ
て
お
い
た
の
で

、
ま
あ
そ

れ
だ
け
慌
を付引
けし
た
わ
け
で
す
が
一e , 
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矢
持
村

の

本日お

倫i

l…l叩，川剛山…

• 

共
同
販

責
店

の

出
来
る
ま
で

同
ん

r
c
ν

ヘ
け

ん

今
僚
は
、

私
は
、

一
一一貫
鰍
を
ま

っ

し
ろ

rn
ゃ
ま
だ
し

わ
っ
て
、
津
市
と
宇
治
山
岡
市
と

で
、

帯
新
僻
配
に
眠
献
す
る
酢
総
齢
を
静
齢
す
る
こ
と
が
即
日
府
ま
し
た
。

，
i
i
M
之
《
室
内

t
n
-
J

て
同
こ
く
也
ん
と
だ
い
句
今
見
切

ラ

ヘ

都
臨
制
の
劇
寄
は
、

商
閣
の
前
訟
に
鎖
し

て
軍
大
こ
の
上
も
な
い
こ
と
で

あ
り
ま
す
が、
航
齢
制
が
う
ま
く
作
く
か
ど
う
か
の
郡
勝
は

、

勝
が
に
お
い

て
、
帝都
総
叡
が
う
ま
〈
伊
〈
か
ど
う
か
と
い
ふ

ゆ
併
な
附配
が、
こ
れ
を

が
円
相
す
る
だ
ら
う
と

告
は
れ
て
を
り
ま
す
。

そ
こ
で、
こ
の
三
宮慨
を
臨
ん
で
、

排
獄
即
時
慨
に
概
す
る
酔
誕
齢
を
眠
い

沖
ん
か

M
Zん
ニ
，
、1
2
F

た
の
で
あ
り
ま
す
ぷ
、

さ
す
が
こ
の
眠
下
に
は
、
金
図
的
に
も
す
ぐ
れ
た
部

:t曾

谷

文

雄

町
駅
が
す
く
な
〈
な
か
っ

た
の
で
す。
そ
の
村
で
も
、

伊
骨の
白
人
機
械
の
峨臨

酌
と
い
ふ
酔
設
は

、

お
ど
ろ
〈
ベ
き
鯨
齢
を
や
っ
て
あ
る
砂
訟
で
し
た

・

こ
の
械
の
械
的関
脇
昨
さ
ん
は

、

鰍
の
軌
跡
鰍
戦
脚
静
即
た
っ
た
開
山
輔
さ

ん

の
日比で
、

封
殴
峨
械
齢
の
献
齢
践
を
ぞ
っ
て
ゐ
る

M
で
す
が
、

ザバ
除
、昨
紙

齢
の
献
則
前
に
殿
さ
ん
を
肘
八
く

し
た
と
の
こ
と
で
、

雌
臓
の
都
知
は
あ
っ
た

k
E
a
r
h

ゐ
同
i
w
指
色

z
aヲ
い
つ

も
の
の
、

と
て
も
出
服
は
あ
る
ま
い
と
残
念
に
思
っ
て
ゐ
た
と

こ
ろ
、
滋
日

の
鵬、
齢
械
に
仲
っ
て
侍
る
と

、

も
う
麟
酢
さ
ん
は

、

械
の
鉱山
叫
と
献
純
臨

問
問
と
を
つ
れ
て
、

鋭
機
に
つ
い
て
を
り
ま
し
た
。

秘
ど
も
が
、
お
〈
や
み
の箆
散
を
のベて
、

と
品V匙
み
村
の
雌
艇
を
梯
す

「る
おと
帝恨 、

東を
し
7ょ

と
で
す
治、

ら
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と
、
郡
山
叩
の

こ
と
叫
や
う
な
餓
そ
し
て
な
り
ま
す
。
こ
の
椛践
に
し
て
こ

u
ら

n
r
u

主

d
・

5

か
L
め
い

の
柿
ら
り
と、
私
ど
も
は
、

ね
留
に
臨
銘
ふ
か
く
諮
り
ゆめっ
た
こ
と
で
し

た℃
く
る
の
で
す
。

献
臨
の
刈
っ
た
政
蹴
の
ぷ

に
は
桝
搬
が

ま
つ
つ
で
あ
っ
て
館
職
一
ば
ん
械
め
に
苅

っ
た
も
の
は
こ
の
桝
慨
に
紳
醗
慨
を
あ

げ
、
峨
苧
を
う
つ
だ
一
蹴
黙
を

し
て
か

ら
、
叫
問
山

酬
を
酌
射
で
も
っ
て
帝
る
。
鮎
削
仰
を

も
っ
て
貯
て
〈
る
と
こ

ろ
に
は
、

r 
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こ
の
称
離
の
鰍
仰
や
ゆ
り
の
す
戸
、
れ
た

販
は、
h

一
ちペ齢
ベ
て
ゐ
る
と
鴎
り
が
な
い

俄
です
が
、
そ
の
村
で
も
、

鹿
も
蹴
鍬
ふ

M
m怠

h
wく
レ
Lv
n

ぷ
'
y
、
こ

今

か
〈
肢
は
れ
た
の
は、
奨
鹿
野
部
落
の
公

僻
蹴
猷
眠
の
こ
と
で
あ
り
ま

し
た
。

こ
と
は
、
間
服
と
は
骨
ひ
眠
、
お
ど
ろ

〈
こ
と
に
は
、

臨
毘
も
町
七
十
も

、

鵡
も
ゐ
な

い
の
で
す
。
械
の
店
は、
み

た
鍛
を
も
っ

て
ゐ
て
、
島
併
でm附
け
て
欝
服
に
苅
っ
て

、

島
併
で
融
制
仰
の
抗
胤
献
を
部
り

、

即
時
最
を
か

ぞ
え
て
、

酢
併
で
紙

.

R
h乞
か
き
艇
し
て
昨

h 轟轟錦総務議懸殺な誠そY "!事1輔、主記長ふ 1，;~i4l>-. J意義 !ど ‘ tð;:;:義援翠 人E 大選
。の翠描隣濃密務総繋紘一誠!i議総主義講評議議 紛 2l;';~警護 こ k守合

言i魁鰯麟叡鞠FTJJ4 t t宅島
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店主 ?AJ議議難場隣議題誼量轍盤整猿闘機器継機滅 ひ と つ ‘
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J 日E こたて伐かで す閉ま あるうこなた!凶 倣
し 本宮と ? ゐ 人E を 、 手足。逗主 つ時包十とは鰯1 省主 %'1主

るかがが書記b る k~ 知しず は ひた期き ことれ管長 の マヒ
こし出を 出君臨d かのるで 、 ががに 三 はなをチか
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山て号 、、 と 、 と何か店主 また 1 ゐずはーら金主
主主ときぶがい艇にの るた蹴るが 、 臨れ批

息苦ぞん出をかひすこ でめ子ζ と 、 、 まーるを
は何2 ひかな来往にまく. と 笑宮にをのそる三日のう
なのましこたよ し れを ひまp史お 白 これでのでっ
か 苦〈 し 索す とと〈たた 凶1" 話を つい とが こ不ふす す
つもに明Il ま gJE 統号 。 村君い のでたで今ナの正ま
た な 。 らでひ fli1~ .こでた や計官こす日ふ地ちが そ
の し し来くまさのあ Tご う算E と、で上主お こ
でに い る しれ村官るけ でのがあ〆 ものこ で
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箆ゐそ
の突喜こ
あ込こ の
つん公言
たで徳そ
こ 質』日肢
と問E 賢官
をし店主
匁l~ て l :ì:.
Jコ、.

てそど
、この

心Z に」ド
のこう
中まの に
で村E し
幾官の て
度ど 和&生主
も術基 れ
幾T の た
皮ど ポt の
品部か

E の 。

足そ 1臨 私宅
の イ呂2 は
笑ゑら 、

顔E しそ
をいの
つ行宮 結E

-、

〈
り
ま
し
た
。

と
の
野
郎
の
暇
筑
貯
の
前
助
献
は

、
二
千
六
百
入
十
一九
酷
だ
と
か
一号
って

ゐ
ま
し
た
。
だ
か
ら
、
こ
の欝
脱
が
山町h
rる
附献
に
は
、
こ
の
械
の
け
心
叫
引
は

、

こ
の
臨
酢仇…
慨
艶
を
す
べ
て
伽
械
で
酔
っ
て
ゐ
た

の
で
す
。
い
た
、

こ
の
械

J
P
B
に
い
こ
，

L
h
p
e
v

か
っ
し

克
ら

に
耐
臨
の
な
い
こ
と
に
つ
け
込
ん
で
、
こ
の
程
度の物
資
に
、
更
に
う
ん
と

同
蹴
を
か
け
て
野
ば
さ
れ
て
ゐ
た
の
で
す
。

そ
こ
で
械
の
店
対
が
、
儲
か
ら
十
鮒
開
制
川
目
械
に
、
川
河
時
限
献
を
こ

の
椛
に

・っ
〈
る
訓
山
部

v
m附献
し
は
じ
め
ま
し
た
。、そ
の
階、
そ
の
対
開
蹴
献
闘

の
殻

俄
は
酢
併
に
も
た
せ
て
昏
れ
と
特
し
山
山

た
の
は
、
こ

の
械
の
和
儲
さ
ん
だ
っ

た
の
で
す
。

町村儲
さ
ん
と
対
時
限
部
臨
と
で

は
、

す
こ
し
そ
の
防
艇
が
お

か
し
い
。

同

u
p

更
を
を
お
も

、

、
、

b
H

と
冷
く
お
か
ど
誼
ひ
の
申し
出
だ
と
思
ふ
の
で
、
み
ん
な
が
け
げ
ん
な
顔
を

E
J

3

b
ぷ
ん
り

祭
事

'

し

て
ゐ
る
と
、

和
制
さ
ん
は、
ゃ
を
ら
自
分
の
理
惣
宏
の
べ
る
の
で
し

た
G

和
鰍
さ
んは、
酌
併の
熊
慨に
お
い
て
、
そ
の
蛾
間
際
関
臨
を

、

町
千
な

し
の
蹴献
脱
と
し
て
や
っ
て
伊
ぎ

た
い
と
骨
び
ま
し
た
。
こ

の
日
付
僻
さ

ん
の

町
田
一
跡
的
地
に
は
、
み
ん
な

附聞
い
た
叫
が
ふ
さ
が
ら
ぬ
蹴
ひ
を
し
ま
し
た
。

「和
織
さ
ん
も
、

あ
ん
ま
り
伸
蹴
を
知
ら
な
す
ぎ
る
。

」

と
和紙
す
る
も
の
も
あ
り
ま
し
た
・

，

h
E

J
?
a

h

b

d、
ョ

「
和
制
き
ん
、
こ
の
遡
ば
か
り
は
ま
た
別
で
し
て
な
あ
。
」

と
朕
献
す
る
も
の
も
あ
り
ま

し
た
。

だ
が
、
和
備
さ
ん
は
、

-
F附
の
俄
鋭
を
も
っ
て
こ
の
酔
僻
穀
九
五
郎
脱
し
た

主の
でし
た
。
慨し
て
、

一
除
の
脱
ひ
悦
や
、
町
の
炉
い
た
蹴
梢
な
穀
で
は
な

か
っ
た
の
で
す
。

和
僻
さ
ル
は
、
こ
の
砂
較
で
、

副
都
悩
か
と
い
ふ
俄
酢
を
も
っ
て
ゐ
ま
し

E

レ
雪

ラ
守

〈

凶

ゃ
く
め
た

い

た
。

ま
さ
に
、

和
向
さ
ん
に
打
っ
て
つ
け
の
役
昏で
す
。
そ
の
役
貯
に
制
的し

2

レ
R

し
ん
+
乙
ね
が

て
こ
の
和
側
さ
ん
は
ど
こ
ま
で
も
質
剣
で
あ
り
た
い
色
闘
っ
て
ゐ
ま
し
た
。

街
除、
婚
時
臓
部
臨
を
つ
〈
る
に
し
て
も

、

も
し

酢
併
の
郵
持
つ
抑
制
悦
と

い
ふ
こ
と
が
椛
殿
に
拙
併
に
艇
配
し
て
を
る
な
ら
ば
、
こ
の
慨
野
町
で
わ
付
出

b
り

F

咽
-

一
ヲ
り
こ
ぼ
い
亡

率

を
す
る
却
は
な
い
韓で
あ
る
。
も

b

も
資
子
な
し

の
質
問
で
不
正
売
す
る
も

g
ま

一
-

，
、
h

必
b
ah
x
r山
巴

V
S
己

の
が
割
け
れ
ば
そ
れ
は
載化が
ま
だ
/
\
行
渡
っ
て
ゐ
な
い
務
践
で
あ
る
。

3
E

し
レ

E

ま

ち

5

b
z

ん

P認
。
ヴ

さ
し
ち

も
し
も
、
観
撹
が
金
じ
た
場
合
に
は
、
自
分
は
衣
で
も
袈
裟

で
も
、

貿
に

お
い
て
で
も
慨
ひ
を
す
る
つ
も
り
で
あ
る
。
だ
か
ら

、
ど
う

か
酢
併の
龍
般

に
お
い
て
、
こ
の
脈

融
臨
を
やら
そ
て
鴎
ひ
た
に
こ
れ
こ
そ
酌
併

の
都
似

b

レ

管
つ

A，
ヲ

ι，

が
停
き
と
ど
い
て
ゐ
る
か
ど
う
か
を
知
り
う
る
絶
好
の
チ
ヤ

シ

ス
で
あ
る
。

税
制
さ
んの
勝以
に
しC釦
鰍
な
和
離
は
、
つ
ひ
に
、
み
ん
な
の
佐
官
を

畑
町
、
ぇ

、
み
ん
な
の
銃
間交鵬
僻し
て
、
川
河
陣
服
部
服
が
、

税
制
さ
ん
の
路
低

に
お
い
て、

脱
を
ひ
ら
く
こ
と
と
沿
っ
た
の
です
@
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四

だ
が
、

読
錦
邸
に蹴
し
、
加
制
に開削
す
る
践
は
、
械の
ほ叫
が
佐官し
た
ご

と
〈
、
や
は
り
こ
れ
だ
け
は
加
で
あ
り
ま
し
た
。

抑
儲
さ
ん
は、
こ
の
臨
時
限
に開
干
を
お
〈倣り
に、
践
に
-
蹴と
、

概
ば

の
抑制似
に
除
却
を
か
け
玄

し
た
。
こ
れ
まで
の
瓢
慨
都
俗
で
、

こ
の
概
の
店

川
町
は
た
し
か
に
、
僻

の
械
の
店
刈
よ
り
も、
一郎も
一
一蹴
弘、
す
べ
て
の
臨

に
す
守
れ
て
ゐ
るやう
に
蹴ば
れ
ま
し
た
。

そ
の
ぷ
に、
取
に
都
俗
に伊
対

を
か
け
て、
そ
の
締臥
加が越
間
服欝
臨
の
間
同ムげ
に、
ど
ん

な
や
併に破
れ

て
〈
る
か
、
和
僻
さ
ん

は
か
な
り
の
酌
俄
そ
も
っ
て
ゐ
た
の
で
す
が
、

-
戦

貯
の
締
り
に
部鍛
し
て
み
る
と、
問
と、
三
百
五
十
郎
か
ら
の
榔
践
が
川町
て

貯
たの
で
し
た
。

叫肌山
慨
をこつ
と
っ
て、
-
つ
抗
だ
け蹴
黙
をつ
け
て
帝
る
な
ど
と
い
ふ
都

i，

き
た
う

包
ん

は
な
か
っ
た
か
も
知
れ
な
い
が
、

砂
楠
帽を
ご
町
か
つ
て
〈
る
の
に
、

そ
れ
を

酌
併で
部
筑す
る
〕
り
であっ
て
島
れ
ば
、
ど
う
し

て
も
掛
け
放
が
つ
よ
〈
な

1
.

，
、5
・2

に
ん
w
れ
の

っ
て
府
る
のが
川
憾
で
せ
う

。
そ
の
人

情
が
づ
も
り

つ
も
っ
て
、

一二
百
五
十

蹴
の
鵬
抵
を
配
ん
だ
も
の
と
肢
は
れ
ま
す
。

J

そ
の
艇
蹴を、
耕
一僻さ
ん
が
ど
うし
之
?
μ
附
し
た
か
。

動
斡
や
刊
仰
を
践

に
お
いた
か
ど
う
か。
そ
の
販
は
き
与
も
ら
し
ま
し
た
が
、
そ

の
訟
筑
貯
も
、

ま
た
和僻
さ
ん
は
、
ど
う
し
て
も
こ
の
撚
開
腕時臨
を
酢
併
の
龍
俄
に
おい

て
や
ら
ぜ
て
鴎
ひ
た
い
と
卦
騰
し
ま
し
た
。

械
の
M
M
m
は

iー
ま
た
和織
さ
ん
に
榔慌
をか
け
て
は
櫛
酢
ま
な
い
か
ら
、

や
は
り
廊
干
を
お
い
た
部
臨
にして
は
と
村山町ま
し
た
が
、
和
僻
さん
は
ど

う
し

て
も
砕き
ま
せ
ん
。

こ
の
艇
蹴は、
即
時する
に
、

酌
併の
秘似
の
放
の和
慰
を乱s
h
r
し
て
ゐ
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る
@
こ
の
鵬
擬
の
断
て
こ
な
い
や
う
な
場
開
蹴
献
庇
が
昨
熱
る
ま
で

、

ど
う

し
て
も
伊
か
ね
ば
な
ら
ぬ
。
銀
鱗
の
時

間跡
で
は
な
い
。

都
似の
慨
臨
で
あ
り
、

慨
靴
の
聞
配
で
あ
る
。
こ
の
隙
膨
が
鮮
側

で
き
ぬ
と
あ
れ
ば
、
九

V
M引
は
郡
俗

的
げ殿も
や
め
る
。
h
v織
も
や
め
る
。

さ
う
し
た
町
村
山
附
さ
ん
の
糊
加

に
、
械の
店
川
町
は
お
さ
れ
て
古
ひ
ま
し
た

。

そ
し
て
、
も
う
一
戦
、

和
紙
さ
ん
に
体
獄
般
を
お
臓
ひ
す
る
こ
と

与
し
ま

し
た
・
諜
さ
ん
は
、
を
く
懇
に
除
却
を
か
け
て
、
撃
の
な
い

際

慌
の
冷
・
旦
伊
き
を
じ
っ
と
ま
同
め
て
ゐ
ま
し
た
・

抗
貯
は、
話酔
な
戯
織
が
あ
が
り
さ
う
に
蹴
へ
ま
し
た

。

械
の
ばJ
mもみ

&
島町
附
即
時
の
齢
貯
を
も
っ
て
域
防
限
献
既
に
山
町

h
ku
い
た
し
ま
し
た
。

だ
が
そ
の
続
酔
の
栽
に
は
や
は
り
三
十
五
回
の
鵬
践
が
昨
て
き
た
の
で
す
。

-・・M・・E岡..酬明"筒却.._.剛剛断固則樹・開網棚11 ......・・''''剛.‘細則岬.刷・a・・R・・・・

王

「
こ
の
溜
ば
か
り
は
郎
た
わ
い

。
」

械
の
沼
川
引
は
、
み
な
さ
う
蹴
ひ
は
じ
め
ま

し
た
。

，
た
が、
.
税
制
さ
ん
は
姑

部
し
な
か
っ
た
。
コ
百
五
十
蹴
が三十
五
郎
と
俳
っ
た
。
そ
の
こ
と
が
臨
に

、

そ
れ
ど
け
械
川
崎

の
鰍
献の
陣
民
を
鍛
っ
て
ゐ
る
の
で
あ
弓
紳
僻
さ
ん
は
さ

う
航
じ
ま
し
た
・
そ
し
て
却
の
筑
に
は
、
こ

の
三
十
五
一
郎
を
も
鰍
僻

し
て
み

せ
る
静静
佐
み
を
も
っ
て
賎
に
鰍
一
一
一
統
酢
の
偲
都
を
特

し
山
町
た
の
で
し
た
。

慨
の
必
川
は
、
こ
の
和
備
さ
ん
に

、
こ
の
ぷの
滋
献
を
か
け
る
に
政

び
な

い
蹴
ひ
を
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
耕

一概
さ
ん
の
関
空
μ
F
3
に
も
す
る
こ
と

:

!

t

t

z
t
t
 

が
山w
h
r
な
い
こ
と
を
知
っ
て
ゐ
ま
し
た

。

撃
到
な
柑
の
刈k
は
、
ど
う
し
て

よ
い
か
、

議
く
酔
戒
に
〈
れ
た
の
で
し
た
。

そ
の
階、
械
の
府
内叫齢が
、
つ
ひ
に

臨
い
た
の
で
し
た

。

こ
の
叫
何
時
脈

融
臨
に
即
刻
す
る
の
は

、

誌
とし
て
税
ど
も
蹄
店
で
あ
り
ま

す
。
抑
制
ど
も
は
、
醜
い
こ
と
を
し
て
ゐ
る
つ
も
り
は
な
か
っ
た
が
、
ま
だ
ま

だ
酢
臓
が
貯
り
ま
せ
ん
ホ
し
た

。

ま
死
/
\
M
刊
さ
な
較
い
を
慨
へ
砕
れ
な
か

っ
た
の
で
す
@
そ
の
た
め
に
、
神
織
さ
ま
に
、
が
へ
ん
な
体
滋
献
を
か
け
、

ま
た
械
の
足
叫
に
は

、

い
ろ
/
\
砕
い
献
を
か
け
て
ゐ
ま
す

。
こ
ね
除
、
秘

ど
も
m
w
M
た
ち
の
、

酢
般
の
和
肢
か
ら
僻
て
ゐ
た
の
で
す

・

だ
が
、
も
う
よ
く
締
り
ま
し
た
。
も
う
ζ
@
ぷ、
こ
の
対
陣
蹴
猷
庇
に
は
、

一鋭
一
郎の
剛
山
嵐
も
か
け
ま
せ
ん

@

)
つ
ぶ
の
潟
、
一
さ
じ
の

砂
艇
に
も
、

御
し
て
物
鍛
を
う
ど
か
し
ま
せ
ん
.

ど
か
ら
、
ど
う
かh」
の
部
臨
を
、

m
w
M
叫磁
の
躍
低
に
、
お
ゆ
づ
り
鵬n
vた

い
と
、

h
v織
さ
ま
の
と
こ
ろ
に
特
昨
て
ぎ
た
の
で
す

。

町
付
僻
さ
ん
は

、
そ
の
師
竹
山
町
を
は
よ
〈
伊
れ
ま
し
た

。

h
v織
さ
ん
の
織
は
、

税
猷
に蹴
以
き
う
に
ほLゑ
ん
で
ゐ
ま
し
た。
そ
れ
ル
紙
、KT前で
十
二
特

に
な
る
と
か
。
そ
の
服
、
献
に
持
し
た
や
う
に
、
-
臨
」
判
官
の
融
制
時
ち
が
ひ

の
な
い
お
除
な
針
齢
限
配
臨
と
し
て
貯
て
ゐ
る
の
で
す
が

、
そ

の
畿を
き
づ

く
に
つ
い
て、
こ
の
砕
鰍
さ
ん
の
苅
き

-E
航
鋭
の
加
が
、

餓
よ
り
胤
件
対
で
あ

っ
た
と
い
ふ
こ
と
は、
わ
れ
1
f
\M
m斡とし
て
は
、総
践
に
う
れ
し
く
、

蹴

鰍
ふ
かく
蹴
は
れ
て
伝
ら
な
い
の
で
す
@
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JI(: 
柳:

つ
い
て

患
者

西
島

月1-ー

「
附
慨
は
店
献
で
あ
る

L「
僻
献
の
酪
剰
を
俳

ぐ
も

の
は
版
協
で
あ
る
」
「附
慨
は
鰐
郡
部
で
あ
る

」
偵
の・

川
慨を
照
る
も
の
は
、

加
で
も
お
『

む
や
う
に
こ
う
争

っ
て
伊
る
、

能
館、
阪
府、
取
ふ
り
、
こ
う
い

っ
た
離

を
部
む
識では
な
い
が
、

告
は
館
職
な
待
問
問

で
M
Mむ

を
貯詐
め
る
転
にし
て
同
町
る
・

ど
う
部り
敵し
て
み

て
も
和
が瀦

問
慨
を
い
川
の
瞭
院
を
い
ふ
も
の
と
酔
慨し
て
静
た

;

-
B

1

12

4

E
 

山
んA
は
こ
う
し

た
我
政
の
川
柳
に
勤
し

て
ど

う
勤
ふ

柳IC てコν、ーーー・てE 斜 〉

戸
ら
う
か

'

鴎
→hJ
一
伊」
え
ぬ
叫
刊
を
刃
向動
聡

山川
慨
を
刊
献
な
対
鄭
と
蹴
っ
て
ゐ
た
加

川
は
、

こ

の
間
慨
に
配し
て
そ

の
献
離
そ
搬
め
な
い

離
に
はい

〈
ま
い
。

な
る
郡一
酔
に
は
刊
…
平

た

骨
が
鈍
か
っ

た
。

宇
町
内
が
殿
や
加
の
血
置
を
僻
〈
と

オ
.

y
y
コ
をき

/ 

• 

y 

せ
る
加
鍛
含
ず
る
雌
〈

、

店
蹴

に
は
き
た
な
い
一
一
蹴
が
あ
る

、

綜
慌に
そ
れ
が
躍
は
れ
る
。
叩
服

部
をB
に
渡
る、
締
り
お
い
の

情
、問
慨
を
酌
戸
、
へ
U
Jな
も
の
に

鰍
即
断
し
て
し
ま
ふ
、

そ
れ
は
臨

る
の
で
あ
る
。

職
制
と
て
も

慨
ち
り
の
慨
帯
情
酔
の
静
ち

た
ゃ
う

と
い
ふ
や
う
な
欝
蹴
で
も

一
一
一
障
に
な
る
と
ド

ラ
礎
封
き
出
し

け
m
J

の
お
か
し
み
で
も
出
訳し

て
齢
け
る
も
の
で
は
僻

'
a
ι叩伊v

街
孟h町
"

い
。
品
川し
あ
く
ま
で
長
前

酢
な勲
一
宇
和官制する
、

健
い
静
の
酢
を
制
附
す
る

。

n
u

ぜ
ん
"
'
ラ
ヲ
，

、

こ
と
に
私
は
川
柳
は
作
る

も
の
で
鮮〈、
出
ゆ
れ
砕
す

も
の
で
あ
る
と
特
村
骨

っ

て
る
、

Bし
い
店
蹴か
ら

し
也
ん
宅
，
、

b

自
然
に
出
て
来
る
十
七
字

紳w
r'陶n
a
，
・

υ'
陶

そ
れ
が
川
柳
で
あ
る
と
信

'1 

Ot: 
丸f

! 設:新;の 壌f柳:

じ
て
静
る-

M川
慨
は
忠
一
円
で
踏
酷
し
た
も
の
で

、

砂
降吋ノ
干
に

は
い
ろ
/
、、
制
臨が
あ
る
が
、

際
機、
開
瞬、
鰍
艇

こ
う
し

た
出鮮
が
か
ち
て
ゐ
る
。

そ
の
日
刊
に
郵
臨

し

て
山
市
た
山
川
町
酬
も
十
例
そ
の
勝
離
を

う
け
て
ゐ
る
訴
に

館
関さ
れ
た
い
。

配
一
、
概
めて
践
を
と
おぎず
川一に
は
、

事
のな

い
ほ
機
卿
の
砂
っ
た
慨
停
を
依

る
鮮
織
で
宇
を
つ
け

ら
れ
て
は
い
か
ど
か
と
も
思
抑
制
し
て
み
る
。

鶴
間
供向
町
の
砕
和
感
に
答
え
て
、

献
血
駒
劃
町料v
y「mm出
制
~

配
」
を
靴
諦
い
た
し
ま
す
。

蹴
棋に
、
駅齢
α
MU叫に
お
隣ひ
~

し
ま
し
た
と
こ
ろ
、

隣
同
町
は
こ
れ
を

槻
級
住
ら
れ
、
こ
こ
で
限
ム
「

棋
が能
った
わ
け
で
す
が
、

配
的
問
α対
山町の
識
知町は
磁
ず
や
齢{

師向
叡m
vの
昨
縦
殿
を
か
ち
倖
る
と

と
L
位
じ
ま
す
。

縦
郎
碍」F

「間
協
に
つ
いて」
に
あ
る
鵡
り
、

載
都
は町
制
似
品
勧告
粧山
山に
ザ

賠
h
rをも
っ
て
ゐ
ま
す
の
で
、
ド

y
ド
ゾ
俳
鋭
的町刊
さ
る
やう
ザ

お
鵬ひ
い
た
し

ま
す
@
離
船
出
m
Eは
前
部
は
が
き

乙
酬
に一一
一
保ザ

山市
町
ル
と
し

、
「
鱗
-F」航
跡
地V間
側
関
為
て
に
お
渡
り
刊
曲
目
ぃ

。
~

; , 

内ト
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U
Vル
ハ
芳一

一和
歌
註
解
(
四
)

安
西
風
見
承

• 

，~、e

昨
肱
鍛
館
山知
炉
問
川
和
枇rは
即
時の一
偶凱ιき
し
お
きで
た
ば
ポ
艇げ

れ
し
，
が
つ

い

念
僻
を
つ
と
む
べ
し
と
云
ふζ
と
を

あ
み

な íi
lζ {品ぷ

は と
のい

之ふ
とよ
も b
あ外去
し 、 は

か津q
h の
ぬ ， 園L
べの
し

尋
問
意
〕
O
世
θ
臨
の、
「な
に
は
」
の
際
、
世

は
鵬
酔。
O
な
に
は
、
「
鍛

齢
」
と
→
慨
は」と
酔
け
て
ゐ
る
O
あ
し
か
り

酔し
か
り
で
あ
る
が
「酔

く
に

宮
ほ

aヲ

舟u
br

m
w
t

ば

帆
は
と

の
閣
の
難
波
」
そ
受
け
て

「車
メ
り

」
を
留
か
せ
て
ゐ
る
。

蜘
炉
波
は士口
ば

献
の
m
m
u
w

た
っ
た
。

O
ベ
し
、

出
掛。

〔
遇
諜〕
な

旬

、AM

み
低
ぷ
フ
と

z
g

か

hp
L
P

よ

・

尋
問】
ふ

h
b

南
無
阿
鰯
陀
仰
と

開
閉
へ
る
外
は
如
何
な
る
僚の
行
業
も
翻
い

で
ら
ら
う
。

〔
感
想
〕
J
d割
引
…
慨
を

-
慨にし
て

郡
山附ど
ら
九
た
お
縦
で
あ
る
。
こ

の
や
う

な
砂
船っぽ
い
配
械
を
詐
ん
で
総
も
酔
態

鈴
むこ
ら
'

つ
ぽ
〈
悶
え
な
い
と
こ

ろ

が
妙
で
あ
る。

み
ソ
凶
，
、
，
崎

-
-ヲh巳

い
か
に
も
さ
ら

/
\
と

蹴
棋
に
欧
は
れ
て

f

h

v

g

L4
F
 

ゐ
る
で
は
な
い
か
。

秀
れ
た
技
巧
の
た
め

で
あ
る
。
即断苛
一
一

面
酔
の
儲
刷
品川
間な
也N
hwが
め
町

る
ん

O
W
A

り

〈

つ
ま
っ
さ
つ

績
と

し
て
響
い
て
、

理
窟
っ
ぽ
き
を
抹
殺
し
て
ゐ
る
か
ら
で
あ
る
。

と

れ
ば

*
に

ま
-

難
波
で
お

能
み
に
なった
縦
で
き泊。
そ
れ
を
脱
ふと
舵
耽
に
で
般
の
鈍
叫

し
さ
を
蹴
ずる
で
あ
ら
う
。

い
ふ
ま
で
も
な
〈即
時
鉱
山
町
は
み
併

の
材
艇
の

情
で
あ
り
鴻
鵠俄践
の
時
総
で
あ
る
。

そ
の
械
の
併
は
働
し
搬
〈て
俄封
も

和
…
酷
で
あ
る
か
ら
、

都
保
なん
配
線
の
う
ち
に
も
猷
燃
む
を
概
さ
れ
た
の
で

世。内".

あ
る
。〔

参
考
〕
この
縦
は
宝
村
和
一酔鉱
山
部三十
四
階
艇
の
艇
に
も
争
え
て
ゐ

る
。

飯
郡
が
あって
、
と
れ
は
佐
敵
同
出
載が
H
M川
と
田
郡
蹴
t
r臨し
縦
う

虎
時
磁
お
せ
ら
れ
た
四
立
川

政宇
配
聞
の
配、
鵡
蹴
の
航
路
雌
と
い
ふ
御
鰐
の

配
の
が般に
、

M
M
の
鍛で
舘
脇
h
v
-
践
し
そ
の
備
に砕き
つ
け
ら
れ
た
お
縦

て
ん
の
，
也
老

い
年
ん

せ
い
ほ
く

ち
ゃ
う
す
や
ま

s
a
悼

し
ん
也

で
あ
る
と
い
ふ
。

四
天
王
寺
内
門
の
西
北
、
茶
臼
山
の
傍
に
一
心
寺
と
い
ふ

械
が棋
の
が
取な
お
読
があ
る
。

こ
れ
が
そ

の
御
盤
の腕で
あ
っ
て
、

か
の



註敵手H 人 上然法一一一一 餅( 4s ) 

c
h
p

〉
2

μ
蜘
今が
う
《
医

モ
ん
よ
冷
陀
は
虫
干
ら
が
う

御
自
笹
の
制
官
附
蜘
も
今
に
存
し
世
に
難
波
名
鋭
と
い
ふ
の
が
そ
れ
で
あ
る
。

t
f
B
f
 

極
楽
へ
つ
と
め
て
は
や
く
い
で
た
L

ば

身
の
を
は
b

比
は
ま
わ
b

つ
き
な
ん

〔
語
意
〕
O
つ
と
め
て
「開
戦」
と
「
臨
め
て」
の
磁
説
酔
。
o
h
Aの
.

い
か

を
は
り
店
の
脱
鶴
次
併
す

の
は
い
ふ
ま
で
も
な
い
が
、

つ
と
め
て
以
下
を

骨
げ
て「勢
酔、
静
蹴
」
を
響
か
せ
て
ゐ
る
。
判
断
に
「
炉
の
を
は
り

」
か
ら

献
停
を
恥
る
と
「
馬
郡

」
が
裁
判
の
蹴
の
骨
h
rを
叡ん
で
恥
る。
O
な
ん

掛
背
を
帯
鰐
す
る
か
た
ち
。

〔逼
穂
〕
(
持
…r軒
一
昨wで
世
っ
た
な
ら
ば
や
が
そ
弥
一
伊
謄
闘
に
も
ん
伊

き
一
昨
け
る
や
う
に
〉
舷
鍛
へ
と
部
い
う
ち
か
ら
腕
め
て
斡
く

ζ

お
ざ
し
て
銃
悩

般
市
榔
部
ら
な
か
っ
た
な
ら
ば

、

脱
ず
や成
能
蹴
艇
の
川
内
に
は

か
の
み
併の

く
と
ゆ
弓
良
こ

と

ラ

国
へ
と
佐
を
斗
一
れ
る
事
を
得
る
で
あ
ら
う
。

L
'ヲ

a

か
す
ニ
と
ほ
哲
一

〔
感
想
〕
か
の
を
は
り
の
嶋
雷鳥
害
時
帰
ひ
な
が
ら
請
し
て
ゐ
る
と
、

何

と
も
い
へ
な
い
一
陣
附
械
な
艇
や
を
髄
え
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
献
の
際
と

け
、
，
、
，

い
を
よ

う
己
主

同
プ
る
か
ど

ん
や
山
岡
島

よ
〈
似
た
軽
快
き
で
あ
り
、
一
一
唐
心も
聞
む
明
る
い
欣
求
の
調
で
あ
る
。
若

ね
ん

弐
e
c

、

λ
←
も
ち

ろ
ん
忽
い

し

ね
ん
と

も
が
ら
は

い

年
か
ら
平
く
恋
せ
と

い
ふ
の
は
勿
論
「
乃
妥
十
念
」
の
輩
を

排
す
る
こ

ら
『，
U
1ラ
ふ

u
p
u
a
句
よ
て
つ
を
，

旬、

ョ
と
は
白
々

と
で
は
な
い
。
老
少
不
定
は
こ
の
世
の
鍛
則
で
あ
る
。
だ
か
ら
勤
め
て
平
〈

は
加
にb
p識
の
働
併
を
鴎
殺
す
る
と
い

γ
ふ
の
ー
はない
の
で
あ
る
。
し
か
も

こ
の
件
にbぎ
て
あ
る
脚
り
鋭
叫
鳩

町航
い
た
す
べ
き
は
依
偶
数
に
川
町
燃
の
借

2
0

〈

ま
晶
司

と
し
て
現
は
れ
て
来
る
笠で
あ
り
、
さ
う

で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
こ
と
で
あ

る
。

h崎両内~向".酬咽...，.司ご.__....ーア".......可二三f二三J子ごマ~司F 三ナ.司"..，.司f二、~ーナよーテ噌... 岬

‘・-民a

同
じ
〈hr対
一鉱
の
陪
助一口
山
町
て
ゐ
る
。
惜
し
鯨

二
停
の
「
は

し
ふ
も

し
z
V歯
車掌

ぜ
ん
台
。
ラ

n
g
し

ゃ
〈
」
が
「
と
く
と
」
と
な
っ
て
ゐ
る
。
な
ほ
捻
法
集
部
位
二
十
、
仙
回
限
法
的

〔参
考
〕

の

震
は
は
る
け
き
ほ
ど
と
附
き

し
か
どっ
と
め
てい
た
る
と
こ
ろ
なり

け
り

の
艇
と
は
脈
問
怖
が
税
へ
ら
れ
よ

う
。

腕
に
い
へ
ば
こ
れ
は
蹴
蹴
砂
桝

に
も
ゆ

で
、
千
…
拠
能
に
は
桜
町
民M
M川
、
鍬
軒
拠
に
は
千
船
付

w
h併と
し
て
ゐ
る
が
、

除
隊
か
ら
い
っ
て
船
酔
慰
を
砕
る
べ
き
で
あ
る
。

生

花

ー世

回

純著

盛
円、

銃

後

(
支
那
事
盤
戦
歴
復
興
史
)

帥
州兵
緊
藤
村
少
将
閣
下
題
字

情
報
部
商
朕
少
佐
序

四
六
判
・
三
八
八
頁

定
債

一
闘
五
十
銭

行
所
道
史
書
院

愛

¥ 
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古
色
亡
は

'
Uぷ
フ
し
ゐ
口
令

Hv
h
H

ほ
f

ま

で
あ
時
司

ぼ
う

木
谷
注
ん
は
紅
俳
信
者
で
し
た
。
あ
る
日
、
大
熊
に
出
経
つ
〈
絶
望
と
み
え
た

E

ほ

H
a

・日
%
ラ
と
な
拍
ん
ぷ

っ

す
イ
ね
ん
ぷ
つ

f
E
f

時
、
無
動
夢
中
で
個
甘
え
た
浴
念
備
に
よ
っ
て
救
は
れ
ま
し
た
。
-
U念
悌
の
功
徳
は

hw
A

L

吉
た
に

い
ど
位
ら

ね
伽
艇
に
ま
で

U
Aぶ乙
と
を
知
っ
た
・
木
谷3ん
は

、

ぞ
れ
以
後
に
は
、
「
ほ
ん
と
に
腹

こ
こ

ロ
ゐ

ub
フ

・
色、
巴

f
b

e

H
V

の
広
か
ら
子
鉱
怖
を
唱
え
て
暮
せ
る
や
う
に
な

A
Y

ま
し
た
」
左
云
っ
て
ゐ
ま
す
。

U
4
u
r
t

し
ま
だ
い
か
，

P
E

仕
ぐ
か
い
だ
ラ
い
主

L

腔
b
・

と
の
ゐ
制
は
だ
島
山
口

下
に
除
つ
壬
北
海
道
に
行
っ
た
吉
原
自
費
師
が
、
そ
の
土
地

同
レ
ワ
わ

で
聞
い
た
武
訴
で
す
。
(
文
章
在
記
者
〉

ﾗ 

対
協
が
献
の戒に
作
って
し
ま
っ
て
、

恐
慌
はu
r

に
貯
え
て
盤
が
儲
か
く

な
っ
て
貯
た
。
継
っ
て
臓
と

蹴
と
は
侍
蹴
が
グ
ツ
ト
市
っ
て
鵠
ぐ
冷
り

、

あ
の
踏

み
が
す
ぐ
そ
ば
に
ず
ゐ
て
、

い
よ
〈

撃
の

克
明'が
来
る
と
酔
臨
叫

刊
紙
を
配
っ
て
ゐ
る
や
う
な
鮮

.
かし
た
。

「
鈍
の
や
つ
め
は
、
も
日J
対
千
明
磁
の
蹴
ふ
側
さ
に

色

'

U
I

来
て
ゐ
る
の
か
も
知
れ
ね
え
な
・
・・
・
」

と
が
慌
さ
ん
は
蹴
り
一
誌
を
一
対
ひ
な
が

b
、

h
rの
献

に
滋
っ
た
隊
の
鴎
パ
却
を
貯
や
り
な
が
ら

つ
ぶ
や
い

た
。
臓
か
ら鋭ら
せ
て
ゐ
た
鶴
裂
が
、

す
っ
か
り
鵬

に
肘
き
と
ば
さ
れ
て
、
M
T長
年
配
ろ
く
な
っ
た

ﾗ 

ﾗ 

伽15

ら

6
l
u

H
F

さ

'
bp
、
急
号
、

潟
地
一
一
聞
に
陽
が
燦
一K
と
降
り
注
い
で
ゐ
た。

z
h

h
c
E
h
t
t
z

f
f

i
E

民

宗
祖
さ
ん
は
粧
附U
W臨
場
の
ガ
に
劃
昨
が
肘
来
て

訟
を
鋭
い
で
ゐ
た
1い
い
つ
も
な
ら
、

こ
こ
ら
で
→
ぷ

〈
つ
け
て
鴎
刈
と
し
た
慨
を
鵬
め
な
が
ら
寸
仰
み
す

る
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
が、

ん出f
h
r
は
そ
ん
な
鮮
鰐のあ

る
鮮
践に
な
れ
ず、
僻
も
う
戦
と
い
ふ
こ
と
が
似
し

h

n

'

e
M
 

も
誠
に
の
ぼ
っ
て
来
な
か
っ
た
。

持
続
さ
ん
の
離
の
将
は

、

蛇
嬬
で
栴
ち
あ
が
っ
た

字
削
よ
一
m
y

念
用
の
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
そ
れ
よ
り
も
一
一、

一
一
一
昨

献
に
こ
の
訟
を
係
官
い

て
ゐ
た
と
い
ふ
臨
の
こ
と
で

一
慨
が
ん
っ
た
。
十

麟
ω刊
紙
臨が
山
町
た
と
い
ふ

出
向
も
な

か
っ
た
の
に
、
仲
除
か
ら
魁
ひ
匙
ん
だ
の
か
、
し
か



i

・

1
1
4
1
1
1
川
、1
a

』

'
j

も
引
の
や
う
に
対
き
な
鱗
を
貯
た
と
い
ふ
の
で
、
持

続
さ
ん
の
僻
む
部
隊
問
で
も
こ
の
麟
で
持
ち
捗
っ
て

熊 一一

て時幸 ゐ
、 も木a た
明書 、 谷E
朝E 家たき
にの ‘ん
し者意が
た;õ，器:
ら心h を
と甑怒 111""
動t しる

主

め
た
が
、

「
慨
に
さ
、

般
ら
苅
き
k

m
で
も
M
さ
へ
貯
れ
ば
、

伊
お
く
は
蹴
鞍
ら
ん
も
の

よ
。
」と

黙
っ
て
野
け
つ
け
な

企
γ
hk
ろ
ゆ

5

よ

か
っ
た
。
念
用
の
猶
議
の

ヒ

な
ら
な
か
っ
た
こ
と
も
事

艶
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
よ

り
も
が
篠
さ
ん
に
は
酢
般

が
あ
っ
た
。

続
、
」
そ
五
十

を
コ
つ
も
捗
し
た
と
は

-
t

へ、

部
とっ
た
情
づ
か
で
制
臨
時
川
齢
甑
の
臨
献
は

、

位

階
の
部
い
執
に
は
け

っ
し
て
附
け
ぬ
酢
慌
が
あ
っ

ち
だ
か
ら
よ
し
対
艇
に
船
酔
つ
で
も

、

仲
ん
と
か

念一一 働(ﾘ)  

か見p な
後日鴎しら
ろし治、う
の 、 しと

方ぜ目めこい
にのこふ
千献ま般
草花にで依
百醗 31びが
や々t てあ
賀ζ 、と人E つ
錯 し -~ .t，こ
よL!t た人り
Vの岡ま通産
μ.); をら
k( 見みな
が上あい
室主げ周=
な 、 脚色

り 主主宮を

ld 

d 

伊
つ
て
ゐ
る
を
憾
め
る
と
品
川
蹴
の
滋
っ
て
貯
た
た
あ

、

で
も
ら
ろ
う
が、

部
に
ほ
縦
い
鮮
が

し

て
貯
た
。
歎

の
執
が
は
献
し
て
ゐ
る
践
が
貯
え
る
や
う
な
鮮
が

し

と
iu

'

島
丙e
-
h

ん
ぜ

て
な
ら
な
か
っ
た。

や
っ
ぱ
り
年
は
伊
べ
ぬ
、
今
度

か
ら
歎
の
執
の
一
昨
ふ
艇
を
除
い
て
や
ら
う
と

、

す
ま

ぬ
ゃ
う
た
能
慨
に
俳
た
待
問
問
に
な
っ
た

。

戸

慨
を
佐
え
れ
ば
、

智
艇
鰍
慨
が
恥
猷
せ
る
の
だ

が
、

M
γ
h
v

は
保
つ
とhvが
守
れ
てし
ま
ふ
か
も
日
前
れ

な
い
。

そ
れ
で
も
特
く
店
艇
の
酔
え
る
臓
に
伊
き
た

い
と
一
瞬
鶴
念
品
目

い
で
就
い
た
。

隙
が
いLん
で
殿
僻

i

・

8

は
M
Mく
麟
か
で
あ
っ
た
。
能
か
で
あ
る
.
た
け
山
畑
れ
努

が
川
町
し
で
も
ガ
サ
つ
く
と

、

そ
の
蹄
に
ね
銑
さ
ん
は

ゆ
み
ま
・

除
を
こ
ら
し

て
見
守
っ
た・

-
a
健
芯
あ
る
い
怠
怠
憾
む

・木
谷
さ
ん
は
品
店
き
な
が
ら
、

今
ま
で
聞
い
た
穏
の

'
村
で
、
滋
で
艇
に
酢
寄
っ
た
と
い
ふ
識
を
脱
ひ
砕

し

ま
L
P

L
Pら
L
E
-

-
n
h
w
副
本

州
唱しν

や
ま

て
み
た
.

そ
の
い
引
で
勝
大
の
あ
る
巡
査
の
詣
で

、

山

の
殿
で
賂
に
山
町
酔
ひ

、

対
椴
慨
を
減
じ
て

、

樹
齢
勧

み
つ
い
た
ま
L
筏
鹿
に
砂
ち
て
し
ま
ひ

、

際
の
鵡
が

凶
"
はL
PU
E

し

封
角
に
あ
た
っ
て
く
だ
け
死
ん
で
し
ま
っ
た
、

と
い

ふ
酌
難
航
を
邸
ひ
印

し
た
。
そ
し
て
蹴
な
が
ら
鮮
に

沿
っ
た
部
を
脱
ひ
つ
い
た
も
の
だ
と
税
へ
て
伽
悦
に

な
っ
た
。

「
だ
が、

こ
の
蹴
に
は
犠
も
な
い
し

、

路
の
峨
を
く

い
れ
日
か
ど

だ
く
岩
角
さ
も
な
い
な
O
L
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う と
に世絵と
室2 の気象
想号待t が
し 闘寄 っ
てをい
ゐ自b て
た分去 、

のがま
ヵ: 渉~る
可e じで
笑かてそ
しゐの
くる巡重
なや 査さ

っ
た
。

告
た

z
t
η

，
、一ヲ
草

ヲ

だ
が
、
木
谷
さ
ん
の
劉し
い
空
想
は

い
店
、

つ
T

占

そ
れ
以
上
に
綴
け
る
わ
け
に
は
行
か
な

EYE

!
?

i
s
i
 

か
っ
た
。
木
祖
さ
ん
は
師
引
か
の
粧
も
や
械

に
m
mか
ゐ
る
の
に
鮮
が
つ
い
た
。

そ
し

て
そ
れ
が
酪
蹴
雌
に
臨
で
あ
る
と
さ
と

き

た
に
尚
治

っ
た
。

木
谷
さ
ん
は
、

ア

y
k

臨
い
て

た

ぞ
ま

立
ち
停
っ
た
。

「
ほん
と
に
艇
に昨
静
っ
た
ど
、
き
あ

仲
う
す
べ
え
」

逃
げ
る
か
、
かく
れ
る
か
、
特くし
な

い
と
が
監
だ
、

ね
に
部
り
た
く
も
枠
は

な
い
し
唱
と
和
絞
さ
ん
は
白
川
と
現
へ

た
も
の
こ
つ
と

し

て
即
い
都
へ
は
山
町

冷
か
っ
た
。
獄
一
に
艇
に
山

町治
っ
た
の

た
う

az
ん

さ
え
首
然
の
こ
と
で
少
し
も
不
思
織
で

は
な
い
や
う
に
蹴
ば
れ
た
り

、

飴
に
山町

蜘
ぜ
っ
た
の
が
依

じ
ら
れ
な
い
や
う
な緋

が
し
た
り
し

て
、
似
し
も
聴
が
聡
臆
し
て
く
れ
な
か

っ
た
。
そ
の
院
に
髄
の
加
で
も
お
椛
さ

ん
を
勝
つけ

，

た
ら
し
く
、

能
か
に
滋
づ
い
て
栴
た
。
持
さ
な
臓
に

令
U

M
m

ひ
伽
の
ん

き
ら
か

よ

小
さ
た
包
を
光
ら
ぜ
な
が
ら
容
気
さ
う
に
近
寄
っ
て

J

-a

e

合
同
岨
固
な

Z
'

ヲ
フ

来
i
h
~
守
木
谷
さ
ん
の
除
に
は、

も
う
何
も
映
ら
な
か

-
』

星
、
し

e
z

く
良
断

固
ん
UM

っ
た
。
小
牛
の
や
う
に
対
き
な
踏
の
か
ら
だ
が
獄

一
ぱ
い
に
麟
が
っ
て
ゐ
る
だ
け
だ

っ
た
。

f

〈
る
蜘
全
だ

に

ま
へ

色
、
鷹
之

熊
は
木
谷
さ
ん
の
前
ま
で
来
て、

念
に
九
き
な
掌

を
酔
げ
て
和
傑
さ
ん
に
駿
ひ
か

L
っ
て
貯
た
。
れ
ゲ
抗
的

ー

さ
ん
は
も
う
酔
村
で
践
に
帯
び
つ
い
た
。
踏

の
艇
に

茂
一
一
附
か
じ
り
つ
い
た
。
腕
の
放
で
は
持
続
さ
ん
を

た
ふ
か
ら
必
愈
た

Mぬ

と
色
斜

面

倒
き
う
と
身
畿
を
も
が
い
た
α

木
谷
さ
ん
は
時
に
政

が
ボ
1
y
と
し
て
、

苧
腔
の
加
が
拠
け
る
守
う
な
鮮

が
し
た
が
、
翫
抗
の
戒
を
ふ
り
し
ば
っ
て
踏

の
艇
か

ら
離
れ
ず
に
椴
慨
を
都

け
た
。
hr税
さ
ん
は
も
う
慨

即
慨
も
臨
ひ
越
し

て
ゐ
み
や
う
に
邸
っ
た

。

和v
m
F
」

の
m
m慨
は
一
昨
蹴
も
駆
け
ら
れ
た
の
で
あ
っ
た

。

し
か
し
持
続
さ
ん
が
蜘
伊
に
砕
が

し

で
も
脆
却
が

臨
く
て
も
、
出
版
の
放
に
勘
ふ
わ
け
が
な
か
っ
た
。
限

b

ぷ
ん
か

ら
ぽ
縫

い

ち

た
ふ

と
偉
お
も

が
ド
ヅ
と
自
分
の
身
飽
食
大
地
に
倒
し
た
時
に
、
思

は
ず
ね
鍛
さ
ん
の
苧
股
が
ゆ
る
ん
区
間
山
り
即
さ
れ



熊一一

で
し
ま
っ
た
。
だ
が
す
ぐ
酔
き

崎
って
田
町
び
帯
び
か

h
ら
う
と
務
獄
を
と
っ
た
が

、

同
時
い
椴
隣
で
邸
れ

た

か
ら
尾
悦
念
だ
陀

肱
骨阻
岨山
中
云
ふ
こ
と
を
き
か
ず、

木
谷
さ
ん
は
そ
の
ま

L
ゆ
蹴
に
鈍
っ
て
し

ま
っ
た
。
持
続
刊
さ
ん
は
併
骨
髄

の
慌
で、
蹴
は
ず
議
し
て
お
釘
併
を
牒
え
た
。

こ
う
し
て
部
批
し
て
ゐ
る
と

、

持
能
さ
ん
の
磁
の

ほ
か
さ
い
っ

中
に
か
す
め
去
っ
た
も
の
が
め
っ
た
。
そ
れ
は
何
時

か
蹴勝
者
の猷
献
宇
で
九
附
い
た縦
で
あ
っ
た
が
、

併

剛3
k
h
F
L
V

良
、
や

ま

ま
く
炉

-
-

B

也

ん
だ
う

か
ら
引
ん
そ
百
剤
師
の
こ
と
、
血
人
掠
り
北
海
道
で
善
導

宇
と
い
ふ
お
棋
を
瞬
い
た
蹴
州
政店と
い
ふ
拐
さ
ん

が
、
点
配
る
醜
峨
の
時
で
踏
に
山
町
都
ひ
、
お
創
似
を
さ

ず
け
た
と
こ
ろ
、

勝
は
阪
州民
山
引
に問一っ
か
け
ず

L
』
信
』

'
レ

士
ち
去
っ
た
と
い
ふ
識
で
あ
っ
た
。

盆
た
陀
ね
っ

!
ん

ね
ん
ぷ
内J

C
広

ど

主
ぬ

木
谷
さ
ん
は
熟
心
に
お
念
例
そ
制
唱
え
た
。

何
の
位

臨
え
て
ゐ
た
か
贈
ら
な
か
っ
た
が
、
そ
の
甑
一
慨
は

す
で
に
山
内
蹴
が
湿

っ
て
、

附
か
ら
特
廷
に
あ
っ
た
民

が
椀
い
溜
り
を
酔
げ
て
ゐ
た
。

h
F俄
さ
ん
は
艇
が
腿

IC
R

也
ぷ
ん

b
h
z
g

ひ
か
L

っ
て
、

与
に
も
自
分
の
頭
が
打
ち
く
だ
か
れ

る
と
蹴
っ
た
の
に
、

一
慨
に
そ
れ
ら
し
い
際
苧
与
な

阻

む
v
b2

と
は

h
u
ぷ
ん
ま
は
み

い
の
で
、
お
念
仰
を
唱
え
沿
が
ら
自
分の
鴎
り
を
見

酷し
た
。

す
る
と
踏
の放
で
は
ね
都
さ
ん
の
蹴り
を

』ヒ念一一 偽( .7 ) 

陸
海
軍
病
院
慰
問
浄
土

寄
附

者
芳
名

信
敬
号

4 

. 
"" 

史
ま

グ
ル
/

、
、
幽っ
て
ゐ
る
.
たけ

き
だ

ほ

拘
を
く

で
、

木
骨
刊
さ
ん
を
襲
っ
て
古
川

る
や
う
に
も
な
か
っ
た
。

盆
た
に
胞
も

そ
こ
で
木
お
さ
ん
は
思
ひ

包
た切
っ
て
立
ち
あ
が
り
、
す
ぐ

〈
さ

hげら

ひ

そ
ば
の
設
に

火
を
つ
け

，
、
ま

ひ
み

や
み

た
。
熊
は
そ
の
火
を
見
て
宿

ニ
レ
=
'

の
刷
に
趨
げ
て
ん
打
っ
て
し
ま

主
ヒ
と
ま
包

つ
い
~。米
割
さ
ん
は
初
め
て、

』
ム
'

レ

助
か
っ
た
こ
と
を
知
っ
た
。

即
き
た
い
や
う
な
鰐
ひ
た
い

や
う
な
鮮
蛾
で
あ
っ
た
。
県

佐
材
協
だ
ら
け
に
な
っ
た
ま

L
殴
脱
の践
の
ポ
附
に
誠
き

榔
め
よ
。
廊
れ
同
町
っ
た
射
瞥

が
フ
ラ
/

〈
、
し
て、

い
つ
も

酔
れ
て
ゐ
る
訟
な
の
に

、

あ

っ
事
盆
た
に

ち
こ
ち
で
顕
い
た
。
木
谷
さ

ん
は
「
わ
し
は
恥
害て
ゐ
る
一

の
だ
」
蹴
か
っ
た
の
だ
と
織
の
村
で
僻
り
政
し
な
が

ら
、

瓜
に
は
臨
蹴
く
お
針
慨
を
脇

、え
な
が
ら
、
れ
航
隊

,
/ 

間

間
六
十
銭

二
十
五
回

・

一
闘
二
十
銭国固

一
回
二
十
銭銭

六
・

十

固

二
固
四
十
銭国国

の

1臨
場公
指き

し
て

目T
1投E
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潟
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阪
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越

大
品
砕
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沼
リ
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石
市
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梨
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梨
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郡
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井
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友
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介
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寛
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「U
i
J
川
新V
艇
の
鮎
で
階
特
脱
掛
の
獄
鰍

-
引
口

-
l
l
'
f
i

戸
川Bし
鋭
的
車
に
が
り
結
晶
対
船
員
蹟
の

m
r離

を
贈
へ
ら
れ
伊
る
も
の
の
が
配
の

対
日
町
に
砕
い
て
お
斡
ね
離
し
ま
ず

仰

溌
心
言
深
心
掛
刷
協
我
等
今
日
作

相

何
百
酬
業
修
何
功
徳
以
報
父
母
深

恩
従
今
後
世
孝
販
男
女
開
比
数

時
依
之
修
皐

一一後

紳
仰
舎
大
衆
善
男
子
善
女
人
若

褒
孝
限
心
銭
父
母
出
家
修
道

是
層
地
報
父
母
深
恩
若
飽
銘
父
母
建
立
伽
監
修
諸

功
徳
且
記
銘
報
父
母
隙
産

嵯
峨
京
市
御
宇

き
旬、 ー・

主、弘

し右主仁
w の七

正号年
し丙
い巾
訟1 三
方12 月
を ir
1f~ -
名止日
交E 寅
り沸j
で番
多加担

教君 主主
へ海
下会印

る

のこ
で、

せ 此主
う勾く

かの
。 中ま

の

ーーーを

此品
数E
Lー

と

は

何E
を
指き

し
て
厨ゐ



主
e
aん
も
ん
く
み

総
w黙
の
文
句と
MAて
よ
ろ
し
い
で
せ
う
か
。
掛
し
鶴

て
ん
.
、

，

れ
佐
弘
吉
い
づ

へ
ん

奥
の
句
と
す
れ
ば
、

何
相
訟
の
何れ
の
滋
に
あ

る
の
か

そ
し
て
そ
れ
は
樹
較
の
悦
師
協
の
瞬

、

同
門
院
之

、

鵡

む
か
主
調

z
v
m
-

ん

に
向
っ
て
設
か
れ
た
も
の
か
を
御
相
内
ひし
た
い
と
存

健一一ー

ー
じ
ま

す
。

五
、
附
説
と
は
対
鉱
山
町
の
割
以
鰍

を
か
問
ず
る
の
で

せ
う
か
、
そ
れ
と
も
純
鰍
か
ら
剣
山
肌ll
w於
ま
で

も
…
貯
め
て
T
は
れ
た
も
の
で
せ
っ
か。

臨
け
叫
引
の
対
戦
は
れ
削
減
対
附
四
十
=
誌
の
三
肘
二

十
一
昨
の
桝
劇
叫
ち
が
附
斡
蹴
の
が
駅
鍛
た
る
時
日
町

温
ん
か
い
せ
つ
?
t
f
ん
凶

2
e
md

捗
苦
ひ
ん

山
開
設
直
前
の
筆
践
で
、
小
口
問
一
で
は
あ
り
ま
す
が
、

て
ん

g
T
-
Z
I
E

『

同

Z

主

一
慰
一
劉
路
島
町
の力
を
箆
め
て
認
め
ら
れ
た
も
の
で

だ
い
し

U
2
e
2
9
9

昨
Z
M
Va主
E
"

を
E
P
Z
U

あ
っ
て
、

大
仰
の
祭
政
中
に
も
本
口
川
疫
の
九州
取は
お

を
か
尋
問

一
ゐ
牢ん

を
州
叫
に
M
Aる
と
と
が
阪
縦
で
あ
り

ま
占2。
触
っ
て
が

し

し
ん
ヲ

一
P
9
し
ん
亡
ん
念

品
Hd
f
b

さ
っ
ぱ
き

仰
の
信
仰
臥
中
心
鮎
の
記
述
か
と
推
・
祭
出
来
ま
す
が

包

n

今
一r
ぃ吾

UJ
ら
ゐ
し

フ
U
，

uu

だ
い
章

生
拘

置
&(
浮
4

自
力
宗
伽
議
宗
教
時
代
と
は
巾
し
な
が
ら
、

緩
ま
ず

や
t
y
o
吾
フ
也
事

h
b'

れ
ほ
和
信
仰
の
邪
道
で
は

拘
v
-
-

い
話
、
削
減
リ
，

な
い
か
思
は
れ
、

現
-
hM
T

燃
に
巡
し
み
ま
ナ
。
崎
川
以

巴
し
位
当
拘

Z
，

の
御
指
導
色
煩
は
す
と
と

で
ま

，

L

寿
司

が
山
内
家
ま
す
れ
ば
仕
合
せ

仰相一一波( p ) 

;働

. 

で
ど
ざ
い
ま
ナ
.

(
長崎
羽
岡
俊
一
一

〉

一U
1
l
J御
鰐
ね
の
脱
出
対
僻
の
能
髄
に
砕
い

一
ー
ロ7
L
震
を
す
る
憾
に、
億
一
一
民
間
の

戦
時
川
町
駅
敢
に
践
し
た
が
が
よ
ろ
し
い
と
椛
じ
ま

し
た

の
で
‘

対
政
刊川
駅
削
船
路
部
峨
船
時
砂
時
に
必
を
付

し
て

一門
店
し
い
識
説、
口
鶴
川um
E齢
般
ま
で
は
町
山
川
町
対

静
の
，
免
職
か

、

日
銭
円
務
部
皆
'は
臨
時
か
の
一
一
一
臨

を
お
質
ね
し
ま
し
た
と
こ
ろ

一
門
誠
放
.
は

磁
叫
し
て
奇
は
〈

、

部
〈
伐
に
慨
悔
す
。
都
争
倣

の
融
制
栴
を
m
R
慨
の
ゆ
衝を
似し
、

ぬ
てT
俸

の
燃
践
に
轍
ひ
ん
。

Nー
よ
り
佐
川
弦
間
附
の
販

一時

件
の
制
止
を
砕
か
ん

階
、
かれ
に
僻
っ
て
倣
較
せ
よ

僻
対
制
にb
rげた
ま
は
ぐ
。

制
略
取
や
誠
一
お
店、

和
し
時
腕一似
ゃ
ん
蛇
J
Cば
公
砂の
踏に
雌
狩一齢

制
問
ぞι。
匙
れ
を
が
〈
酢
の
蹴
蹴
に
町
駅
ふ
と
な
す

ね
配
し
除
〈
T
悼
の
織
に
鉱
ず
磁
認
し
を
的
の

即
断を
働
さ
ば、匙
れ
をTゅ
の
蹴
厳に
鍛却

と
な
す

。

口
鶴
一
議
試
み
町
駅
ま
で
の
ギ
強
制
対
僻

の
対
に

ぬ

4
h
h
e
&
ι

見
常
ら
ず
。

疑
問
た
り
。

日
…T同
町
蹴
郡
部
が
ら
ん
@

山
府
民
の
や
う

h叫ん昨
敵
筏
を
倖
ま
し
た
。
最
も
む
れ

は
対
日
議
急
襲
蹴
と
み
護
な
さっ
て
砕

鴎
筏
日
さ
っ
た
も
の
の
酎
で
あ
り
ま
す

.

す
ぎ
に
卸
酪
ね
の
五
一
知
取
に
つ
ド
て
担
に
特

し

M
V

げ
ま
す
0

・

一
、
臨
時
都
儲
か
ら
は
い
お
い
貯
滋
び
滋
か
智
伊

を
附
し
て
よ
こ
さ
れ
た
も
の
宍
倖
滋
一
党
離
り

の
p

hr郊
り
にし
て
時し

一げ
一
げ
た
の
で
す

。

二
、
「
脳
部」
と
代
俳
制
僻
か
の
踏
販
の
対
俸
を

忽
る
告
も

指
し

て
居
る
の
で
せ
う
と
思
ひ
ま
す
。

三
、

郎
智
の
御
簡
は
一
鵬
昨
ガ
も
と
は
祝
じ
ま
す

が
、

例
主
制
的
制
仰
の
縦
慨
俄
似
と

、

職
都
内
艇の
「勘

撒
砂
街
」
と
を
臨
町
附
し
て

酌
る
もの
で
、

そ
こ
に
は

っ
き
り
し
た
瞥
加
を
つ
け
て
静
な
い
と
こ
ろ
か
ら
起

っ
た
除
慨
に
脂
ぎ
ま
せ
ん
。
ま
た
蹴
棋
の

・
瀦
酢対僻

向
凶
明

‘
倍
。

L，
，
、

ぜ
ん
し

。

の
帯
そ
持
ち
出し
て
比
絞
な
さ
い
まし
た
が
、
'悶
宗

の
「
麟
燃
側
一

輪
」 ，

V説
砂
か
ら
一
昨

へ
ば、
一
蹴の
腕

に
嬬
は
れ
た
も
の
「対
倖」
と
一世
ふ
慨
跳
版
な
諜
ま

で
を
も
静
恋
し
皆

く
し
て
、

裂
く
践
は
れ
な
い
部

川
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1
8

た
る
献
を
磁
訴
す
る
の
で

、
内
吟

盤

ず
か
え
で
る
蹴
議

(険
特
同一
趨
な
も
臨
み
制
す
る

こ
と

d
印
川
町ト趨
は
ぎ
ま
で
も
ありま
せ

/

i
g

ん
・

隣
っ
て
併
さ
う
し
た

紙
一
加
傾
な
抗ψで
な
く
鯨
一
一
能
雌
な
獄
船
酔

一郎
に

砕
い
て
凱
闘
は
ふ
と
し
て

伊
る砂
俄
で
ありま
ず
か
ら

鯨
一
設
な
故砂と
h
u
m
m

し
て
総
じ
て
は
沿
ら
た
い
の

で
す
。
柳
町
札
制
と
艇
も
日
出
掛
町
伊
能
の
武
山
伊
に

P
て
ば
山
即

し
て
悦
治
改静節し
て
は
お
り
ま
せ
ん
。

獄
一
…桝
秘

に
耗
鵬Jし
な
け
れ
ば
鯨
一
幹
版
な
「
幹
部
断
」
そ
即
時

ば

定
包

酔慨す
る
こ
と
さ
へ
出
来
な
い
で
は
あ
り
ま

せ
ん
か
。

働
椴
働
獣
し
な
け
れ
ば
船
閑
駒
山
叫
に
も

潜し
倖
な
い

で
せ
う
。

ま
た
店
にして
b
酢
の
郡
闘
に
鞍
ひ
る

ほ
の
な
い

を
ん
M
ピ
ヲ
加

も
の
は
禽
獣
に
も
お
と
る
と
云
ば
ね
ば
な
り
ま
せ
ん

併の
時
節
は
給
問
中
の
蹴
に
町
駅
ひ
る
の
に
仲
う
す
る
の

が
、
躍も
よ
い
か
と
一吋
ふ
附
別
勘
九
仙
の
で
す

@

h
rの
隊

問
の
憾砕
を
佐
へ
て
依
似
と
山
町

隙し
、

昨
訟
と
山
町
…

駿

す
る
山
川
の
ポ
が

鴎
い
の
で
す
。

が
惜
し
た
の
ち
の
抑協
m
v時
北川
徹
し
た
の
ち
の

信 一一仰おi一一 談

M
U酪
酔
艶
が
、
総
掛
川
阪
に
は
額
詐
出
府
民
で
あ
っ
て
も

MD治
情
僚
が
鶴
鍛
と
隠
し
て
よ
い
鶴
は
あ
り
ま
せ
ん

世
間
一
般
必
ι
却
し
い
僻
際
特
叫
説
設
で
は
沿
い
け

れ
ど
も
封
勘
雌
に
は
鯨
概
併
跡
は
部
配
山
町
鮮
な

い
や

う
に
、
滋
鍛村
U
U
4
均4
w
r
は
な
い
け
れ
ど
も
部
阪
を

蜘
…
跡
す
る
や
う
な
熟
都
や
舵
慨
は
拙
尉
さ
れ
て

よ
い

-
も
の
で
す。

併
は
俄
似の隊
鰐
や
島
町
踏
の
附
艇
を
献
ず
る
砂
儲

で
な
〈
、
い
ろ
く

の
斡併
の
特
で
慨
が
能
も
苅
き

い
か
を

一訟
は
う
と
し
て
静
る
の
で
す

。

そ
し
て
そ
れ

は
ま
だ
「織
判
記
」献
賦除
献
の
除
問
に
がけ
る
抑
制

へ
加
で
あ
る
こ
と
を

蹴
搬
に
ほ保
て
おい
て
鵬
め
な

け
れ
ば
な
ら
た
い

の
で
す
。
そ
れ
か
ら
も
う
一
つ
、

「
脱駒
」
と
一
昨
ふ
こ
と
に
砕

い
て
、
肌
酢
酷
相
続
即
仰

に
問
て
は
ハ
ピ
ル
マ
や
タ
イ
酷
な
ど
は
告

で
も
さ
う

で
ナ
が
〉
脱
抑
と
-
tふこ
と
は
、

倒
防
で
一
昨
へ
ば
、

「駿
悌」
に
球聖
'
る
の
と
際
関
な
「
捜
隊

」
の
儲

で
あ
っ
て
、

一
底
の
酔
慨
が
搬
ぎ
れ
ば

、

歎
に
訟
り

捻
の職
難
に
似
酔
し
た
の
で
す
。
h
rの
日
切
に
附
加
に

一
勧十
総蹴
の
村
で
酔
ご
す
は
も

あ
っ
た
か
ら
、

船

鉱
師
脱
殺
と
臨
時
さ
れ
鵬
で
す
が
礎
部
拠
紗
や
田
誠 で

帰
る
や
う
な
雌
勲
と
は
丸
町
併
が
が

監
翻っ
て
同
町
る

こ
と
そ
も
教
臨
の
械
に
た
れ
て
酢
か
ね
ば
た
り
ま
せ

ん
。-Pれ

は
対
臨
静
静
内
の
時
誌
に
儲
っ
た
も
の
で

す

酔
静
内
抑
制
の
地

対
は川
抑
制
即
開
制
動
し
て
腰
部
し
加

物
に
沿
って殺
に
訟
り
諒
仇

T
聡
り
一
十
慨
を
部
け

、

臨

秒
に
続
め
‘

者
特
に
な
っ
て
醗
び
跡
中
前

U
W此
倍
し
た

り
識
は
出
町
情
蹴
に

U
Kっ
て
働
惜した
も
の
で
す
・

引
開
臨
に
燃
て
は
対
勝
恥
〈
砂
の
雌

b
rにh
r鴎っ
て
一

位
向
跡
雌
駒
慨
を
越

し
ま
す
が
、

そ
れ
で
も
齢
隣
即
慨

に
は
「捻
世
波
」
や
「
知
的」の
M
H
L腕
い
て
は
対

勝
抵
駒
市
の
応
対
と

が
普
が
な
に
特
に
は
戴
予
も
あ

っ
た
の
で
す
し
、
部
般の
店
で
も
紙鰐蹴
骨し
て
部

ゆ
る
芯
酷
畿
を
し
て

静
る
川
川
も
横
山
山
あ
っ
た
離
で

す
。，

と
こ
ろ
が
偽附
即
時
に
沿
っ
て
民
鶏
肋
燃
は
昨

朝
持
論
斡
駕
能
説
品
時
間
部
臨
卦
斡
鱗
を
品
開
配
し
て

、

訴
を

紫
じた
の
で
す
。
部
下
の
一
rは
れ
た
猷
械
部
跡
や
瀧

部
店
践
の
賊
き
は
「検
恢
絞
」
に
販
す
べ
き
刈
で
あ

っ
て
一
関
山
山
な
慨
憾
で
冷
〈

、

ピ
ユ
リ
タ
ν
M
m
な
郵

船
な
け
川
で
あ
っ
た
の
で
す

。

院
瞬
時
間
で
は
か
』
る

?
一
・

;

;

3

捻
世
依
の
M
U
Fも
柑
餌
に
あ
っ
たの
で
す
が
、
制
抑
〈



紙 一一ー

は
会m
wの
一
一
難
一
一
一
販
が
即
応
話
の
践
を
殺
め
る

べ
く
辺

山
駅
部
し
僻
船
艇
飴
を
得
て

、

訟
は
ピ
駿
斡
に
仕
ら

う
と
し

た
献
で
す
。

か
・
ヲ一昨
ふ
雌
翫
hr
-
φ
め
き
た
ら
ず

邸
ひ、
古
川W隙
の
限
し
い
山
知
山
川
た
ら
ん
と

し
た
ほ

い
は
吋
乙
く
い
で
も

Z
，
信
じ
ゃ

ι去
に
盆
九
伊

々
は
翻
ゆ
る
-
m-M衣
刷
出
」
と
し
て
全
く
の
拾
欲
策
米

ぜ
い
巳
記
也
h
ι
q
K

3

1
ヤ
市

ヲ
昌
し
か

の
品
川
押
印
生
活
h
k以
て
一
生
を
民
い
た
の
で
し

た
。
然

し
陥
れ
が
路
し
い
か
は
よ
〈
峨
り
ま
せ
ん
。

即
断
続
の
か
齢
は
仲
駐
に
あ
っ
た
か
材
猷
?
」
と
は

ゆ
り
ま
せ
ん
が
、

皆
川
俊
樹
町店
街
骨
を
組
め、
一
慨
は

と
に

ご

r
u
u

争
む
さ
怯

じ
レ

t

，

L
d
ろ
L

に

に
は
特
に
午
後
の
時
間
桁
割
い
て

施
併
ペ
般
業
組
慾
v

お
い
h回
世

b
F
Uう
に
い
ぎ
と

f

い

成
事
代
作
主
活
態
肢〉
な
ど
常
設
い
た
と
云
ふ
こ
と
で

す
か
ら
、

-
山
間
止
古
川
制
峨
州
制
附
加
掛
町
、
の
が
恨
の
憾
に
和

》
と
'
"
、

3

9
Z
3

口

Y
ゐ
J酬
と

2
h

回

〈
す
だ
K
の
必
要
も
紙
一論
認
め
た
で
せ
う
が
、

御
白

抗
的
ら
も
一
般
山
仙
の

MU掛
か
識
の
附成紙
に
慨して

ぷ
ん
句

E
ι
h

十
分
に
カ
を
議
さ
れ
た
σ

あ
ら
う
こ
と
が
注
意
さ

れ

ま
す

。
，
し
か
も
川
町
峰
山
叫
はMU蹴
M
mな
や誠
に
館山Vす

る
こ
と
を
対
さ
れ
ず
、

縦

仁
川
ル
w
mと
働
践
と
都
蹴
紗

仲
と
に
較
め
さ
せ
て
ゐ
た

MZ
O

み
・

の
で
す
。

何
う
し

て
も
外

野か
ら
の
昨
臓
が
川
町
鰐

と

仰判
明

一ー 談( 61 ) 

さ
れ
、

鈴
鵬、
h
v断、
静
制
取、郎幹
一
、
間
脱
税
が
川
町酔

し
h
v

よ

畑山
路
ふ

v

引
に依
っ
て
補
給
さ
れ
ね
ば
た
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

ど
か
ら

「嵐
山
山
即
断
」
と
か
「
働
給
制判断
」
と
か
一
昨

ふ
こ
と
も
「
脱
駒
腰
部
」
の
山
静
な

い
店
，H
hに酔
っ

て

「
脱
穀腰
部」
に
もWぐ
も
の
と
し

て
蝦
銑
さ
れ
た

，
、
芭
，
、
み
と

え

の
で
あ
り
、

ま
た
功
徳
あ
り
と
し
て
拠
め
ざ
る
を
符

と
か
っ
た
わ
け

で
あ
ら
う
と
祝
じ
ま
す

。

ル
民
の
こ
と
を
船

一昨
にし
て
雌
慨
齢
を
拐
へる
と

炉
心川も
う
ハ
ツ
キ
リ
た
す
ρ
む
こ
とL
椛
じ
ます
が

附
民
訴

-

k
h
d
M凶

-

hh打
校

出
m
r
m
泊
す
る
こ
と
は
そ
れ
だ
け
耐
合
文
イ
に
巧
南

す
る
こ
と
で
あ
っ
て
、

た
げた
蹴
にT
跡
の悦
そ
腕
め

@

N
H
-
vr
-J
h，
ゆ
た
ぷ
も
や
ナ

父
母
の
お
食
佐
を
健
か
に
し、
父
母
の
安
ら
か
さ
そ

枕
め
る
併
静
助
成
に
〈
鮮
縦
そ
れ
も
川
町
四
郎
で
は
あ
り

ま
す
が
〉
例
入
同
町
の
阪
航
と

し

て
へ
干
の
あ
る
は
そ
の

T
跡
目
的
る
憾
で
す
か
ら
〉
紙
秘
さ
れ
ま
ず
か
ら

、

和

p
ん
と
・4

を
う
か
う

O

日
ん
幅
悔
い

ゆ
計
ぽ

限
的
冷
孝
行
よ
り
も
無
阪
大
に
ひ
ろ
が
っ
て
行
〈
大

全
な
以
あ
る
耕
併
と
し
て

よ
い
鰍
です
。
間し
能
川
山

の
悌
府
和
艇
の
僻
M
M
m
骨
h
rの
も
の
と
潜
ふ
こ
と
に

酢
出
世
蹴ひま
す
。
俄
っ
て
そ
れ
は
科
併
と

し

て
は

獄
一
幹
雌
冷
も
の
で
あ
り
、

も
町
ダ
』
の

f
~魁
叫
附剛山
仙'一

-
aラ一
旬

ヨ
け

が
〈
屯
号

凡J
L=
ゐ
、
し
ゅ

u
.，、

k
t
M
F

，
、
m
-一
ヲ
岬L

等
は
働
家
康
法
の
い
んk
の
修
僚
を
助
け
る

「
酎
苧校建

穀
」
で
あ
っ
て
、

敏
郎に
かっ
く階
齢
雌
砺献で
あ
り

す
釦
で
あ
り
ま
す
か
ら

、

鯨
二
に
、
臨
肌
制
さ

れ
た
の
で

あ
り
、

獄
三
に
は
い
ろ
/
、
‘の
ザ
釦
?
的
冷たの
お

川
町
ぺ
な
っ
た
も
の
は
伊
な
こ
の
村
に

は
い
り
ま
す
〉

も
ま
た
拙
齢
雌
動
恥
に
燃
て

俳
刈
師
側
僻
の
み
の
戦

前
よ
り
も
よ
り
が
な
る
耕
併
と
除
た
も
の
で
あ
り
ま

』
。
寸
，

〈

E
，
、
。
ザ
ミ
は

L
P

M
U
B
、

ま
た
功
徳
と
併
せ
ら
れ
る
も
の
与

市
に
は
「
秋
幅
一

と
「総
需」
と
「術
総」
と
の
一
一
一
勧
が
掛

-
げら
れ
て

伸
り
ま
ず
が
、

山
総
は
み
髭
鍛
刀
あ

っ
て
似
λ舶
に

総
抑
制
し
、

川
町
殿
に
ほ
へ
る
知
?
」
と
を

一
昨ひ、
町
織

均
守
、

d心
ピ

h
，、U
う

Lr正

は
忠
を
や
め
蕗
そ
な
し
生
活
を
消
〈
す
る
こ
と
を
一五

r
t
ふ
く
か

く
古
川
引

む
ラ
い
ん
司
"
が
く
恥

ι

ょ

ひ
、

行
一
幅
一
は
賢
臨
む
正

ψ
心
に
段
ら
を
翠
問
に
依
っ
て

時め
る
と
持
に
鈍
く
の
は
刈
の
附
民
や

一協
す
黙
の
こ

い
い
づ
た

い
凶v
d
d

と
を
云
ふ
の
で
あ
っ
て
、

何
れ
も
大
切
冷
も
の
で
す

広
AU
K
古
一

m
v
，
、

私
フ

3
含

ふ
，、

が
、

そ
の
中
で
も
行
踊
を
以
て
よ
り
大
い
な
る
繭
と

し

て
酢
り
ます。

お
れ
で
対
臨
お
獄
り
に
な
っ
た
と
椛
じ
ま
す
。

む

し
し
争
う
ろ
ん

信
一
色

ろ
ん
む

ろ
ん

を
信
仰
か
ら
論
じ
悟
り
か
ら
論
ず
れ
ば
、

相
官
…
揃
あ
な

た
の
慨
し
ゃ
っ
た
静
府
に
な
り
ま

す
け
れ
F
も
、

そ

れ
で
は
偵
の
聞
配
の
蹴
酌

か
ら
齢
臨
し

・て
し
ま
ふ
の
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ペ
ヨ

も
ん
偲
い

で
す
。
別
の
問
題
に
な
る

識
です
eじ

ん
ご
ん
し
う
か
た

凶
、

良
一
一
吉宗
の
方
か
ら

』1
3
ゆ
各
一
M
nし
ち
よ
さ
，
、
丸
事

は
弘
政
均
的
の
著
作
中
に

は
か
う
し
た
抵
儲
は
船
齢

ら
な
い
と
一
昨
っ
て
除
慨
に
し
て
枠
ら
れ
ま
す
が
俳
倣

伊
の
も
の
が
材
儲
に
対
僻
障
の
鍛
な
ら
ば
路
川
町
対
僻

老
〈
喝
。
か
し
か
た
ぶ
ん

の
作
と
す
る
よ
り
川
町
に
仕
方が
あ
り
ま
す
ま
い
。

文

般
の
丘
か
ら「術
開」
だ
と
一
昨

は
れ
た
の
か
、

部
し

テ
ι
ぜ
匂
凶
屯

A
ρし
ち

k

ぺ
Z

〈
は
現
有
す
る
丸
師
の
著
作
さ
れ
た
もの
に
な
い
か

ら
と
骨
ふ
だけで
き
う
骨
ば
れ
た
か
、
そ
こ
ま
で
は

獄
。
ま
せ
ん
が
伸
識

し

の
鍔
齢
部
印
刷
の
誌

m
wに
働
関

倍
加
レ

き
，
、

す
れ
ば
丸
仰
の
作
と
し
て
よ
い
で
せ
う
。

お
の
「術
革
対
拠」
山市
引
ーは
「蹴
郵
繊」
の
一
間

で
み
ら
う
と
の
磁
で

し
た
か
ら
艶
庇
か
ら
野
ひ
掠
め

島

訟
お
ん
匂
う
忌
ゐ
忽
か
弘

あ
た

て
読
ん
で
目見
ま
し
た
が
恩
重
綬
の
中
に
は
見
滋
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
世
も
「蹴
部
蹴」
は
出
殺
防
鼠
の
倖

匹
、

，

』

A
U
ι

く
は
ん

b
r

艇
で
す。
そ
れ
で
此
の
文
句
が
何
綬
に
あ
ら
う
か
と

鰐
繊
同餅
と
部
つびき
で
、
そ
れ
ら
し
い
鴎
僚
を、

慨
へ
ば「r
r蹴
腕
概
繊」だ
と
か
「楠
蹴
斡
針
館
」

だ
と
か
「
耕
刊
館
」
・
ど
と
か
「
鴎
町
駅
城
飴
都
」
だ
と

か
一首
ふ
の
を
凱
叫
べ
た
り

、
際部
瞬
間
怖
の
撒
織
を
舟
た

り
し
ま
し
た
が
、

島
問
り
ま
せ
ん
で
し
た

。

か
?
?
し

た
向一
一
砂
に
野
球
の

即
蹴h
z認
す
の
は
お
し
か
っ
た
け

れ
ど
も

、

か
う
し

た
織
の
対
僚
は
附
般
か
に
あ
る
や

害
時
，守
也
、

散
っ
か
お
も

う
に
想
的
さ

れ
ま

す
の
で
、
見
付
ら
な
い
か
と
思
っ

て
一
蹴
慨
を
ひ
ね
く
り
磁
し
き

し
た
が
、
和斡
にし

て
偵
の
鴎
似
い
服
部
で
は
欝
践
し

m
w
な
い
の
勺
す
。

総
レ

回

し

落
ち
つ
い
て
調
べ
た
ら
あ
る
か
も
知
れ
ま
吃
ん
が、

"
-
v
.，伽j
M

怯
田
島
ゆW
A，

a
e
-
-
A

何
分
に
も
徐
裕が
あ
り
ま
せ
ん
か
ら
、
止
む
や
」
得
ず

h
-
一3
l

市中
止
しま
し
た
。

総
し
特
ら
鋭
的
織
が

H
「
」
る
階
伊
佐
そ
こ
で

」
と

れ

、

a

い
づ

云
ふ
を
ま
り
文
句
に
な
っ
て
居
り
ま
ず
か
ら
、
何
時

と
骨
ふ
こ
と
はmmりま
せ
ん
。
同
剛
腕
な
ぜ

m
Vでも
あ

れ
ば
揺
託
さ
れ
ま
ナ
が
、
一
般
阪

に
鴎忠
「除
問
」

は
な
い
の
で
す。
げ
た
ん
rら
さ
う
一
昨
ふこと
を
伸
璃
ね

に
な
っ
て
も
椛
齢
の
訴
は
鈍
る
留
が
あ
り
ま
吃
ん

。

慨
へ
ば
究
部
で
一
昨ふ
五
即
識
は
隣
慌
が
戯
部
し
て

、

「
鞍
航
機
」
を
お
静
き
に
な
っ
た
が
蹴
拠

M
H「鵬
の
械

も
ザ
の
雌
〈
」
で
ち
っ
と
も
錦
、り
な
》
っ
た
の
で

、

伊
む
を
得ず.
く
っと
時
貯
そ
附
〈
し
て

「
開
館
艇
」

を
静
き
蹴
弁
に
戒
耕
航
額
出
動
抽
出
掛
と
都
め
て
静
か

ま
h
z
t

ん
だ
h
p
d
w
L

れ
た
と
申
し
ま
す
け
れ
ど
も
、
そ
れ
は
天
合
大
師
の

岬
内
科
ヰ
の
税
訟
で
あ
っ
て

、

隣
県
雌
な
震
に

は
あ
て
は
ま
か
ま
せ
ん。
対
艇
「
微
搬
出
向
版
」
は
四

献
入
政間
働
甑
船
山
町
の
働
部
と
一
昨
ふ
こ
と
な
っ
て
昨

り
、

動
防
肌
蹴
郡
山
恥
叫
町
一

m
mは
同
町
な
放
戦
繊
紙
特
の
一
妙

で
あ
っ
て
、
航
部
山
町
磁
の
搬
艇
は
融
街
樹
齢
五
六
百

純
一
段世
で
あ
り
、

そ
れ
か
ら
郡
勝

、

儲
動、
設
略
戦

は
よ
ほ
ど
昨
が
混
ん
で
か
ら
で
あ
る
と
叡
棋
は
一
ず

っ

て
酢り
ま
す
。

伸
街
地
昨
の
繊
郎
に

し

て
も
、
川
町
h
r勝

回
品
ヨ
《
きa
v
a
2

“
沿
い
ぷ-
e
a

と
か
法
句
経
と
か
は
大
分
古
い
も
の
で
、

わ
け
で
も

飢
祝
側
部
繊
脱
m
mの
誌が
の
も
の
は
般
ら
く
m
w
m砂

L

内
盆
事
，
、
い
吃

ι
，、
H
E

，
、AE

で
あ
ら
う
と
弘
信
僻
宏
も
駅
宿
し
て
膨
ら
れ
る
位
明
、

す
か
ら
、

臨
h
T
M
帥
酔
郎
と
し
て
、
仲

昨
伊
佐
で
紅

白

に

しし
設
ふ
や
う
な
四
九
紫

は
慨に
も
な
り
ま
せ
ん
。

五
、

臨
訟
と
酌
ふ
の
は
併
舵
階
の
取
口
町
閉
そ
}
ず
っ
た

も
の
γす
。
そ
れ
は
「限
」
だ
け
の
部
し
み
で
あ
っ

て
鈴
の
部
し

弘
で
は
あ
る
ま
い
と
一
昨
ふ
除
慨
が
樫
り

ま
せ
号
が、

信
の
附
附
特
次
中
断
鶴
し
斑
は
似
の
そ
の
時

に
卵
、
け
る
路
端
部
起
を
税
へ
れ
ば
、
識
に
臨
麗
の
瞥

は
あ
る
離
で
、
そ
の
闘
に
慨
し

て
「
甑
旭
町
甑
」
戦

が
僻
げ
ら
れ
て
静
る
も
の
で
す
。

仰お1一一 設



T

f

d
 

b一
炉内j
w
v
よ
紙
一い

何
十
小
間
同
大
輪

と

舎
之
内
こ
と

一
つ
づ
三
逃
げ
ぬ
茸
を
滋
り
に
け
り

評
守
狩
に
行
っ
て
数
多
く
の
茸
を
一
時
に
時
間

見
し
れ
折
の
、

作
省
の
股
伐
が
如
何に
品

開府議
的
に
正
出
叫に
務
相
制
され
て
ゐ
る
。

「逃

可
也
」
が
鮫
叫
怖
の
な
い
傑
人
法
で
畠
り

、

個
白
川
ぺ

一一 積

米
子
町
宮
本

清

ιR

F
鮫
酢
の
蹴
ば
附
人

き
に
鍛
れ
る

"
と
れ
ば
私
記

け

り
と
と
か
は
知
れ
な
い
が

混
態
脳
を
児
て
必L
M
V骨刑
務
に
は
な
れ
な

い
，

'

m'
ろ
前
仰
向
議
叫
期
間
同
州
さ
へ

仙川
じ
ら
れ
る
.

そ
う

し

た
見
万
で
此
の
仰
を
見
る

と
「
現

金
に
祭
礼
る
」
が
・
討を
ね
t
b

て
岡
山

MV

と

鼠
ム
。

山
町
誌
の
絵図
を
無
視
し

て
お
住
L

t
所
に

新
し
い
特
別
の
刊
興
が
艮
付
て
ゐ
る
.

名
古
川出
現

場

兵
緩

や

が
く
さ
糸
工

-
h
1却
は

な
に
や
か
と
夜
壊
の
沙
掬
に
用
多
く

同
町
四四火
親
し
む
べ
主
秋
、
夜
取
に
い
そ
し

ん

で
ゐ
る

沙
掴聞が
、
終
ち
ワ
hv
t
b
ら

ι
な

わ
怨
何
か
と

雑
用
に
渇
ほ
れ
て
ゐ
ろ
様
子

が
綴
は
れ
る
。

日
ょ

っ
と
す
る

と
舌
打
の
晋
位
闘
え
て
応

る
か
也
知
札
な
い
依
で
畠
L
，

(, 53 ) 

消

一
川

市
〆
、v

・1

f
船

大
森
紙
図
法

口
乱

。
、.
志

向
M
m
》
つ
主

吃

よ

だ
が

山
の
椛
肝
そ
突
出
し
て
夜
長
か
な

大
桜
山川
H

捜
し
谷
紀
三
W

E
t

リ
ヤ
凶

hr

り
よ

臨
ん
a
vど

ボ
帝
京
医
と
ありけ
り
萩
の
政
人
宿

山
口
籾

山
本
吐
拶
州

h
nt
R三
島

a

h
う

A
M
Zっ
か

尼
臨
時
り
即
向まし
ま
す
鯨
滋

京
都
市

竹
内
政

じ

め

T

ハ
ル
事
換
か

ひ
と
ま

鉱
閉叫
の
む
き
よ[
ハ
そ
符
っ
こ
L

ろ

小
仙
川
平

井
正

念

干
半
前て
か
げた
る
M
Aや
憾
の
也

東
京
三
野
輪
場
同

盟
の
抑
内
部
は
対
に
な
げ

か
る
L

伯
世
司
祭
・

以
尉
去

-
r，u

p

s

」wh
L

抱
亡
か

問
主
の
劉
に
一
迭
は
れ
て
遡
げ
し
峨
か

丹
波
市

寺
田

定

即
日

暗
ま
街
、
川
崎

ν
S
B

拘
亡
つ

詑
鼠

対
陸
艇
の
鑑
魁
も
鬼
も
月
見
か
な

刊
日
和
田
問
中
秋
芳

対
い
な
る
磁
の
際ひの
飢
たh
き

名
山
内
郎
市
稲
田
良

吉

ナ
ピ
な
り
の
榔
そ
か

む
り
し
配r
r
t

京
都
市
鈴
木
白
舟

静
尉
鮮の
前
ぬ
れ
て
ゐ
あ
械
の
鵡

同
上

松
伸
­

撚
総し
サ
イ
V
Y
や
L
に
な
が
か
り
ぎ

容
川
限
目
肉
法
制

中
俳
の
説
砂mw
p
つ
叫
判
所
傑
へ
け
り

札
幌
市

執
行
問

H
U

脱
却川が
ぽ
くて
昨
織
の
同
協
ふ

北
海
泡
花

田

踊

佐

川
山
部
の
普
勝
を
蹴

ひ
筑
のF
れ

漫
凶
守
月

光
院
排
出
刷
版
化

店M
K

時

野
摂
除
く
ば
か
り
な
り
け
り
撚
貯
く
る

東
京
森

田

法
晃

駒
郡炉か
ベ
し

澱
の
い
ぶ
舎
か
な

栃

木

泌
お
玄
海

勝
敗
の
協
の
鰍
即
川
町
蹴
…
砕
け
り

大
阪
市
揖
H

E

a

t
M
ヒ
民
為
る

私
ち

、
3
泡
々
さ

出
叫士
つ
時
議
の
遣
の
盤
草

同
山
北
限
光

一
十
鉱
山
Wが
械
の
みのり
や

}贈
し
をり

北
支
波
端
部
隊
村
田

和

男

娯
蝦
の
おほふ
〈み
椴
鵡し

山

製
紙
程
販
品
時
谷

z
v
b

《
P

あ
主
て
ら

山
茶
花
ゃ
い
つ
も
し
ず
か
な
尼
の
寺

問
問
岨
品
市
向
野
百
駁

仰
向
山
吹
蹴
ま

だ
あ
た
L
か
し

対
ま
ど
ひ

掘
削
治
渡
経
飢
道
上

2

5

2

t

o
l
l
 

制
見
の
刷
出
か
よ
り
な
る
野
火
あ
が
る

新

p
u

名
な
し
草
-
K

-
:
-
句

局
窓
つ

を

な
に
駅
も
なく
て
か
L

り

ぬ
秋
の
月

京
徳

永
田

・セ

悠

隅
昨M'
F腕
一
蹴の
れ
引
に
た
る

滋
賀

m
m

千
伐
子

和
脂
肪
齢
医
院ょ
、
の
ひ
っ
そ
り
と

出
関
市

長

附
白

押
銅

山
附
獄
を
帰
せ
る
臨
一即に
部
ひ
け
り

京
都
市

趨
ぬ
孝

治
時

A
w
b
Jて
ら
雲

、
つ

反
立
の
た
ち
ま
ち
去
り
し

殺
さ
か
な

下

関
関
野
公
孫

臨
敵
掛
照
貯
の
慌
の甑
特
ら

滋
賀
牒
袋
路

正

生

匂
れ
き

を

ら

て
ふ
と

b

駄
の
率
ふ
ら
/
\
と
蝶
部
品
び
ち
が
ふ

山

犯
m嗣
混
同
肌
宰
措

臨
慨
ひ
して殺
りけ
り
椛
鯨

岬
柏
木

大

治

沼

山
間
関
に
つ
め
た
く
概
宏
漉
り
け
り

滋

賀

富
野
ム
み
子

D
ヴ
景

、
句

n
-

柄
引
暢
ぢ

訴
し

き
裳
留
と
附吠
え
て
紅
葉
か
た

小
肋
問

中
付

4

ん

対
的
帆
の
抑
制

掛
蹴
に判
的ぺけ
り

筋
抽
出市

小

g
m

平

服
蹴の
械
符
酪く
停
かな
る

土
依
室
戸
川岬町
横
山

花
阻

・が抑
制hwの
鉱
炉
問
ル
ゲ斡と
た
わ

，

む
る
、

東

京
間
蝿

郎
・

佳

品
抑
同
川
勝
の
船
出
向
拾
が
た
の

も
し

き

寸
1

1

1
1
1

制
劃
削
州
剖
叫
叶剛
引
制
以内
一

一
投
稿
規
定
と
し

「様
土
」
編
一
枝
市俳
附
議

一

一

事

て
に
遜
る
と
と
・

一
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品川島
・
和
町・
日
小
山
仲

三
時

の

都
訪問
や
幻
燈で
賑
った

刊
誌
誌
友
曾
の
催
し

十
舵
二
十

三
出
版
猷
鋭
的で

fll l 翁 ーー動 llli

ち ?首長を 組， ニ
な 心Z 開?:合長十本史
蕗しな ilt.é: 館主三 誌L
2践ら い で 日E 店時
刻苦ず た 耳E奇 午ご 務雪
五ども し京E 後ど厨t
の兎之まがl 六 載色

1f]を し 筒~ 1I!f!>の ー
御ど た の 4'!l申
処点 。 宮島まか う

音吉之 ニ らに
にの問主 ィ、乙去さ

過す 令長 誌し石ピる
ぎ 11: 1J:.宮 ) 1 1窓 ー1・
ß)'fÓ: 司王1.. 合約 似í: fJ ~ 

引叫に
掠
舵
殿叫耐
のMm献
に
よ
っ
て
縦ま

り
、

r
い
で
明
必ず凶
ゼ
一対
敵
紙
材
対

偶
昨
日
目
官
が
制

的MWと
な
り
、

一
燃
が枇

‘
ん
E

く
b
h
v

y
x
c

軍
一
ん
主
&

文
の
哨
以
前
、
岡
崎十
念
を
唱
え
ま
し
た
。

と
れ
が
紛
って
中
併
排出時
か
ら
附

併
の
燃
焼と
し
て
、

対
特
の
椛
併
の
似

た
hH

O

ち
ら

モ

ル
て
や
L
T
ヲ

E

Z
‘

お
を
迷
べ
、

更
に
組
徳
宣
揚
に
努
力
ナ

，

m
い
d
k
e
p

-
9

E
・
ゐ

ち
・
0

る

た
め
に
は
合
民
一
同一が
心
と

か
と

を

ホ
ぽ
ひ
と

・

お
ほ

う

-
Z

L

l
oHせ
て
一
人
で
も
多
く
の

有
縁
の
士
を

齢
び
、

術
情
蹴
鰯
を
町
ん
に
す
る
や
う

税
問
販
慨
に
つ
い
て
の
お
鵬ひを
し
ま

し
た
。
山
内に出
席
鉱
の
掛
り
叫
町
一

一川
に
税り

さ
い
s
Z

申
~
品

加
u'

U

E
ち

京

し
た

が
、

円
以初
は
本
合
理
事
長

中
村
耕
康
師
の
「
倣
般
」h
蹴
ナ

階
U℃

'
ι
た
い円
台い

Z

く
み
ん

る
お
話
で
、
「
新
剛
山
制に
よ
っ
て
凶
氏

。
Z
ぷ

山富
凶
-
Z

加
ぜ

T
d

全
部
が
紛
糾
を

入
れ
か
え
て
庄
一
括
し
て

"
ν

品
管」H

ゆ
〈
と
と

L

hu
p

、

と

れ
か
ら
の
時
勢

ラ

マ
た
治
か
ろ

企

は
わ
れ
/
\

の
腕
試
し
を

ナ
る
好
州
別で

あ
る
。
」
と
艇
か
れ
ま
し
た
。
(判
幻「併

初
日
官
銃
の
必悩
倣」
続
開〉

ヲ
宜
こ

コ
宝
心
含
窓

口
し

ゃ

占

L

ぷ

忌

次
に
は
配
ポ
旅
十
字
一
院
千
葉
支
滞
附

"
がY呆
Z
p
p
h
p」
Hひ
ん
が
か
う
官
有
U
u
p
d

は
か
守

ぽ
刷
凸
抗
浦
海
晴

山
見ゆ
校
長
居
処
開
士

5
1
s
J
 

和
田
正
系
民
り
「
伺
仰
と

持
動
」

だ
い
冒

し

'

わ
だ

肢
か
せ

と

越
す
る
お
誌
で
、

と

れ
は
利
岡
山附
士

の
鰐
隊に併
問
削
献
な
さ
っ
て
ゐ
る
船

w
v
?

E
u

h
p
，
吉

，、
記

者
の
お
話
で
し
た
。
そ
の
大
嬰
は
「
悠

抑制
は
縦
断
と
断
舵
の
附
戒
を
鰐

ヅ
て
ゐ

に
く
た
い

も9

.

わ
か

ま

す
の
で
、

肉
鐙
だ
け
診
て
も
判
ら
な

い。
そ
し
て
脳
部
に
は、
V
Mで
m
m
w

合

修
也

市
広

を
品
川
ナ
ま
いと
ナ
る
も
の

と
治
ナ
も

の

"ν

ぷ
ん

彊
令

曾
今
事
ぷ

っ

と

が
あ
り
、

自

分
の
病
気
の
巾

に
も
仰

脱
を
股
ずる品川
備
の
山
内
が一
新山M
mmし

正
ず
は
や

h
v

ひ
と

易
い
し
遮
〈

総
え
る
人
で
あ
る
。

」と

の

E

A
Jゆ
ふ

a
u

'

λ
し
雪
じ

っ
吋
ん
だ
ん

ま
こ
と

に
興
政
深
い
臨
床

・針
験
談
を
な

さ
い
ま
し
た

。

き
い
と

最
後
に
は

が

し
ん
で
血
レ
ん

大
島
館
水
台
下
の
「
我
心
停
心
』

限
解レ

・と

い
ふ
ζ

と
に
つ
い

て
の
お
話
が
あ
り

毘
レ

非
い
し暗

ま

し
た
。

ζ

の
h刊
誌
は
ほ
ん
と
の
誠
心

で

除
。
と
と

が
あ
れ
ば
、
出
来
な
い
や
う
な
事
も
な

ご
げ
い

し
と

げ
ら

れ
る
と
い
ふ
と
と
を
、

御
伽
脱

げ
'
N

い
A
F
t
-

5
つ
れ
い
は
な

般
な
す
っ
た

色
々
の
吹
例
で
話
さ
れ
ま

ル
/
、

た

な
た
ち
し

'E

か
う
し
ん

し

た
。

特
に
問
中
崎
抑
制
川の
信
仰
心
だ
け

'
w
r
i
vL

除
以
レ
レ

山WA
J砂
時
』

で
仕
事
を
ナ
る
と

い
ふ
認
は
、
同
席
し

た
掛
消
散時
に
がJ却
の
賦
鍬
を
賊
へま

し
た
。

ら

l司5 の
I.~ :1"6 

御ど話E
-1- 油f

念HふE
かっ

きて

ず
け 大置
で応き
い 台立
た下か

だか

き

ま
し
た
。

4ヨL ζユー一一 旦

一 重 荷主も
問5 同f し 氏L の 盟1
'B雪 合長 たで で 語
被告 は 。 上略 玄
議号 辻2 主 主主E E主

将f 緊 Z 習i z
息長 氏し 程空 ず る
~ijí.t 司し の で た
!f糾合r. If.結にめ
ゴ:し の ふ 令色 令主 に
武ぷ も 可 さ 揚革 関E
芸112 と ではか
長号 に あ誌し れ
久雪 、 り 友写 た

守
っ
け
い
ち

-
v

と
と
で

一
た
ん
休
憩
し
て
、

お
茶
を

2

t

i

t

・

制
臥
み
な
が
ら
官
制
に
刈
り
ま
し
た

が
、

じ

か
ん

つ

が
お

ま

時
間
の
都
合
で
間
も
な
く

5
3
F
A

O
パ
切

包
@

幻
慢
映
寓
に
移
民
桝

A
M益事
佐

艇
財
一TW
の
拙
燃
で「減
縦
ヰ
い
凡
の
停
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品い
宵
九

h

a

一
代
記
」
を
映
じ
ま

し
た
。

こ

む
貨
は

燃
崎川ω
吋
即
時蹴
附
さ
れ
た
十
二
賠
淑

pf

'
X
J

ぴ

れ
い

み

績
の
も
の
で
、

一
間
そ
の
美
蘭
さ
に

HA

W
れ
ま
し
た
。

5
h
c

つ
U
M
T
A
F
a旬

、
ー附，、
毘

包

最
後
に
辻
霊
光
氏
か
ら
問
金
の
鮮
を

の

y
z

w
ν

て
・
栓
A円
、
品w，

R
L

品
目柄

述
べ
、

同
九
時
三
十
分
縫
合
復
に
散
命

も
e
み

Y
苦
じ

?
信
h
u砕
昔

し
ま
し
た
.

闘
に
同
日
的
肱
せ
ら
れ
た

一-7'-(65) 

L

U
p
t
a
aL

ヲ
ま
か
悟

必
友
時
間氏
は
次
の
諮
り
で
し
た
。

h
d
ふ
う
ち

E
2

害

こ

同
E
"

ん
参
b

'
h

e
b
』し
地
?

大
河
内
陵
弘
、

小
橋
麟
職
、

梨
本
俊

E
3
t

経
由
て
加
お
の
沖
按
自

主

'
b
今
本

E
E
z

'

道
、

島
野
副刷
鮮、
智
阿町
議
光、

↓
郎
防
同
党

綿、
村
剛H幽
断、
時
山由
説、
野
川f
M川山町

民、
肉
料
鮫
鋭
、
子
瞬間
航、
椛
町
同
一rr

ヂL
批川
地
総山市
納、紙
帥尚一
階
子
、

判
同
町

純
一
、
問
料
ふ
じ
、

議
船
問、
紫
哲

咽

ら
フ

ま
3
・
は
よ
L

タ
ラ

一
三
郎
、

松
川
端棋
綾

田
空

FAMm?ま
F』
が

こ

飽
き

一
丸
山
銀
、
小
貨
と

一
土
、

日仏戚
斡
三
船

一
球
端
斡
が
鵬
、

m

-

b
は
み

の
す
げ

r
・

8

一
川
む
之
助
、
久
野

一
ト
メ、

尚
鴇r、

一

か
ま
さ
き
で
ん
じ
ら
つ
よ

こ

一
川
崎
保
次
郎
、

横

一

世

'

乙

情
念
ι
ほ

一
淑
ア
サ

子
、

柳
川

一

降
亨
'M

こ

曜
p
b
し
づ

一
駅
=
一
、

小
林
志
津

一

伊艇
ふ
じ、
約
一町

」
っ
か
は

-
き

ょ
、

静
川
さ

と

た
降
司

、ad隠
伊
宮

一
間違
ま
さ
、

大
山

し

rv
ep
っ
ち

-
よ
し
、

志
賀
忠
治

齢
ザ
みつ
ヂ
、日W

骨
崎民
は
諮
友
舎
で
講
演
中
の
大
島
徹
水
品
目
下

ぽ
m
w紫、
蹴
附一殿、
城
川
町
一
郎
制
品

、

ぷ
同
町

，
ほ
払M
Z
E
-
-
a
u
E
b

-
-
-

F
惨
さ
E

h
y
J

き

み
、

大
森
県
子
州

一
初
、
山
本
義

一一
一郎

ほ
か

め
い

こ

室
し
申
を

お
く

Z

こ

2

外
二
名
、
児
玉
茂
雄
、

奥
山
主
聖

子
、

容

を
か

L

う

俗

世
か
草
ゐ
乙
ぶ

問
え
昔

の
、

済
水
い
わ
、
問
中
長
契

a
u
ABE
旬
ゆろ
た

P
P
3

t

L
Eり
か
う
作

P
B
V音

信

惚
仲間
重
太
郎
、

名
取
孝
一
一、
中
谷
喜

一次

ら
う
な

か
や

こ

a・
5p
ue
苦

ら
う

A
uh

問
中
谷

7

サ

子
、

上
烏
喜
一
郎
、
上

院
キ
タ
…r、
蹴
制
附
舵
、

滋
滋
純子、
同
州 も

』F吾
っ
こ

ま
つ
も
主
ひ
晴、会
主

今
、
・ι
a
H

t小
節
，寸、
松
元
秀
雄
、

松
元
ふ
じ
、

R
X

た

こ

よ
u
w
ま
p
u

h'"
た

し
白P
Z

ま
合

同
た
い

子
、

米
山
由
来
、

成
問
昌
信
、

松

町
有炉、

巴
L

ち

w
eさ
こ

な
か
w
峯
宰
仇
つ
よ
し

.

立
か
っ
、

滋
如u
E子
、

中
烏
松
一
一、

古

ゐ
み
古
川

ょ

、

山富

ル
E
よ
さ

た

L

A
7令

み

と

井
光
子
、

代
々

木
利
在
、

同
代
喜
美
子

晶
げ
な
か
砂
5
U
ん

ま
つ
l
量
t
，、

ーら
フ
ま
b

め
い
さ

竹
中
発
鰍
、

松
島
徳
三
郎
作
ニ
名
、
佐

や
り
つ
ね
の
p

ら
げ
んE
，

か
は
た

相
以
志出側、
小
中
常
慾
、

刷
出
源
賄
、
川
悶
HH

告
。
せ

抑
ず詮

き
と

っ
けん
晶
ω

ぜ
ひ
で
会

る
、

滋
抑制幸
雄
、
佐藤
肌Am
二
淑
秀
維

ピ
吊
ラ
ど

L
ラ

&

'

の
と

浄
土
宗
徒
は
一
人
残
ら
ず

ラ

ん

ど

う
ゐ
か

護
軍
勢
之
丞

m
t
k

鋼
仰
封
梨
#
隠
語

b
-
a
z

引
H
A
t、司

C

ぐ
b
9

か

か
ま

f

b
f
h

ラ
み
刷
会

U

十
月
廿
日
鎌
倉
光
明
寺
で

し
ゐ

Z
S

だ
ラ

2
a
E

ん
だ
ん

易
い

か
い

き
い

信

行
・
道
場
懇
談
合
開
催

同V
S
E
L
9
3

3
2
P
9
聖
き
&
Y
菅

畝
宮

相即
土宗
で
は
去
る
十
月
中
鎌
倉
光
明

却
すに偽
情説
概を
防
部
して
ゐ
ま
し

た
e

aと
の
越
山
慨

に
は

・
若
い
修
行
信
が
鍛
え

一
一
一
十
昨
慨

に
鴎
って
村
山
川
悦
鵬附
掛
抑
制
。
時
に
時

前札供
越
に
僻
猷
し
て
ゐ

た
の
で
す。
そ

申
ゐ
品
怖
さ

舎
暫

か
ご

ピ

と
で
本
舎
で
は
去
る

十
月
二
十
日
午
後

六
一
昨
刊
か
ら
劫
軒
伊
都
蹴
鵬
時

を
側
め

材
炉
問
問
舗
が
、

怖
から
の
献
で
ナヲ

ぬ

保

育
弘
冨
U

'
z
v
r
w

聖
ヲ
ヨ
Z

か
り
紛
れ
た
光
明
寺
に
、

信
行
道
州坊を

勝
れ
て
、

就
い
偽
情慌の焼J引か
ら
蹴

寄
っ

・3
ぼ
っ
た

い
h
?
t

E
b

恕
や
希
望
や
そ
の
他
色
#
の

お
路
を
お

慨
ひ
し
ま
した。

M
rづM
r蹄
劫
帥??
b
椛
併
に
つい
て

せ
っ
b
い
ぷ

つ
げ
多

ふ
く
こ
う
さ

げ

た
う
ユ

説
明
し

、
保
敬
復
興
が
叫
ば
れ
た
お
;

"N
H

時
Z
品
柄

E
E
モ

L
P
2
こ
'
M
C
Z

し
か
に

に
総
て
也
市
舎
が
宗
祖
上
人
の
御人
桁
や



=
し
ん
か
ヲ
せ
ん
や

T
-圭-
つ
内

e
、
た
.

御
信
仰
の2
凸
立
H且
品
制
揚
樹
の
た
め
兵
酬
憾
惚
的

J方
々
制
針
削

を

，
芭

心
.
弓
兵

F
苦
九
俳
抑
:
.
パ
-

じし

決
め
て
組
問削
円
運動
を
開
始
し
た
と
と
か

E

C

Z
U
 

ι

始
め
ま
し
た
。
そ
し
て
そ
の
後
漸
次

悦
蹴
は
凶
厳
に
越
音

、
即
刻
な
が
ら
仰
即

時
を
伊
げ
、
わ
が
脱
劫
剥
舵
に

遺
障
を
許
き
ぬ
ま
で

に

な
え
ま

モ
妻

、
せ
ん
T
コ

z
-
f

す
/
\
組
依
宣
揚
に
努
力
し
て
ゐ
ま
す

と
ん
ゴ
己

F
‘
去

芝
フ
お
っ
恥
口
レ

ヲ

が
、

今
後
は
時
局
に
相
臨
し
て
允
粂
の

し
柁
ラ
せ
い

‘

目
'
L
f
w

宮
内

相
導
性
を
持
た
せ
る
と
い
ふ
方
針
を
明
・

た
B
n
f
u
M
ピ
ゆ
?
"
'
お
刷
手

か
に
し
ま
し
た
。
山
内
最
後
に
本
舎
は
加

と
く

や
ん
や
ヲ

も
《
ヘ
ラ

A
P
H
M
勾
珍

毒
と
し
ヲ

徳
宜
拐
に
目
擦
が
あ
る
州
以
上
、海
土
宗

p
f
a

品

Z
J
v
e、
と
ひ
と
り

に
園
周
ナ
る
者
は
、
山
氾
俗
を
問
は
ず
一
一
人

の
と
ほ
ん
￡

R

う
A
匙
ツ

さ
ん
か
陸

残
ら
ず
本
会
の
運
動
に
参
加
し
て
欲
し

て
ん
包

b
ん

い
の
で
あ
り
、
こ
の
駄
か
ら
一
寺
院
一

L

ぷ

か
《
り
つ
も
く
か
竜

p
o

支
部
の
確
立
が
目
下
の
念
務
で
あ
る
に

慮

ま
品

加
b
，
、

拘
ら
ず
、
未
必
合
員
に
な
っ
て
ゐ
な

い

し
っ
"
t

I
Z
と

た

T
9

匠

z
r
z

b示
侶
宇
信
徒
の
多
数
あ
る
の
は
茜
だ
成

紙
で
あ
る
か
ら
W
う
し
で
も
俄
持
耐
の
・

停
憾
叫を蹴
っ
て
齢
的
を
脱
税
し
で

ゆ

h

車
、
7
E
J

か
な
け
れ
ば
な
れ
ゲ
ぬ
こと
を
強
制
し
ま

し
た
。

く 56)仰俊一一ユユ動 運一ー-;;<.

ゅr
Lι
R
L

悼
し

苫
役

G
'
z

と

の
で

ワ
な
本
舎
の
趣
旨
並
に
方
策

せ
つ
め
い
か

法

白
ザ
当

に
つ

い
て
の
設
切
が
終
っ
て
か
ら
、
同

紙
制
M
Mの「
一
十
五一鮮
の
就
い
偽
情
慌
銭

か
ら熱

心
な
意
見
蹴
脱
が
あP
ま
し

な
お
隠

っ
た
・
r
E
弘
は
し

こ
判

ま

ヲ
る

た
。
中
で
も
桜
町
、
大
柄
、
児
玉
、
鶴

M品
、磁
即
時
干
の
散
時
か
ら

杭
鎚
な
印
判
官

け
ん

Z
V

見
が
伺
へ
予定
し

た
。

臥
し
て
と
れ
、

b
椛
舟
の
侃
神
宮
戚
は

郵

H
Z
E
L

フ
t

M
4
m

F
9
2

す
る
に
、
海
土
宗
々
侶
は
勿
論
の
と
と

し
ん
と
い
づ
緋

普
主
ム
、
す

ほ
ん

信
徒
は
何
れ
も

、
も
っ
と
積
極
的
に
本

紙
納
税
を
街
搬
す
べ

き
で
あ
っ
て、
と

の
綾
部
艇
は
わ
れ
(堅
持
艇
が

日
引
っ
て
一
臨
と
な
り
い
よ

/
t
I際
く
耐

j

f
 

徳
宣
揚
に
治
ま
ね
ば
な
ら
ぬ
と
い
ふ
と

"
'
』

と
で
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
な
ら
ば
何
う

し

内
正
取
宮

か
う

し
た
ら
宗
徒
を
し
て
本
鍬
仰
舎
の

連
動
に
参
加
さ
て
も
っ
と
於
酎

調
巴

脅
】

い
も
の
に
す

る
と
と
が
出
来
る
か
と
い

ふ
釘
配
雌
な
対
誠
に

つ
い
て
的
利
と
伊

ご
い

W
L

べ
ら
れ
ま
し
た
。
と
れ
ら
の
御
窓
見
に

よ 合意が と 主すた
うせ 、 考E し
と、結2 へて

い本話 局F て ， ド‘
ふ令色只宇ゐ 均;瓦
こ 諮1;: 今宣 る 側吉
と 勧告 の 1/~ iJゐ
にの有う 訟ま ら
か・主任;， 紘主モ 今え
見E 大む の 説立 後ご
の 扱号 人3 切21主三
一イじみ"，. ~ し 行6
致る にがま し

を努2 カ書 した
みめをたい

ま
し
た
。般

活
必
毎
空
ろ
ん

ち
?
じ
ん

と
の
席
上
で
議
論
の
中
心
と
な
っ
た

間
離
は、却問
問問
仙
川
一

忠誠
の
艇
配
、

+
A
F
3
争
ム問
p

-
d
h
v
，
、

L
M

支
部
の
掻
-
Xが
説
、
一
ず
附
一
引
火

事

会
《
リ
ヨ

J
r
、

L
U

E
，
Z

へ
ん
」
点
事
ラL
'
M

部
隊
立
の
促
進
、
「海
土
」
編
斡
方
針
、

職
俄4
r
M
岬
の
践的叫
に
つ
い
て、

ザ
対M
Z

陥
の
昨
椛似V誠
蹴
税
引
叫
持
悦
射
を
附
僻

す
る
と
と
、
悦

…町
駅
駄
のwb
m
m

問
機
内

航
一
倒
的
判
叫
駒
郡
怒
畿
配
に
つ
い
て

、

制
刊

，
、出
く

ら

ぶ

・

し
ん
せ
ヲ

，
、
自
ひ
歪
令

合
倶
楽
部
の
新
設
に
つ
い
て
、
舎
費
徴

貼
抑
制
射
が
そ
の
討
な
る

も
の
で
あ
り

牢
か
ほ
芯
仁
実

f

、
と

E

ま

し
た
・
中
に
は

本
b
m
h徒
は
一
皮
は

む
習
《

E

h

ん

無
理
え
で
も

合
員
に
し
た
ら
よ
い
で
は

な
d

ね
つ
れ
つ
い
げ
~

な
い

か
仙寺
と
い

ふ
熱
烈
な
意
見
も
あ
り

ま
法E し
然記 た
上金 。

人足
を
心E
泊治

ら
銭~L
iIIJ雪

・ し
て .. 1.J 
る

ししならり す 丘Z JJ
まて怒ょぬ ïìÍJ~ 謹か主治，~ れ
し 、 1W!Z やの詰らの/
た本戸 合主うこ 替 、 徹.~ ¥ 
. 部ぷをにと 冨 そ応主 に
員宮古伝言と で里れ :が E 
は JJ. し 3 か出で つ
悶言 、牛どた るら'*古 て

道苦一後どが の そ る何と
揚昼間苦 九 、 もれ かう
を J 働者時口絵空まに と し
僻也前主頃Z りと のた
去主に有吉選老と r.l'j~ら
い閲念窓相 〈に 超長 Jそ
た向雪重量宅 な官ì~ で母ぞ

命
日
員
だ
よ
り

れ
を
μ

し
と

ど
昔

昌

也
，S

A
V念
し
い
仕
事
の
ま
に
ま
に
必
ず

「浮

ε
t

き

n
u
b

土
」
を
崎臨
ん
で
来
ま
し
た
。
私
に

は
無

二
の
対
で
あ
り
、
結

J
γ悶
附
で
も
あ
り

う
す
ぎ
っ

し

t

ま
す
@

と
の
薄
い
雑
誌
に
よ

っ
て
何
れ

だ
け
五
時
こ
の
か
た
磁
〈
慨
が
た
れ
て

が
た
と
と・
品
、
川
町
@

蛇
川
区
に
峨
U
や
う

に
か
ら
そ
も
つ
れ
て
縦
れ
ず
一
例
民
主

で
が
ま
し
た
。

係
官
と
も
純
の
附
り
配

み
舵
け
る
つ
も
り
で
ゐ
ま
す

。
〈
八
}+
手

市
横
山
町
、
大
賞
静
子
)



悌
議
の
原
則
か
ら
見
た
念
悌

一一傍念た見らか則 原 の滋~ -

ザ

併
営
修
行
の
間
隔
則
は
戒
、

定
、

慧
の
三
つ
で
あ
る
と

雷
は
れ
て
ゐ

ザ
ま
ず
。
お
は
一一一較
と
略し
て
限
配
の
櫛
め
て
故
い
椴
射
に
も
対
抗
く
緋

戸

つ
げ
う

な
が

れ
き
L

お
い
'
た

巴

っ
さ
い
し

ゅ
E
宅

~
っ
て
ゐ
ま
す
し

、

偽
数
の
長
い
歴
史
に
於
て
、

絶
え
や
J賞
際
の
修
行

~
の
知
総とし
て
郎
く
貯
明
ら
れ
た
の
で
あ
り
ま
す
。
説
く
一
一
一腰
の
鶴

、
を
し

広
つ
け
う
さ
し
つ
恥

ヘ

a
Fを
敬
へ
る
も
の
が
働
殺
で
あ
る
と
い
ふ
て
も
差
文た
い
の
で
あ
り
ま

「
ナ
。

A

と
と
ろ
が
出燃山mM
は
お
い
慨
に
殿
鰍
に
滋
を

救
めら
れ
た

断

が
く
も
ゆ
き

に
、
と
の
三
撃
に
見
切
り
を
つ
け
ら
れ
た
の
で
あ
り
ま
し
た
。
そ
の

乙
&
ほ

っ
苦
つ
民

言
葉
は
次
の
や
う
に
傍
へ
ら
れ
て
ゐ
ま
す
。

ぶ
つ
け
ろ
拘
ぼ
せ
ん
か
い
明
申
告

ゑ

を
上

回
て
偽教
多
し
と
い
へ
ど

も
、

詮
や
ノ
る
と
と
る
、

戒
、

定
、

慈

の
三
較
に
世
ぎ
で
い
は
ゆ
る

村
黙
の
戒
感
影
、

対
黙
の
蹴
印
刷

( 57 ) 

~
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島
民
け

ん
げ

一一J

K
P
2
Htpq
a

み
つ
け
9

か
い
湖
町
市
当ゑ

設
、
期
殺
の
制
定
慧、
密
散
の
戒
定
慧
怒
り
。
し
か
る
に
、
わ

が
日

い
W
円
申告
か
い
ぜ
ん
明
申
告

ι

こ

の
身
は
斌行
に
を
い
て
一
戒
を
も
た
も
た

・歩
、
・

蹄
定
に
を
い
て

J
T

こ
れ
え
ち
主
世

ん
わ
〈
匂
考
く

h
u

雪

S
Z
J

一
も
之
を
得
歩、
智
設
に
を
い
て
断
叶
開設
巣
の
正
智
を
得
や
ノ
。
・

・

~

ず
で
が
く

今
つ
時
世
く

r

.
と

L
K

予
が
如
舎
は
、

既
に
三
阜
の
務
K
あ
ら
歩
。
ζ

の
三
事
~

の
併
に紛
が
岐
に
概
麟
ナ
る
出
向

山あ
り
ゃ
い
叫
坊
が
白
河
に
砂

え
た
る

~

L
A
W
V
っ
ち

L
ぞ
も
と
も
予
〈

か
く

し
ギ

「

低
仔
ゃ
あ
る
と
、

よ
ろ
づ
の
智
者
に
求
め
、
諸
の

開
同
十
者
に
と

ぶ

刊

E
b
p

と
し

め
主
音

L

ら
ひ
し
に

、

数
ふ
る
に
人
も
な

く
、
一
示
ずに
輩
も
た

し
。

ず

こ
れ
ぶ

つ
け
う
ど
巴

』
る

み
ち
さ
卵
、
も
と
み

A

之
は
併
教
の
説
く
所
に
道
を
探
り
求
め
て
、
し
か
も
満
た

さ

れ
な
可

い
臨
み
を
、
烈
し
く
脱
ぜら
れ
た
が
出
回
で
あ
り
ま
ナ
が
、
そ
の
日円
以
~

ぶ
つ
け
う

内
ろ
J
1

ど

か
H
Z
宅
ゑ
ど
て
也

ぷ
ん

'
v

と
な
る

も
の
は

、

僻
叡
で
配
々
に

設
か
れ
る
戒
定
慧
は

、

迫
も
自
分

A

己
っ
か
う
，

〈
直
か
み
ち
冷

『

に
は
蛇
行
で
き
ぬ
と
と
で
あ

る
か
ら
、
三
阜
で
な
い
作
の
道
が
無
い
」
「

も

の
で
あ
ら

う
か
と
い

ふ
と
と
で
あ
り

ま
す
。

γ

h心
ぷ

，

卵
、
作
ド
う
己
主
つ
管

A

し
か
し
考
へ
て
み
れ
ば
、

か
う
し

た
水
道
の
心
に
は
次
の
や
う
な
~

r
 

大

野

法

道



J
rた
い
い
ー
が
ふ

く

み
申

A

大
へ
ん
な
怠
味
が
A
Wま
れ
て
ゐ
る

と
f
c
を
見
逃
が
す
と
と
は
で
き
ぬ

吋

お
も
ぷ
つ

古
う
し
助
事
う
庁
ん
そ

く

合

ヨヨ
と
思
ば
れ
ま
ナ
。
あ
れ
と
い
ふ
の
は

、
偽
道
修
行
の
原
則
と
定
ま
つ

L

が
く

8

4
つ
み
ち
み
い
担

a
fて
ゐ
る
三
閣僚
を
去
っ
て
、
別
の
遣
を
見
出
さ
う
と
ナ
る
と
と

、
千
何

f
時
的
仇
と
い
ふ
同
町
ら
く
の
幌
、

艇
部の
蜘
町
民
叫
と

な
っ
て
ゐ
る
もの
を
、

r
a

p

畠
ゃ
く
た
み
か
宜

a「
わ
が
身
に
引
含
営
て
L

役
に
立
た
ぬ
と
見
限
っ
た
と
と
で
あ

P

ま

~
す
。
ま
と
と
に
域
き
か
仙
一
一
一
軒
邸
砕
の
が
避
の
ぱ
で
あ
り
ま
ナ
が

、
ま

『

ほ
か
戸
、
巴
-
一
っ
さ
い
稔
ん
ゑ
ん
凶
，
ょ

己
ゐ
ろ
モ

こ

a
aけ

日
た
と
の
中
に
は
求
道
に
際
し
て
何
の
遠
慮
も
た
く
、
心
の
底
の
叫
び

ザ
を
椴
憾
に
一
勧口
ひ裁
は
さ
れ
た
繊殿さ
が
貯
ι
れ
る
と
肘
ひ
ま
ナ
。
鰐

}
抑
制
は
必
聞
の
た
船
ひ
の
材
一
郎
の
伊
ち
つ
き
町
駅
陀
を

m
mへる
も
の
で
あ
り

「

も
と
と

‘

巧
ろ
は
す
べ
だ
円
ふ

』
ま
ず
か
ら
、

求
む
る
心
が
上
と
り
で
あ
っ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
妥
協

w
b

'
E
E

A
t
&

巳
察
し

{
や
素
泊
り
で
あ
っ
て
は
智
り
ま
せ
ん
。
ど
う
し
て
も

鯨
り
た
い
臼生

」
と
台

吾
沼

M
ぷ
こ
ゑ
担

友
也

刊
の
心
に
ひ
Y

く
所
を
陣
り
な
く
墜
に
出
ナ
の
で
汝
け
れ
ば
、
カ
あ
る

-
-
し
ん
か
う

え

可
信
何
は
得
ら
れ
な
い
で
せ
う
。

同
「
'
・
4

J

J
I
-
-

而
-
「

1

、

a
1
1
-
h

~
こ

E
s
r
Aヤ
片
山h
H
V
H
\
'
J
h
t

r

・

-

u

司

t
l
t
r
z
h
t
r
-
L

胃

J
-

1

・

E
a
h

可

F
L
.
-

作
泌
総
民
々
は
か
や
う
に
一
一

一燃
を
貯
眠られ
て
か
ら
、

そ
の
街、
利

江
バ
誌
に
緩
急
を
長
し

、

K
Lに
わ
が
切
に
践
し
た

企
「
例道
の
修
行
あ
h
p
と
し

て
、

い
か
放
る
人
に
も

と
の
道
を
設
か
れ
、

V

蜘
芦
J

ゐ
陸
許
か
ん
く
わ
に

つ
阻
ん
ピ
ん
と

A

ラ

4
驚
く
べ
き
偉
大
な
感
化
を
日
本
人
の
心
に
植
えつけ
ら
れ
た
の
で
あ

一り
ま
ナ
。

小
山
が
レ

雪
に
ん

ぞ
世

う

が
く

み
か
q

i『

と
k

で
考
へ
ね
ば
私
ら
ぬ
と
と
は
、

上
人
の
求
道
が
三
串
bt
見
限

J

っ
て
、
三
艇
の
併
の
も
の
を
救
め
ら
れ
た
航
艇
に
貯

昨
だ
さ
れ
た
銃
千
'

ぷ
つ
担
ん

ぶ
コ

は
た
が
く
ほ
か

A一

俄
で
あ
る
が
、
と

の
念
併
は
果
し
て
三
患
の
外
の
も
の
で
あ
る
か
と
同

い
ふ
と
と
で
ナ
。
も
し
細

川
のも
の
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
紋

艇
は
側
部~

げ
ん
そ
く
ね
ん
ぶ
つ
ぶ
つ
け
う
し
ん
み

S

守

の
原
則
を
は
づ
れ
た
も
の
と
な
り
、
ま

た
念
併
を
併
殺
の
民
の
道
と

a
{

が
く
し
ん
み
怠
陪
な
し
か

ふ
る
』

す
れ
ば
、
三
島
ほ
農
の
道
を
離
れ
た
も
の
と
放
る
。
然
る
に
古
く
か

日

ら
慨
畿
の
殿
服
と
守
は
れて
ゐ
る
も
の
が
そ
の
や
う
な
炉
対
な

も
の

J

お
も
ね
ん
ぷ
つ

L
ん
か
う

た

」

と
は
思
は
れ
友
い
と
と
も
あ
る
か
ら

、

念
併
の
信
仰
に
立

つ
も
の
は
~

と
主

恥
G
H

お
も

γ

と
a
A

の
所
を
よ
く
考
へ
て
置
か
ね
ば
な
ら
ぬ
と
思
ひ
ま
ナ
。
キ

が
く

な
ん

a

nv
つ
え
A
J

『

そ
と
で
三
朗
単
な
る
も
の
が
何
で
あ
る
か
を
見
る
必
要
が
あ
り
ま
同

ナ
。

お
は
艇
畿の三
殿
山
版
と
乱
口
は
れ
て
ゐ
ま

ナ
が
、
院
は
艇
郡
山
静
ι
J十

ぷ
つ
世
う
い
ぜ
ん
唖

仔

み
ち

お
い
は
ヒ

A

の
も

の
で
あ
り
ま

ナ
。
偽
造
以
前
と
い
ふ
の
は
、
例
の
道
に
於
て
始
」
寸

に
ん
ザ
ん
も

『
ち

限
必d

令
つ
出
ふ

い
た

r

め
て
見
出
だ
さ
れ
た
人
聞
の
謹
で
は
紘
く

、
併
の
説
法
で
あ
る
と

否
。
，

h

か
い
苛i可
込
ほ
ん
ら
い
に

ん
げ
ん

つ

b

L

う

や
う

刷
工

τ

と
に
か
t
s

は
ら
や
ノ、

戒
定
慧
は
木
衆
人
聞
に
邸
い
て
照
る
修
養
の
原

A

W肱ム
」
事
口
ふ
こ
と

で
す
。

{

~f

レ
主

ヂ

&

慎
み
と
馳
み
を
俳
い
て
は
た
ら
ぬ

・

枕
一

十

し
ん

'
茸

a
­

一
心
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ

-

-
-
-
-
e
a
a
定

l

H

Z

Z

フ
み
ラ
長

ゑ

守

正
道
を
見
失
っ
て
は
な
ら

ぬ
・
・

・
・
慧

4

に
'
h雌リ
4
a
F
g
-

い
つ

『

ζ

の
三
つ
の
も
の
は
、

人
間
で
あ
る
限
り
何
時
で
も
、
い
か
な
る
同

心
でも
、
い
か
な
る
耕
一
岱
で
も
附
く
ぺ
か
ら
玄
る
配
燃

の
践
で
あ
るJ←
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:

}
げ
う
し
ぜ
ん
み
ち
ょ

~
と
と
は
明
ら
か
な
と
と
で
あ
り
ま
ナ
。
俳
教
は

と
の
自
然
の
道
に
依

と
い
ろ

f

、

ふ
く

ザ
っ
て

一一
一
軍
を
設
く
の
で
あ
り
ま
す
が

、
そ

の
説
く
と
と
ろ
が
種
々
複

色
官
つ
ま

へ

&炉
、

b
b百
に
ん
こ
左
陪
な
か
マ

~
雑
な
も
の
と
な
り
ま
し
た
。
前
に
掲
げ
た
上
人
の
お
言
葉
の
中
に
出

~
て
ゐ
る
や
う
にM
m鵬
、
対
制
柄
、
販
制

、
日船
艇
の
一
一
一
献
が
鮮
か
れ
る
や

~
う
に
怒
り
ま
し
た
。

ζ
L
で
そ
の

い

一 ち
引
を
舵
部
ナ
る
と
と
は
貯併
は

-

j
 

)

，

ぜ
う
い
問

書
官
い
け
ひ
と

ム
せ
ま
す
が
、況だ
け
に

配
い
て
み
て
も
、

U小
栗
で
は
在
家
の
人
は
五

山
慨
を
哨
る
べ
く
、時釈
のr
rは
二
百
五
十
加、
r
r貯
は
対
一
瞬
五

い

し
や
み
ぜ
う
モ

タ

企
う
か
い

L
雪
L

や
ま
た

あ
ま
を

う
そ
う

r

百
端
、

沙
弼
(
ト
小
僧
)
等
は
十
戒
、

式
叉
摩
那
(
尼
さ
ん
の
小
俗
の

』

し
ゆ
か
片
ま

も

と

だ
い
E

9

包
仲
畠
‘
崎
4
か
い
せ

ウ

」
7一
一也
〉
は
六
戒
を
守
る
べ
き
だ
と

設
を
、
大
衆
で
は
三
衆
浮
戒
(掃

~
能
停
燃lー
一
切
の
抑
制
を
せ
ぬ

、

蹴
叡
成
就
i
l

一
切
の
叡
をす

~
る、
賦
叫
恥
封
枇

1
l
V
の
た
め
必
の
た
め
に
鱗
く
〉
を
明
る
を
詐
く

「

げ
う
今
つ

け
う
ま
や
か

い
置

だ
一
炉Lん
か
い

A「
そ
れ
ら
は願
較
で
あ
る
が
、
術
数
で
は
ま
た
三
摩
耶
波
、
菩
提
心
戒

L
t

b

，
-

し
う

は
i

ず
と
い
ふ
こ
と
を
守
れ
と
説
き
ま
す
や
う
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
宗
汲
で
は

}
三
般
の
蹴
併
につ
い
て
駅
艇
の
や
り

ず
和
い
ふ
り
手
。

T
 }

=
一

f
1
E

日
』
川v
r
Jパ

一

.

9
与

え
U聖
d
=ん
が
く

か
た

み

J
γ
出
然
正
人
は
と
れ
ら
の三
回
世
の
や
り
方
を
見
、
そ
れ
を

我
が
身
k

f
ザ
き
あ
て
L
Hと
の
やD
放
も
ぴっ
た
D
府
た
い
と
と
を
感
じ
ら
れ
た

J
M

同
も

U
中
つに
ん
み
か
空
か
い

ぢ
ゃ
う
ゑ

~
の
だ
と
庶
は
れ
ま
す
。
さ
れ
ぽ
上
人
が
見
限
ら
れ
た
の
は
戒
定慧
そ

~
の
も
の
で
は
な
く
し
て
、
そ
れ
の
似
併
の
た
め
と
て
、
鮫
ば
に
街

p

y
 

z
~
 

もF
Z

し
ゅ
ル
、
、
か
た
か
舟
よ
四

重
ね
ら

れ
て
ゐ
る

種
々
た
型
で
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
ら
の
型
に
依
ら

「

が
く
し
山
智
管
内d

み
ち

V

ヂ
し
て
、
し
か
も
三
畢
修
行
の
で
を
る
道
が
た
い
も
の
であ
ら
う
か
{

こ
れ

b
吊
占7に
ん
ゐ
宮

‘

お
も
さ
ら
一

と
、
之
が
上
人
の
目
指
さ
れ
た
と
と
ろ
と
思
は
れ
ま
ナ
。
ま
た
更
に

J
V

ず
&
U

ぞ
っ
に
ん
が
く
に

ん
げ
ん
し
う
や
ラ

.
ι

進
ん
で
、

上
人
は
三
謬
そ
の
も
の
も
人
間
の
修
養
に
不
可
般
の
三
原
T

を
く

“

別
で
あ
る
に
は
ち
が
ひ
な
い

4

が
、

そ
れ
が
三
つ
の
も
の
と
な
っ
て
ゐ
~

L
ん

に
ん
庁
ん
令

官
己
主
そ
こ

V

て
は

一
心
に
た
り
き
れ
ぬ
。
人
聞
に
カ
あ
る
心
の
底

に
つ
か
む
べ
き

ム

却
も
つ
ひ
が
く
ほ
か

ゆ
ゐ
「

は
一

つ
の
も

の
で
あ
る
べ
き
を
思
ひ
、
還
に
三
島
・
の
制
作
の
唯
一
の
も
け

、
・と
げ
つ
く
わ

ね
え
ぷ
つ
み
ち
み

H
ι

の
を
求

刊
ら
れ
も
は
結
果

、

「
た
Y

念
倣
」
の
遣
が
見
出
だ
さ
れ
た
の
で
~

あ
る
と
閉
山
ひ
ま
ナ
。
「

抱
ゐ
ぷ
つ

uhく

L
尚
早
壱
か

r

そ
れ
で
あ
り
ま
ず
か
ら
、

念
併
は
一
一
一
阜
の
修
行
の
外
の
も
の
で
は
ム

ι
く

も
ど
ね

ん
ぷ
つ
ま

を

「

な
く

一
一
一
壊
の
本
と
な
る
も
の
で
あ
り
ま
ナ
か
ら

.

念
偽
申
す
と
と
る
ザ

し
ぜ
ん

か
H

菅

島、
う

ゑ

お
ら

ち
が

・

κ
自
然
に
戒
も
定
も
慧
も
願
ば
れ
る
に
逮
ひ
な
い
の
で
あ
り

ま
ナ
咽
ザ

E
白

わ
み

L
ん
か
う

ぶ
つ
ゆ

古

車
ん
ぷ
つ
A

併
と
と
も
に
あ
る
我
が
身
の
信
仰
を
も
ち

、
働
力
の
と
も

る
念
例
守

'
t

・b
O

ひ
と
み

Z
P

且
た
う

戸

申
ナ
窓
が、
E

う
し
て
人
の
道
に
は
づ
れ
た
非
道
の
と
み
」
を
す
る
と
L「

控
い

じ

ひ
と

A

も
し

ゅ

。
害
ま
も

m
w品

V

と
が
で
き
ま
せ
う
・

大
慈
悲
の
心
に
燃
え
て
裁
生
を
譲
り
た
ま
ふ
偽
ム

し
ん
も

の
わ

っ
と
は

げ

か

『

在
日
信
子
る4
4が
、
H
と
う
し
て
我
が
務
め
K
臨
み
を
怯
く
と
と
が
で
き

i
r

ま
せ
う
。
れ
川
部
都
二
猷
注
目
用

く
対獄
の
斜
の
混
と
し
て
鮫
川
即
時
す
と

i
a

ζ
る
に
は
一
は
も
あ
れ
ば
政
部

の
町
紅
白
以
め
も
あ
る
の
で
あ
り
ま
ず

。
}

民
く

3
1

t

し
ぜ
ん
が
く

。
雪
じ
ゅ

釘
'
A
戸

三
車
の
形K
依
ら
やJし
て
、
し

か
も
自
然
K

三
車
を
成
就
す
る
念

L「

ぶ
つ

p
v
L
M
W三

和
小
mw

よ
ろ
ζ

を

可

働
の
、

不
思
議
の
ガ
を
喜
ば
?
に
は
居
ら
れ
た
い
の
で
あ
り
ま
す
。i
{
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と
お
も

V

き
い
も
の
が
三
度
あ
っ
た
と
思
ひ
ま
ナ
。
そ
の
一
つ
は
氏
族
が
蹴
庖
~

T
主
さ

き

し
ぞ
く
ち
・

h

た
亡
し
わ
う
ち
ラ
し
ん
可

を
祖
め
た
時で
あ
り
ま
ナ

。
と
の

氏
族
の
ガ
を
捲
め
て
充皐
中
心
の

A

た
い
金
い
あ

庭
山
お
ら
け
ん
ぽ
ふ

ご

せ
い
て
い
こ
〈
み
ん
き
し
ゅ

今
宮

L

韓
制
に
改
め
、

新
た
に
窓
訟
を
御
制
定
に
な
り
、
関
民
の
蹄
趣
を
明J
r

ら
か
に
し
た
の
は
、

蹴
院で
あ
ら
せ
ら
れ
た
艶
傑
対
乱
人
の
純
鳩

で
あ
ザ

こ

・
晶窓
口
ゆ叫

つ
n
r

た
い
く
わ
じ
ん
守
い
巳

必
り
つ
あ
ふ
』

A

り
ま
ナ
が
之
れ
を
基
準
と
し
て
遂
に
大
化
の
新
政
を
秘
立
遊
ば
さ
れ
勺

ナ
う

だ
い

MU
ん
「

た
と
と
は
、

数
代
お
か
L

り
に
な
り
ま

し
た
け
れ
刊
と
も
と
れ
と
そ
融a「

ゐ
'
げん
こ
く
い
ら
い

き
い
L
よ
お
ほ

b

え
た
い
せ
い
か
く
り
つ

武
建
間
以
来
最
初
の
大
き

な
新
横
制
確
立
で
あ
っ
た
と
思
ひ
ま
ず
。

4

さ
ら

花
ら
て
う

主
ζ

お
ら
!

し
ん
た
〕E

《
し

可

更
に
奈
良
朝
の
あ
と
都
を
新
た
に

し
て
、

新
時
献
を
布
か
ね
ば
な

い

苦

ぞ
く

て
全
く
ぜ
せ

ρ
Z
A

ら

ιな
か
っ
た
と
と

も
あ
り

ま

し

た
が
、

そ
の
貴
族
的
な
公
家
肱
治
が
γ

あ
ま

周
』q
m

は
い
た
い
け
た
ま

み
ん
L
Pし
除

去

A

除
り
よ
く
な
く
漸
く
緩
額
殺
し
ま

し
た
の
で
d
人
た
/
\
民

間
か
ら
対
V

担
い
か
い
か
く
さ
付

つ
ひ

ょ
け
た

い
と
う

ぺ
μ

戸

い
に
そ
の
大
改
革
が
叫
ぽ
れ
、

迭
に
武
家
の
接
頭
と
な
り

v、

源
不
二
~

配
の
航
船
と
な
る
に
跳
り
ま

し
た
が
、
霊
祭
伊
と
致
点
釈
舵一

体
務
理
お
の
監
際
化

制
一
添
っ
郡
山
止
白
粧
鉱
節
艇
の
除
勧
し

一
t

い
ま

わ
が
く

広

島
に

こ
こ
ん
み

ぞ

9

句
今
だ
い
b

弔
電

さ
い

ず
た
だ
今
は
我
園
に
取
っ
て
ま
さ
に
古
今
未
品
目
有
の重
大
時
局
に
臨

ザ紙
し
伴
う
し
て
も
一
部
駅
慨
を
限
っ
て
軌
ら
し
い
慨
附
の
叫
に

Mめ
い
か
ね

戸

ご

己
令
い

m
bじ
た
ち

E
P

巧
野
崎
品
は

~
ば
な
ら
ぬ
御
時
世
と
な
り
ま

し

た
。
私
達
は
是
が
非
で
も
却
を
合
せ

r
c
E
i

'b
A
F世
い
包

帯
Z

O
-
-

均
三S

S
ラ
ヒ

ム
心
を

一
つ
に
し
て
と
の
重
大
時
局
を
乗
り
越
え
、

析
し
い

棋
序
の
皆

ー
た

ほ

A
て
直
し
を
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
く
な
り
ま

し

た
の
で
す
。

L

た
い
く
広

島
ま

い
は
と
か

く

本
ぎ
定

巴

巳
'~
む

ず

ι
こ

ず

一
位
わ
が
聞
は
天
の
岩
戸
悟
れ
の
時
を
初
め
と
し
て
、
→
腕前監
附

A

け
.
2
う
ど
う
を
必

レ
ぞhJ
e
y
」く
け
ん
ぽ
ふ
た
い
く

b
b
d

せ
い
へ
い

品
ι
て
し

と

γ
民
行
続
紙
、
聖徳
憲
法
‘

大
化
新
政
、
平
安
奨
都
、
源
卒
争
飢
武
安

~
紙
町
、
間
秘J
t
M
肌
能、
航
船
艇
旗
、

軒
町佐
駅、
掛
川
内
町
紗
釈
黙

の
鮮
料

r

ζ
ん
な
ん
へ
宮
、

dつ

ご

s
q
し

っ

=
L

1
-
-
P

4
の
困
難
を
経
て
来
ま

し
た
が
、
何
れ
も

御
皇
室
の
よ
り
よ
き

御
指
詐

Y

こ

ら
ん

ど
り
よ

〈

ょ
こ
き

HL
9

M

し
ん
ご
し
コ

斗
「
と
開
民
の
努
力
と
に
依
っ
て
之
れ
を
切
り
開
き

常
に
準
肱
を
筒
け
て

一

t

h

h
づ

-?
っ

h
旬

、
門
会
・
や
ぷ
丹
色

」
・参
っ
た
の
で
あ
り
ま

す
。

そ
れ
ば

何
れ
も
白
い
蹴
制
を
依
り
析し
い

と、
モ
仁
き

も

3
7

j

「
組
織
を
以
て
出

院
し
を
し
た
の
で
あ
り
ま
ず
、
そ
の
村
で
も
院
も

い
川

ザ

百1・ !t の念~欽偽 一一一一化

中

村

康

弊



. 
‘ 

百1・生の念認 を士仰一一

A

き
尚
己
@

ザ
コ
・
炉
拘
世
い
舎

γ
制
の
樹
立
を
ル
て
落
ちつ
い
た
の
で
あ
り
ま

ナ
。
と
れ
が
第
二
期
と

J
E
P

お
E
h
"

、
h
t

、
し

Z
3
b

げ

乙
，

S
今

た
う

~
も
貯
る
べ
き
対
き
な
酎
牢
動
動
で
あ

っ
た
す
で
あ
り
是
れ
ま
た
相
官

bz
き

ら

た
し

う

~
の
対
い
山
町
駅
を
感

し
た
の
で
あH
ま
ず
。

ζ
の
闘
に
伊っ
て
、
宗

{
判
的
山
内
町
~
坑
た
る
開
燃
政
叫
ん

d

が
鴫れ
ま
し

て
一
対
持
制
斡
付
を
た
さ
い

許
ま
し
た
。
そ
れ
ま
で
は
守
阪
の
平
に
の
み
あ
っ
て
一

般
臥
黙
と
は
椛

ザ
ん
いと
縦
のなか
っ
た
艇
秘
を、
威
結
の
日
刊
に
一
概
齢
的
の
特
に
脱

く

」

み
ん
し
ん
ど
今
瓦
う
く
止

‘寸
ぶ
ち
ま
け
民
心
の
勤
格
を
喰
ひ
止
め
た
の
で
あ
り

ま
ナ
。

そ
れ
ま

で

「
し
な
で

ん
九
州
ぶ

つ
け
9

で
ん
け
う
こ
う
陪

a
o

t

に
つ

a「
は
支
那
か
ら
偶
成
し
た
働
数
で
あ
っ
て
、

偶
数
、
弘
法
に
依
っ
て
日

V
J

な

L
:

・
ぞ

'
w

ζ
匁
ね
ん

つ
￡

~
利
時k
r
rされ
ま
し
た
け
れ
HCも
、
品
川
ほ
支m
w俊
一
仙
の
観
念
が
強

』

己
申t
'晶
こ
く
さ
ん
し
う
け
う
わ
こ
く

刊
か
っ
た
の
で
あ
り
ま
ず
。

そ
れ
を
純
粋
闘
産
の
宗
教
と
し

て
我
が
園

&

今

.
s
b
ι

た
'
u
bい
れ
ラ

マ
う
け
ん

も
ま
・
ん

ず
民
聞
に
ぴ
っ
たp
合
っ
た
簡
単
明
瞭
な
僚
件
を
以
て
高
川
の
綿
ぺ
て

」

P
と
了
、

巴
刷会
っ
と
官
民

レ
雪
だ
う

)
vが

'均
し
く
救
は
れ
る
と
い
ふ
浮
土
の
教
を
唱
導
せ
ら
れ
ま
し
た
の
で

戸
・

・

2
己

ぶ
つ
け
う

み
ん
し
う

く
わ

し
う

~
故
に

初
め
て
俳
数
が
民
衆
化さ
れ
た
の
で
あ
り

ま
ナ
。

ル
l

テ
ル
宗

γ
A

，

h
L
め
い
さ
だ
初

い
つ

ね
ん
量
へ
お
い
ま

伸
柄
拘，
A
U
T
勺
に
ん

ム
敷
市
十
命
に
先
き
立
つ
こ
と
質
に
四
百
年
の
前
に
於
て
と
の
法
然

上
人

{
の
川
町
ば
れ
た
わ
が
即
断
の
と
の
熟
判
的
斡
併

は
、
部
に
際
山
町
の
日
い
に
も

mu

付
加
仰
の
ぷ
に
も
対
悦
の
い
ム

K
も
誠
に
就
き
放
鍛
殺
を
脚
内

へ
た
の
で
あ
り

A

'B

L

空

か
与
、
れ

合
L

ね
ん
だ
い

う
へ

寸
ま
ナ
。
不
思
議
な
と

と
に
は
と
の
時
が
歴
史
の
年
代

の
上
か
ら

み

4「

ヒ
ん
む
け
ん
こ
く

b
2
9

b

し
ん

主
吉
ど

生

ん
な
か
ね
ん
ず
う
し

いる
と
く
た
い
し

'
「
て
、
一
岬
武
建
閣
と
明
治
維
新
と
の
丁
度
真
中
の
年
数

K

聖
徳
太
子
の

~
叡
出
があり
、

そ
の
鶴
俄
蹴
献
と
切
断
僻
釈
と
の
殿
、
机
の
特
艇
に
時

可

ど

M

栓
い
官

L

ん
た
い
せ
い
し
う
け
う
か
く

め
い
な
に

ご
と

i「
皮
此
の
政
治
の
新
鶴
政
と
宗
教
の
革
命と
が
あ
っ
た
と
と
は
何
事
か

L

,r 

ーーー イヒ( tJ} 可

L

S

雫
茸
み
ぷ

か

か
ん

え

V

を
示
唆
・ず
る
も
の
と
し
て
興
味
深
い
も
の
を

感
ぜ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
ム

こ

fニ
H
f

R
拾
し

・4

た
い
ぞ
い

「

が
之
れ
が
筋
二
期
の
大
き
獄
新
穂制
で
あ
り
ま
す

。

4「

陪
』
パ
ま

L
し
た

円
含
パ
巳
小

'

つ

段
く

ま
つ
は
じ

b
-
-句
ね
ん

L

矧
三
期
の
統
慨
制
枇
立
代、
幕
末
か
ら
始
ま
っ
て
明
治
廿
三
年
の
J
?

"
ん
ほ
ふ
は
つ
ぶ

パ
た

め
い
ち

h
L

ん

ま

を

』

憲
法
判
明
布
に
京
一
る明
治
維
新
で
あ
り

ま

ナ

。
と
れ
ば
申
ず
ま
で
も
な

守

く
が
尉
町
山
市
た
る
穀
山
川
を
慨
し

て
致
町
俊一r
を
た
し
底
的
問
た
叫
叡
}

ま
ほ
く
ま

っ
こ
ん
ら
ん
巴
だ
い

r

関
山
町
を
蹴
却
し
た
崎
市

」
れで
あ
D
ま
す
。
と
れ
亦
た
幕
米
の
混
飢
時
代

~

J
C今

と
う
ね
ん
す
う
え
う

E

耳
担
ほ

可

.
か
ら
数
へ
る
と
相
官
の
字
数
を
要
し
た
の
で
あ
り
ま
す
が
、

誠
に
大

丹

、
，

.

，

.

.

.
 ω

・

ミ

5

唱
・

ニ

'
=
『

き
放
附
刷
新
町
暇
で
あ
っ
た
の
で
る
り
ま
ナ
が
。
し
か
し
断
水
の
蜘
肌
昨

日

ぷ
ん
め

AH

き
か

リ
う
亡
ふ
グ
た
り
こ
し
出
萱
包
い
う

L
由
主
こ
也

ん
L
山
f

ι

・文
明
が
盛
ん
に
流
民政
し
ま
し
て
、

利
己
主
義
自
由
主
義
個
人
主
義

T

S
っ

こ
く
み
ん
な
か
し
ん

D
W
M

わ
が
く
に
ほ
ん
ら
い
だ
い
ぜ

い
し
ん

め
っ
し

J

が
濃
く
摩
く
岡
民
の
白いに
浸
潤
し
、
我
閤
本
来
の
大
精
紳
た
る減
私
~

ほ
う

と
う
白

eん
骨
調
ほ

ち
う
い
}

'

r

奉
公
の
念
が
う
す
く
な
っ
て
来
ま

し
た
と
と
に
大
い
に
注
意
さ
れ
ね
ム

品
、ぃ
ゃ
う
ぶ
ん
く
わ
え
い
砕

い
申
告

可

ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ

り
ま
す
。
と
の
西
洋
文
化
の
影
響
に
よ
る

i「

宮
t

主
与
早

ι
'
7
4

ん
し

土
L
Z
E

た

」

析
し

い
風
潮
は
、

逆
に
岡
還
の
準
毘
を
妨
げ
る
や
う
に
な
っ
て
、
し

a

f

舎
う
、
J

ゐ

L

ん

'e
げ

ι

ば
し
ば
昭
和
の
維
新
が
叫
ば
れ
つ
ム
あ
っ
た
り
で
し
た
が
誌
に
と
と

刊

に
一
一
郎
概
た
た
一
一
党
政
釈
左
献
併
せ
ね

ば
な
ら
ιな
く
な
っ
た
と
と
は
}

併
科
知
の
滋
り
で
あ
り
ま
し
て
紛
が
限
と
撚

し

ま
し
で
は
苦
れ
が
獄
~

田
知
伊
の
釈
献
抑
蹴
出
貯
に
は
い

っ
た
と
守
ば
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
~

ヲ
V

J
、
-
P
B

，
F
p
z-H
y
a

一
4
・s
守
2
1
p
h
'
v

・
'

-
-
AP

兎
町
内
，
》
山
内
h
-
m

初
出
掛
と
の
体
府の対
務
肱
を
た
す
べき
昨
刊
に
遭
遇
税
し
ま

し
た
の

日

・
4
H

を
つ
か
ラ
ど

古
今

史
品
は
吃
ん
ぞ
で
ん
ら
い
う
で

ι

は
杢
く
絶
好
の
時
に
生
れ
合
せ
た
も
の
で
あ
っ
て、
先
組
枯
御
茶
の
腕
宇

都
し
を
な
ナ
ぺ
き
同
町
も
域
き
な
競
艇
を
即
時

へ
ら
れ
つ
λ
あ
る
の
だ
と
}



、

( Ii! ) 

」
。
“
が

」・
考
へ
る

の
で
あ
り
ま
す
。

-

~
，

釈
蹴
慨
は
併
は
た
ピ
そ
の
統
一
併
を
山
町
み
叫
則
し
た
り
に
術
一
き
ま

ザ

v

，
く
切

っ

ュ

ん
ど

ね
ん
わ

ん

ι
ち

刊
ん
。
と
れ
が
確
立
す
る
ま
で
には
今
後
十
五
年
、
二
十
年
を
要
す
る

か
く
之
う

い

」一
も

の
と
一
去
は
れま
ナ
が
、
と
に
角
容
易
な
ら
ぬ
と
と
で
あ
り
ま
す
か

ず
ら、
似
府
の
仰
か
ら
踏
め
ま
し
で
も
栴
鰐
同
時
い
特
艇
を
践
す
る

も
の

」
お
も

ま

号

ら

い
じ
ん
た
い
せ
い
じ
ゅ

Z

忌
〈
か
ん

ぎ
普
い
よ

可
と
思
ば
れ
ま

す
。
叉
た
従
来
の
新
鵠
制
樹
立
は
若
干
の
犠
牲
に
依
つ

r

e
足

こ
ん
Z
L

ん
た
い
き
噛

こ
く
み
ん
信
ん
ぷ

h
て
行
は
れ
た
の
で
あ
り
ま
し
た
が
、
今
度
の
新
韓
机
は
閤
民
全

部
の

v

p
と
ん

、
だ
い
か

〈

ピ
向
日
勺
丸

う
を

こ
'
a
ん

止
い
し
ろ

ム
人
k

の
大
怒
る

費
悟
を
一
必
要
と
し
て
腐
り
ま
ず
。
つ
ま

り
園
民
大
衆

{
の
昨叫
に
かげ
る
肉
体
鰍
時
対
戦併
を以
斡と
し
て
ゐ
る
の
で
あ
っ

ι

ぬ
ん
L

E
b

k

h

し
さ
う
ぜ
ん
比

治
川

い

合
へ

ず
て
、
民
家
そ
れ
自
慢
の
思
想
か
杢
然
新
ら
し
く
入
れ
換
ら
れ
な
け
れ

A

品
川
ぜ
い
レ
認
怜

ゅ
う
ら
い
さ
ら

T
ぽ
完
成
さ
れ
た
い
も
の
で
あ
り
ま
ナ
。
従
っ
て
従
来
の
も
り
よ
り
更

一

φ
与
こ
ん
茂
ん
汚
い
巴
げ

S

~
に
一
層
困
難
な
大
事
業
で
あ
ると
い

ば
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
・

ず

し

ん
た
い
せ
い
'
h
Mん
け

ん
た
う
丸
ラ

ノ

絡
も

ム
新
惜
制
理
念
は
ま
だ

/
\

研
討
を
要
ナ
る
J
h
の
が
あ
る
を
思
ひ
ま

{
ナ
が
、μー
ま
で
に
習
は
れ
て
伊
る

ζ
と
は
阪
殴
封
燃
の
心
山
総
依
鋭
、

」

b
っ
し
ほ
う
こ
う
レ

よ

ぷ
ん
ほ
う
こ
ラ
た

ず
勾
け
つ
ひ

て
い
た
い
せ
い
ょ
く
さ
ん
主
ラ

戸
滅
私
奉
公
、

職
分
奉
公
、

多
数
決
の
否
定
、
大
政
翼
賛
等
で
あ
り
ま

A

ら

つ
ぶ
中

山
部
巴
つ

ρ
ま

γ
ナ
。

し

か
し
と
れ
等
の
と
と

を
詳
さ
に
考
へ
て
み
ま
す
と
、

質
は
ふ2

」
ぶ
つ
け
う

L
山
主
山
岳
泊
予

一

な
ん
ら
と

u
F
Z-

‘
寸
法
で
俄散
の
主
張
し
て

衆
た
と
と
で
あ
っ
て
何
等
異
る
も

の
で
は
あ

r

ゎ
害
口
た
ち

R
H

た

h
A
し
ろ
と
、

ろ

立
っ
と
く

ム
り
ま
せ
ん
。
た
ピ
私

達
の
ガ
が
足
ら
や
ノ、

民
家
が
心
か
ら
納
得
し
て

~
貯
れ
な
かっ
た
ん
の
ば
か
り
で
あ
り
ま
す
。

腕
ち
こ
れ
ま
で
慨
泌が

一

か

j

/
つ

れ

二

泣
く
ち

L
凶
ν
;
υ

LP

日
斯
く

せ
よ

と
常
に
傑
た
か
ら
し

は
左
す
っ
ば
く
し

て
主
張
し

て

来
た

戸

治生 の念理教偽一一一一化

と

S

い
草
〈
巴
玖

白

も

つ

こ
く

もr
v

ζ

と
が
取
り
家
げ
ら
れ
も
に
わ
で
あ
っ
て
、
今
は
閣
の
カ

t
以
て
問
家

A

m
m
却
の
以
叫
志
野
間
と
し
て
、
脈
殿

M
4艇に"℃
の
都
問
を
似
し
て
ゐ
る
ザ

も
の
の
み
で
あ
り
ま
ず
。

T

ぶ
つ
け
う
巴

'

そ
く
ち

た

L
由
令
官
，
・

r

・

巴

W

J

沸
敬
で
は
、
自
利
卸
利
他
を
主
張
し
て
居
9

ま

ず
。
そ
の
自
利
は

匂

ぷ
3

し
っ
て
舎
じ
噌

，

ぜ
ん
た
い

ζ

ぷ
ん

L

ん
U

つ

巴
・

「

物
質
的
自
利
で
は
た
く
、
人
五
惜
の
一
部
分
と
し
て
の
異
質
た
る
自利

h

包

w

り
た
た

o

e
u

-
-

v

で
あ
り
ま
ナ
。

自
利
と

利
他
と
は
並
べ
て
考
ふ
べ
き
も
の

で
は
な

ム

く
、

裂
が
れ
叩
刊
恥
山
の
特

に
店し
い
的
口
仰
の
あ
る
と
と
を
総
へ
る
の
で
あ

{

k
u
p
h

モ
.‘、
じ
・

じ

切
そ
く

n
v
h
k

い

ι

り
ま
ナ
。

従
っ
て
利
他
剖
自

利
で
あ
り
自
利
即
利
他
で
あ

っ
て
、
封

T

，
っ
て
舎
彰
へ
い
り
つ
T
-

才

色目
T
A
P

J

立
的
若
し
く

伐
併
立
的
の
も

の
で
は
E
し
い
も
の
と
は

一宮
は
な
い
の
L
?

で
あ
り
ま
ず
。
総

し

お
そ
臨
蹴
ナ
る
に
齢
つ
て
は
的
口
付
よ
り
も

w
m
M~

し
陪

を
し

h

わ
を
レ

V

を
主
ー
と
ナ
ぺ
き
と
と
を
教
へ
て
居
る
の
で
あ
れyま
ナ
。
つ
ま
り
私

4

畿
が
繰
り
に
伊
押
を
封
鳴

し

た
が
る
か
ら
で
あ
り
ま
ナ
ふ
和
町
町
、
野

{

c

，

、z
e
E

う
也

せ
つ
ほ
品

む

が
巴
ん
巴
ひ
み
な

ι

語
、
利
行
、
同
事
の
四
掃
法
も
、
無
我

、

忍
辱
、
慈
悲
な
刊
と
も
皆
そ
γ

う
お
ん

も

こ
か
』
問

め
つ
L

団
ぅ
，
ラ
‘
、

ん
ま

」

れ
で
あ
り
ま
ナ
。
知
態
報
恩
と
一
青
島
舟
言

葉
も
滅
私
奉
公
、
職
分
討
中」
'

街、
針
縫
俄
然
の
と
と
k
mあ
り
ま
せ
ん
。

仰向約
僻
艇
で
は
慌
に
ゆ
別

~

際
なと
と
を
封鴎
じ
て
h
rた
の
で
あ
り
ま
ず
。
総
る
に
針
く
の
泣
い
〔
~

た
り
ろ
ん
う
と
，

z

う
う
け
ど
ま
由
可

は
、
唯
だ
と
れ
を

理
論
と
し
て

受
け
取
り
理
想
と
し
て

受
取
り
、
叉

A

く
も
う
へ
は
な
う
け

t

・

ι

ば
雲
の
上
の
か
な
た
の
話
し
と
し
て

受
取
っ
た
だ
け
で
あ

り
ま
し
「

ず
と

h
oほ
ゆ
瓦
古
品

Z
4
ペ
ラ

」

た
。
で
す
か
ら

の
し
で
も
多
く
の
利
益
を
皐
げ
よ
う

と
競
争
し
て
ゐ

γ

己
っ
さ

い
せ
い
ぺ
日

J

λ

て
H
Mま

割
付
h
F

一

る
笠
際
生
活
に
は
首
候
ら
な
い
も

の
と
芳
へ
て
ゐ

た
ゃ
う
で
あ
り
ま

~



u 

F

と
ん
ど

た
ん

9

ろ
ん

o

z
a
，

ム
ナ
。
と
と
ろ
が
今
度
は
そ
れ
が
翠
な
る
理
論
や
理
想
で
は
往
く
な
っ

守

巴
っ
さ
い
も
ん
古
い
こ
く
@
ん
を
ん
た
い
凹

V
L
L

A
て
、

究
際
問
題
と
し
て
閣
民
査
惜
の
一
人
/
\

が
、

知
る
と
知
ら
ぬ

{
と
に
かLは
ら
歩
、
骨
髄
す
る
と
し

な
い
と
に
か
L
は
ら
や
J知
航
機

A
ζ

う

ι
ぜ
い
う
せ
ん

F
J

ぜ
い
員
会

T
恩
、
公
袋
優
先
に
基
か
な
く
て
は

生
活
し
て
ゆ
け
な

い
と
と

に
な
っ

『
た
の
で

あ
り
ま
す
。

-
~
ま
た
総
燃山
四
日
八

ん
は
特
か
ら
七
百
一
僻
特
献
に

「
鍛
酷
い
と
い
ふ
ζ
と
ゆ
だ

一
~
科
さ
れ
ま
し
た
・
窓麟
ゲ
は
も
の
転
注
伊
め
る
の
に
践
し
き
も
の

、

m
w

『
た

r

も
9
t
h

日
旨

い
いλ
よ
り
E
し
き
も
の
、
最
も
正
し
き
も
の
と
守山
や
う
に
、

概
び
に
選

i
i

i
d

ι

ゆ
止
す
う
げ

d
I

理

i
ん
で
行
く
と
と
で
あ
り
ま
し
て
、

多
数
決
に
依
ら
や
J、

喰
だ
「
正
」
を

J

ち
う
し
ん
と
お

念

Y
中
心
と
し
て
取
り
上
げ
る
と
い
ふ
と
と
で
あ
り
ま
す
。
多
数
制
は
一

D

「

き
か

ぜ
ん
い
舎
か
た

q

a「
票
の
援
で
あ
っ
て

も
そ
れ
が
可
で
あ
り

替
で
あ
る
と
云
ふ
決
め

方
で

は
~
あ
り
ます
が
叫刺
殺
峨
ヂ
し
も
較
な
ら
で
特
艇
の
酔
舵
?
も
町
は
由

主
ー
ま
せ
ん

ち
ゃ
く
い

る
(
い
け
ん
な
か

一
「
で
あ
る筈
で
あ
り
ま
ナ
。
選
撲

と
い

ふ
と
と
は
色
々

の
意
見
の
中
か

遠
山品
定直
特

( -ーイヒ
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h
w綾
で
み
ふ百
円

h
oh，
V
-
E
-
3

え
ら
由
、

b

う
?
3

」

ら
配
も
よ
い
も
の
を
ぽ
び
に
選
び
抜
く
と
と
で

、

意向
ぽ
ぽ
少
数
艇の
」γ

ひ

c
w

-
ん
支
も
て
舎

J

吻
つ
お
わ

hぞ
い

た
ち

巴
っ
さ
い

&

否
芯
の
も
っ
と
根
木
的
訟
も
の
で
あ
り
ま
や
ノ
。尤
も
私
遼
の
質
際

ず

に
ち
足
岳
い
品
つ
つ
わ
せ
ん
ち
ゃ
く
宮
崎
世

J

の
日
常
生
活
に
は
常
に
と
の
選
躍
は
行
は
れ
て
居
る
と
と
で
あ
り
ま

し吋

け
ろ
や
う
い
か
ん
暗
ん
だ

ん
い

か
ん
よ
で
い

ど
さ

う

b

r

す
。
教
養
の
如
何
、

判
断
の
如
何
に
依
っ
て
都
肢
の
相
遣
が
あ
り
ま

ム

ナ
が
、
一仇時
は
儲
か
らMMに
侍
ず
べ
きかを
備に
吻
へ
て
間
的
る
の
が
~

さ
お
こ
ん
に
ち
ち
う
い
ろ
/
\
立
「

・
て
れ
で
あ
り
ま
す0
・
朝
起
き
て
、
今
日
中K
色
々
鵠
ナ
ベ
き

と
と
が
日

た
く

さ
ん
な
か

な
記
〈
巳
た
め
な

に
も
つ

ι

深
山
花
る
る
け

れ
刊
と
も、

そ
の
中
で
何
が
お
園
の
翁
に
な
り
何
が
最

γ

陪
g
p

耐
と

ら

と
と

e
匝
b
b

R
r

・

n
Z

』

4

と
も

E
し

い
か
を
考
へ
選
ん
で
、
一
つ

一
つ
の
事
を
眠
衣
正
しく
行
」v

主
正
に
ち

加
担
立
。
せ
い
く
b
つ

h
v

ぜ
ん

「

っ
て
ゆ
く
の
が
最
も
よ
い
日
常
生
活
で
あ
っ
て
、

ζ

ζ
K

正
し
い
選
&
「

践
が
併
は
れ
て
ゐ
る
の
で
あ
り
ま
え
和
し
と
の
酢

し

い
務闘
が
な~

ぜ
い
品
川d

で
た

ら
め
秒
畠
し

川
l
L

ーよ
く

は
し
こ
く
か
こ
く

Y

い
と
生
活
が
出
鱈
目
に
な
っ

た
り
或
は
私
利
私
慾
K
走
っ
て
図
家
凶
日

み
ん
ふ
り
え
を
じ

ぷ
ん
ふ

り

え
き

L

民
の
不
利

益
(
辻
刊
行
は
や
が
て
自

分
の
不

A
3凶作
M
M可J
叩
)
に
}

な
っ
た
D

す
る
様
放
と
と
陀
怒
り
ま
ナ
。

選
揮
本
願
念
倒
と
中
ナ
と

T

お
茶

煎
茶
の
部

正
喜
四
揖

老
然
駿
前
路

老
町
友

殴
図
一

番
茶
之
祝

m
m

並

川

。紙
上

ホ
1

ジ
茶
並

上
ホ
1

ジ

茶

紛
築

上

の
値
段

授
賞
匁
付

六
回
玉
十
銭

八

凶

常
国
岳
町
闘

拾
五
回

司
正震
匁
付

一
小
脳五一
拾
醐

六
四
五
十
鈴

七
凶
五
十
崎
幽

五

刷

小
包
廷
内
地
一
般

五
百
匁
二
十
二

銭

前
宜
貧
h
唯

一Z
十
八
銭

陽
太
-

a
H
a

五
百

匁
間
十
七
凶

変
質
匁
七
拾
虫

歯
帥幽

朝
鮮
・

聞
東
側

五
百
匁

3

六
十
二
銭

変

質
匁

λ
十
八
銭

郵
便
新
鐙
制
は
代
会
引
鍛
小
包
を
川
品

分
停
止
致
L

生
し
た
の
で
御
融
支
は

按
警
副
会
仁
て
お
節
ひ
仰
げ
在
す

目丁五町富新市岡静

店商郎太新水清
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k
t

眠
白
抑
止
た
限
お
し

お
も
巴
つ

J
Tと
も
、
何
ん
だ
か
遠
い
佐
所
の
話
の
や
う
に
思
ば
れ
ま
す
が
、
質
は

?
と
の
葉
にかい
て
秘
話
の
謀
総κ
脱
船
し
た
民
税
鋭
部
の
阪

‘ 

戸

町
ん
き

亡
う

ム
寸木
基
調
と
な
る
も
の
で
あ
りま
す
の

マ
司
う

9
・

z

h
f

か
う
ど

こ

く
問
う
こ
く
か
げ
ん
せ
つ

'

ど

ム
ま
た
総
力
を
血
中
げ
て
高
一
度
閤
防
閤
自
然を
建
設
し
て

ゆ
く
に
は
、

何

「
し
ん
ね
ん
え

い
ぞ
く

戸
う
し
て
も
シ
ツ
カ
リ
し
た
一
つ
の
信
念
が
な

く
て
は
永
績
し
ま
ぜ

ι

だ
ち
う

L
ん

ね
ん
ぷ
つ

L
ん
か
う

せ
明

γ
ん
。
私
達
が
阿
繭
陀
さ
ま
を
中

心
と
す
る
念
併
の
信
仰
に
よ
っ
て
生

J

4
リ
ヨ
げ

4

巳
っ
て
舎
へ
い
か
ち

5
し
ん
に
ち

U

品梧
い

l
y活
し
て
ゆ
き
ま
す
と
と
は
現
質
的
に
は
陛下
を
中
心
と
ナ
る
日
常
生

F

b
つ
つ
む
・
占

z
b
f

こ
、
ろ

げ
ん
巴

つ
巴
つ
阻
ん
，
き
う

ι「
浴
で
あ
P

、
常
K

浄
土
そ
骨
指
す
心
は
現
賀
に
は
日
本
を
し
て
理
想

V

こ
く

か

ね
ん
主
忽

も

記
叫
が

ム
閣
安
た
ら
し
め
ん
と
す
る
念
願
に
燃
え
る
と
と

K
な
り
ま

す
。

従
つ

1

白
2
2

し
ん
こ

く
か
し
ん
た
い

せ
い
巴
ゆ
り
つ
う

ん
ぷ
っ
せ
い
￡
哲

巴
ゅ
，

っ

J「
て
天
・
息子中
心
の
闘
家
新
穂
制
の
樹
立
は
、
念
併
に
よ
る
生
活
樹
立
を

L

け
つ
μ
ふ
巨
ん
，
参

司

せ
い

も

う
わ
け

)
v綜
合
し
て
蹄
カ
協
を
持
ち
得
る
課
で
あ
り
ま
ナ
。

A

巴
う
ら
凶
む
-

っ
け
う
定

u
q

き
う
げ

ん
巴

っ

ち
が

」γ

税
・来
と
か
く
宗
叡
の
一
語
は
理
想
で
あ
っ
て
、
現
買
と
は
建
ふ
も
の

戸

-3

め
ん
庁
ん
巴
つ
志

乃
れ
い
も
ど

~
と
さ
れ
脳
で
あD
ま
し
た
し
、

ま
た
・
一
一
間
現
賀
に
類
例
を
求
め
るζ

T

こ

ん
な
ん

，

ap
い
舎

は
こ

ん
た
ん

ム
と
が
閤
難
で
あ
り
ま
し
た
か
ら
、

理
解
が
極
め
て
困
難
で
あ
り
ま

し

1
A
P

ま
ら
う
巴

ず
だ
く
ぢ
よ

と

み
そ
く

か
じ
じ

っ

日
た
が
、

刈
寸
や
老
荒
男
女
ゆ
玄
関
ば
令

ノ
皆
た
そ

れ
ら
が
足
下
の
事
賓
と
な

L
a

b
h砕

を

・

JT
っ
て
現
れ
応
て
ま
い
り
ま
した
。

a
a

り
き
う

巳

巳

つ
も
'
ω
だ
レ
た
・

・

6

っ
か
う

包

γ

理
想
で
は
た
く
事
質
問
題
と
し
て
直
ち
に
賀
行
し
て
ゆ
か
ね
ば
白

戸

ぷ
ん
み
じ
を
い
ふ
ん
た
い
せ
い
う
ん

E

ラ
わ
渉
、
じ
た
包

~
分
の
身
の
た
L

ぬ
時
代
と
な
り
ま
し
た
。

新
穂
制
の
運
動
は
、

私
達

V

ん
e

い
う
ん
ど

う

ム
が
人
間
3と
し
て

ほ
ん
と
う
に
生
き
る
と
と
の
運
動
で
あ
り
ま
す
。

と

可

わ
予
、
し
た
ち
恰
つ
け
う
が
う
え
ん

q

ろ
ん
ほ
ん
た
ラ
げ

ん
包
つ
τ
垂

J
れ
か
ら
は
私
達
も
投
融
や
講
演
に
理
論
で
た
く
木
賞
の
現
質
的
な

A
 

じ

巴
つ

は
な
う

包
ぜ
い
ご

H
V
せ
い
し

事
賓
と
し
て
お
話
し

得
る
時
世
と
な
っ
売
の
で
あ
り
ま
す
。

'
御時
世

Jr・

の
総
ら
し
む
る
と
と
る
悩
か
ら
す
は
れ
で
も
す
は
れ
な
く
て
も

、

T
ヤ

-

圃

も
凡
的
問
併
が
知

っ
て
ゐ
て
も
伊
な
く
て

も
伊く
せ
ね
ば
阪
践
と
し
て

鉱
~

E
E
A
O

く

晶
、
い
か
ん
「

部
し
れ
ゆ
け

仰
と
と
と
た
っ
た

と
と
は
誠
に
隔
世
の
感
で
あ
り

喝
な

ム

ナ
。

考
へ
て
下
さ
い
。

A

h

つ
h
a
F
h

争
@

」

擁
や
/
\

追
随
し
て
行
く
も
の
は
乗
り
沿
く
れ
る
ば
か
り
で
な
く

J「

民
ザh

〈
る

こ

く
か

し

心
て
ん
く

k

・

A

自
ら
を
も
苦
し
ま

し
め
、
関
家
の
準
展
を
も
喰
ひ
止
め
る
も

の
で
、

r

こ
く

か
と
ふ
ち

う
し

J山

ぃ

，

r

こ
れ
戸

む
し

句
つ
間
家
に
取っ
て
不
忠
の
臣
と
一
五
は
ね
ば
‘
怒
り
ま
せ
ん
。
之
に
同

は
ん
に

ん
し
合

し
ん
か
う
も
っ
そ
っ

せ
ん
た
い
令
い
よ

く
ち

ん

「

同
し
れ
ハ
ツ
キ
リ
し
た
認
識
と
信
仰
と
を
以
て

率

先
し
て
大
政
翼
賛
{

!
と
L
'

巴
ラ
な

2
」

の
生
野
を
な
ナ
な
ら
ば
是
れ
庖
相
喝
を
完
ふ
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
一
一

巳
怠
は

や

こ
く
A
b
-
-
t

，
却

ん
も
っ
せ
い
え
哲

也
，
『

刊
口も
早
く

囲
陀
の
一
人
一
人
が
正
し
い
理
念
そ
以
て
生
活
し
て
行
く

一
ー

や
ろ
に

し
た
い
も
の
で
あ
り
ま
ナ
。

r

z
z
E

巴
っ
さ
い
も
ん
だ
い
う
町
主
主

ι

道
は
近
き
に
あ
P

。
何
う
ぞ
質
際
問
題
と
し
て
受
取
っ
て
下
さ

匂

ぃ
。
慨耐
に
骨
ふ
と
と
ろ
の
こ
と
を
阪
州
出
際
的
配

と
し

て
町
四
慨
す
~

る
や
う
に
か
知
め
て
刊

さ
い
。
~

Z

う
也
ぶ

つ
け
A，
L
ん
抱
'A

た
E

は
あ
く
そ

う

ひ
っ
・
んう

ど

U

S
Rい
」
「

そ
れ
と
同
時
に
例
数
信
念
の
正
し
い
把
握
が
一
一
賠
必
要
放
御
時
世
‘

「

花
た
っ
た
ζ
と
を
駅
駁して
刊
さ
い。
沙
民
は
た
ピ
配
滋
の
航
船
山
の

刊

た
ん
よ

一
端
だ
け
で
あ
り
ま
す

。
)

一

治生田念玉里君主~ -一一化
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